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グループ e力ウンセリ.ングに参加して 1年たった今……

金沢二水高校3年生村 中 喜美江(グループC)

去年， r話し合い合宿JVL参加して，ほんとによかうたと思ヲています。参

加の直接の動機は北島先生や浦田先生K触れたととだと思うけれど， 1年たった

現在，ふ Pかえって考えてみると，私なりに何か悩みがあったのかもしれませ

ん。それは，ほんのささいなことだったかもしれないけれど，私たち高校生K

とっては，小さ念悩みが，大きな心の重圧VL~ った P することがよくあります。

参加申し込みをする前VL， r話し合い合宿について」の時間割を見て，朝か

ら晩まで，ほとんど話し合いの時間だったので，聞がもてるかとても心配だっ

たし，正直いって，中学校以来もっていた相談室K対ナる暗いイメージから，

とわさも少し感じていたと思います。ととろが，想像と実際とは全然ちがヲて

いて，みん念好き念 ζ とを言ったし，言われたし，たま Kは沈黙もあーたし，

その聞がとても心静か念時間だった bして，とても有意義だヲたと思います。

私の大好き念本の話，進学問題や，それぞれの人生観念どもち孟っぴりのぞい

たりして，楽しかーた。先生とダンスを踊ったり i夜はみん左でさわいだ bも

しました。

表面的なかもしろさは，グループKよってまだまだあったと思いますが，私

の精神的念面では，と Kかくプラス Vてなったと思っています。うま〈言え念い

けれど，人それぞれK顔があるよう VL，いろん念考え方があるんだと，まざま

ざ見せつけられた感がありました。そして，そう感じたとたん，何か自の前が

広がった気がしました。とう生きなき宇いけヲまい，そういうものは何も念いの

です。規定がないとなれば，自由 VL，自分の思うまま，のびのびと生きられま

す。自分の道をみつけることができたと思いました。とれが，私の合宿での収

穫だったと思います。

最後K残念だ念あと思うととは，合宿後の仲間との話し合いの機会がもう少

しあったらいいのにということです。でも，何十年か後VL，との仲間で集まっ

たら，楽しいだろうなあと考えています。

(1915年 10月〉
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金沢ニ水高校3年生 小森照秀〈グループA)

あれは，去年の 11月の事だったと思う。私は初めてグループカウンセリン

グK参加した。二水K入って来た時から，グループカウンセリングのあるとと

は知っていたが，ただ皆と話しをして，グームをして念どと，カウンセリング

の先生方は言っていたが，私は研修旅行のよう念ものと誤解をして，初年は参

加し念かうた。しかし 2年K念って，文化祭も終り，忙しかった日々も過ぎ，

気がぬけたよう K念って何かb もしろい事は念いかと思っていたら，身近の友

だちが，カウシセリングK参加するというので，どん念ものかと，相談室へか

よう日が続いた。

気はあまり進まなかったけど，先生方のすすめもあって，当日，カウンセリ

ング旅行K参加した。合宿所Kつ〈と 3つのグループK分れた。グループど

とK2・3人の先生がつき，話し合いを始めるとと忙念った。しかし， r会話

を録音ナる」といって，テープをまわし始めたのKは，いくら私でもとまど h

がかくせ左かった。

私のグループは，他のグループも同じだが，知らない生徒がなもだった。下

級生はもちろんのこと，同級でも， rとん念生徒がいたかな」と思えるほど，

知らまい生徒がなもだった。

自己紹介を終えても，まだ皆は黙りとんでいた。 rしかた念いCJと思い，そ

の時，自分の人生K対する考え方を，一説論じたのを bぽえている。後で思え

は何とばか左ことをしたのだろうと，後悔している。私は人忙自分自身を見せ

ることを，特にきらうたちなので，いつものように，ふざけていればよかった

と思っている。しかし，私が口をきーたということで，一人一人が，自分の事

や意見を話しだしたので，しらけたムードも，何とか念ったようだった。しか

し，私のグループ内での会話は，人生Kついてとか，自分の思想、Kついてとか，
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まじめ念話ばかり Kは，さすがの私もまいってしまった。しかし，下級生で，

幼い顔をしていると思われる子から，一人前の大人みたい念考え方や意見が，

出て〈るのKはまいった念。私は「なるほど，念るほどJと，首をうなずかさ

れた。でも，話しK出てぐる言葉で. rやはりまだあまい念斗と思われる所も

多分にあった。やは h温和K育った人聞から出て〈るあまさというものかもし

れ左いと思ったりした。

まったくといって知ら念いもの同志，下級上級Kかかわらず，ある事Kつい

て話し合い，そして，知 b 合い K なり，友tてなる。~んと素朴で，すばらしい

ととだろう。

しかし，私は，自分の考え方や思想を，親友と語り合うというととはよぐあ

るが，他の人K話しをするというのは抵抗を感じた。それで，終った後も，し

っ〈りと乏かったが，皆は満足気~様子だった。

といっても，楽し〈念かったわけではない。研修旅行では，味わえ念かった

楽しさがそとにあったと思う。先生とも親しくまるし，生徒とも知 h 合い VL~

る。

いるん念事Kついて話し合ヲた人，それは自分に対してはもう友だちである。

このグループカウンセリングが念かったら，知りあい忙念れなかったであろう

人たちと，知 b合いKまれた，友だちK念れた。とれKまして，すばらしい事

があるだろうか。乙の人間社会VL，i，...いて一人きりでいるととは，苦痛である。

友や恋人がいてこそ楽しいのだと思う。

グループカウンセリングは，先生と生徒が一体忙なる，とてもすばらしい場

だと思う。私は，ひまを作.!?.最後のグループカウシセリング忙参加したいと

思っている。
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北陸学院短期大学 1年生〈卒業生〉 池 上 ゆき子〈グループB)

高校 3年の・秋，辰口金大共同研修センターでのグループ・カウンセリングに参加し

てから，もう 1年が経ちました。 1年前をふ b返 t，正直なととろ，話し合い

の内容は細か〈覚えてはいません。けれど，友人たちと恋愛論や宗教論などを

J語るとき，ふと， rそういえば，あのとき，誰かがとう言ってた左あ4と断片

的念がら思い出すことがあります。また無意識のうちK誰かの考えが，そっ〈

りそのまま私の考えK念っていたり，多分K影響されているのです。私の場合，

話し合いK参加するというよ bも，みんなの討論を傍聴K行ったような形忙な

りました。それだけみん念，いろん左ととを考えているのです。 3年生だから

がんばら左ければと意気込んでいたの!t(，みん念 K圧倒されて，ただ聞くばか

b。けれど，私はそれでも参加してよかったと思っています 0・いい意味でいろ

いろと感化され，~んと念( ，暖かい気持で帰って来ました。

先生方が寝静まったあとで 2・3年生が 1部屋K集ま t，気楽Kフランク

Kいろん念ととをお、し+べ bしたととも楽しい思い出です。

そんな中で，学年の壁を越えた(と思っているりは私だけかもしれないけれ

ど〉仲間的念関係を持てたととも 1つの収穫だと思います。

卒業ナる私たちのため忙追い出しコンパもしてもらいました。楽しいグーム

や，みん念の心のともったプレゼントや色紙もとても良い思い出です。けれど

3年生ばか bがいい思いをしているようで悪い気もします。できれば，とれか

らも同窓会風K会合をもてればよいのですが，無理でし zうか。

グループカウンセリングは参加するとと K意義があると思うのです。とれか

らも多くの後輩達Kその意義を味わってもらいたいと願っています。
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序章

グループ・カウンセ Uングの必要性

私たち金沢ニ水高校相談室のスタ，フ泊三はじめてグループ・カウシセ Y:/グに.!::~<んだのは，

1971年 12月のことであった。当時，私たちの学校には，学校嫌悪症の生徒が何人かいて，ホー

ム主任(ホームルーム担任〉をはじめとして，私たちはその指噂に困ってきていた。特に，相談室

のスタ，フは，それまでおとなってきた個人面接〈週に 1田の面接を継続していく〉の限界さえ感

じ始めていた。ある特定の教師〈カウシセラー〉が.相談室という場で面接している時には，ある

程度自由な気持で話しのできる生徒であっても，教室に戻ョて. 50名ちかい同輩の中に入ると.

依然として身動きのとれない状態になるといったような場面が.しばしば起った。

たしかに 1対1のカウンセ!I:/グ関係を経験して，勇気が湧き.立ち直りをみせる生徒も沢山

いる。あるいは，通院しなければならない程の神経由旬生徒にとっては 1対1のカウ γセ:9:/グ

面接を長期にわたヲておとなわねばならないとともある。しかし，教室というひとつの集団の中で

生ずるマイナス現象〈不安，緊張，無気力など)は 1対1のカウ γセリシグ経験によっての立ち

直りを期待するとともできるが，むしろ集団の中において，生徒自身坊主自己受容.自己理解.自

己への挑戦そして更に /1，他者に支えられながら自分は生きているg というよろとばしい体験に

よって.そのマイナス現象を克服していくことの方が.より自然な姿であり.より効果的であると

私たちは考えたのである。

高校生たちは 11自分を尊重してくれている，と感じる場があたえられるならtえ私たちの経験

によると.かならずといっていいほど，相互作用，相互援助によって，自己理解.他者理解へと向ってい

〈ょうであった。これが.グループ・カウンセリングを数回実施してみて得た私の感想であり，そのこ

とがグループ・カウシセ Pングの特色であり，また利点だと考えられる。もっとも.事4たち相談室

の教師こそ，この'安全な場16 (生徒ひとりひとりが「自分は尊重されている」と感じることので

きる場〉をつくる責任者であり，それは大変骨の折れる仕事であった。はじめて，グループ・カウ

シセ 9:/グを行なった 1971年においては，私たちはグループ・カウンセ 9:/グの内容や方法につ

いてほとんど何も知らなかったけれど.その後 3年間にわたって年に 1回-2回.学校行事として

実施してきたととによって，今では，グループ・カウシセ 9:/グにおける教師の役割の中で，い〈

っか留意すべき基本線が明確になってきたように思っている。との過去4回行なってきたグループ・

カウンセ Pγグの記録(1回毎に.部分逐語証撮をとり，教師たちの反省材料とし，その反省項目

をノートした〉の中から.反省事項 14項目をとりあげて，今回のグループ・カウンセ 9シグ参加

教師9名は. グ安全な易づくりの話し合いを.何回か重ねた。(参照第 1章準備〉
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今回のグループ・カウンセ Mングの目標

ととろで，私たちが，今回のグループ・ヵゥ νセリングの目標としたのは 11グループ・メ Yパ

ーの相互作用による自己理解と他者理偽であり，また.参加をよびかけたいと考えた対象の生徒

は，

'仲間からとり残されている生袋詰

'情緒不安定な生偽

'勉強意欲のない生徒，

たちであった。

1971年の第1回グループ・カウシセ!I:.tグの目標は 11同じ悩みをもっ者同志の相互理解，に

おいた。というのは.当時.登校拒否の生徒が各学年に 1名ないし2名はいたし.学校生活の中で

一戸も発しない生徒もいたし，極度にとの学校を撮って〈高校進学の際の選択問題〉いた生徒もい

て.とにかく'学校生活を負担に感じている，という共通の悩みをもっ生徒たち沿えそういう悩み

をもョているのは自分ひとりではないの.だというととを知る場を.まずつ〈りたいというの坊主私

たちの目標であった。

その後，年に 1回-2回.学校行事としてグループ・カウンセ Pングを行なってきた現在主以前

にくらべて.長期欠席者は減少し.今年の場合.いわゆる畳校拒否の生徒は 1名もいな〈なった@

しかし.相談室を訪ねてくる生徒は.むしろ増加の傾向を示し，その生徒たちの多くは.学校とい

う集団の一員kして十分に活動できない生徒か.不適応状態がつづいているため.周囲(教師や級

友〉から軽聾されたり.嫌われている生徒か，あるいは.家庭環境が他の生徒たちにぐらべて.か

なり不幸であるため.重い気分で毎日を過している生徒か.成績不振のため自己嫌悪におちいって

いる生徒であり，やはり nひとりで悩む島には変りはない。そとで，私たちは 1年生全員に

学校生活についてのアンケート調査(別紙(1)，(2腸照〉を2回おとない，更に，校内カウシセ!I:/ 

グ委員会や生徒指導委員会を聞いて.生徒の実態をできるだけ詳しく知るととに努めた。そして，

今回のグループ・カウンセ!I:/グの目標を'グループ・メンバーの相互作用による自己理解と他者

理解，ということに決めたのである。

なお，今回のグループ・方ウシセ!I:/グの特色のひとつに，非行傾向の生徒の重量加をあげること

ができる。それは，相談室と生徒諜〈生徒指導部〉との話し合いの中で. r非行傾向の強い生徒は

かならずといってよいほど，情緒不安定であるから，試みに，一度グループ・カウ γセ!I:/グに参

加させてみてはどうかJという提案があった。相談室の私たちは.そのこと均三他の参加者にあた

えるかもしれない悪影響を考えると，とても気持が重かった。しかし，との新しい提案をうけて，

この際，こうした非行傾向をもっ生徒たちの気持に一言動ではなく一徹底して触れてみようと

いう心構えで，ひき昔けるととにした。

ところが.その生徒たちは.はじめは，グループ・カウシセ担シグの参加をしぶり，私たちはそ

の生徒たちと何回も話し合った結果，何とか参加させるところまでとぎつけたが.そのうちのひと
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りは 2泊3日のうち 1泊だけしか参加しないと雷いはった。しかし，その生徒も 1泊のつもり

で参加したにもかかわらず，グループが気に入ったらし<.全日程参加した。

グループ・カウンセジング実施内容

1.日時

2. 場所

3. 経費

4. 参加者

1974年 11月2日-4日(2泊3日〉

石川県辰ノロ町下徳山 金沢大学共同研修センター

4，000円 (宿泊費.食費，交通費，その他すべてを含む〉

生徒 31名， 教師 7名， 協力者 1名， スーパーパイザー 1名。

5. グループ・カウンセリングの実際〈実施方法)

(1) 3つのグループに分け，それぞれのグループで. 12時間(4セヲシ習 γ 〉にわたって，話

し合いをつみ重ねていくととで"自己理島と'他者理解，という目標を達成する。

(2) 参加者は.それぞれ.他者の指示に従って行動するのではなし自己の選択.判断によって

自由に行動することによって. 自己と他者の関係を自ら知る。そのため.教師は食事とセヲシ

冨シの時聞と場所だ貯を明示し，その他一切は，参加者の提案，実行にまかせる。また，教師

も参加者のひとりとして.自由に提案したり.行動したりする。

6. 参加した生徒(性格や傾向)

1 年 I2 年 I3 年|計

。一4
一u

白
ヨ
一

E
U
一
必
品
市'

A
 

o
-
3
一3

日
一
口
一
れ

件) (問題の種類〉 1年 2年 3年 小計 計

1. 学習意欲のない生徒
男 1 

地当
女

3 
な 2 

大り 2. 非行傾向のある生徒
男 2 

女
2 

き
u、 男 4 3 
間 3. 孤立傾向のある生徒

女
7 21 

題
を 男 2 
も 4. 情緒不安定な生徒

女
7 

'つ 1 1 3 

生 男
徒 5. 環境が不自然な生徒

女
2 

2 

男 2 
6. 昨年のグループ・カウンセリシグ経験生徒

女
4 

2 
1 0 

7. 問題はあるが学校生活が一応柑1てU、る生徒
男 3 2 

|現にいQ 女
6 

1 

計 1 4 1 4 3 3 1 31 
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※ 自己実現に向っている生徒一問題はかかえているけれど.とにかく歓ぴも哀しみも自

分のものとして， うけいれようと努めている生徒という意味であって.全く自由に

大らかに生きている生徒という意味ではない。

7. 参加教師

相談室のスタ〆フ 4名， 数学担当教師 1名， 英語担当教師 1名. 養護教諭 1名，

外部協力者 1名. スーパーパイザー 1名， 計 9名。

グループ・カウンセ Uングの効果測定

今回のグループ・カウンセロングが，その目標'自己理解，と'他者理解，を達成したか否かを

知るために，私たちは 2種類の方法を用いた。ひとつは，グループの前後に. SD法(Semantic 

Differential Metl凶〉をおとない，各自の「自分Jr人Jr父Jr母Jr男性Jr女性Jr先
生Jr友人」についての概念変化を調べた。もうひとつは，グループ終了後 5日目に.Questiα1sa-

ireをおこない，参加者各自がグループ・カウンセリシグについて評価をおとなったのこれらの結

果を整理検討したところ，かなりプラスの変化がみとめられたo

SD法では. r先生」をはじめとして.r人Jr友人Jr男性Jr女性Jr自分Jr父Jr母」

の順に，すべての概念がイメージ・アタプしたととが明らかになった。とれは /1自己受容， '他

者受島を示すものであり.との'受あとそ理解的態度そのものであり /1自己理解と他者理解ー

という目標を，ある程度達成できたものと.私たちは考えた。

グループが終って 5日後におこなったQuestionaireでは. I合宿に参加して，大変よかった」

という感想が圧倒的に多く その良かった点について，それぞれが自分の体験を具体的に述べてい

た。

SD法と Questionnaireの結呆から，今回の，グループ・カウンセロングを評価するならば，一

応，成功したと言える。しかし，このグループ・カウンセりングの 2泊 3日の聞に，プラスの経験

ばかりがあったわけでもないし，グループが終わった時点でも，何となくしっくりこない気持のま

まの参加者もいた筈である。今回の場合. SD法と Questi佃 naireの結果から，私たち教師の方に

「どうもマイナスのまま終わったようだ」と思われたのは， G子ひとりであった。このように.r必

ず，だれかがおちこぼれる」ということを，教師は知る必要がある。そして.そのおちこぼれた参

加者のフオロウ・アタプを大切にしなければならない。

フオロウ・アップ〈グループ後， 8ヶ月まで〉

参加生徒が 31名であったため，そのフオロウ・アタプは，たいへんな仕事であった。グループ
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で「素晴らしい経験をした」と思っている生徒は，クラスメートや後輩(下級生〉を連れて，相談

室を訪れ，話しとむ日がしばらく続いたし.G子のように，教師の方が気にかかる生徒を，よぴ出

して話し合ってみなければならなかったし，相談室は，翌年の 3月まで連日満員で. とうとう.r第

2相談室」として，応接室を臨時使用することにしなければならなかったほどであった。

今回のグループ・カウンセ Pングで.その言動が著しく変化したのは.E男， F男， H男.M男，

O男， Q男. S男， A子， E子.L子の 10名であヮた。 M男は数学担当のY先生と同じグループ

であったため.それまで勉強しなかった数学に興味を示し，授業中積極的になった。 A子は英語担

当の S先生と仲良くなり，もっとも苦手の英語恐怖から救われた。 L子は 3年生の模擬試験で， ト

ヲプ・クラスの成績をおさめた。 F男， H男， 0男， Q男， S男， E子は，ホーム主任や学科担任

から， rおだやかな表情になった」とか「明るくなった」と評価された。またE男は，自分自身で

も「なんだかおかしい。気がついてみたら机に向って，勉強なんかしているノ」と言うくらいの変

容ぶりで，生徒謀の先生もホーム主任の先生も，よろこんでくださった。

前述したように，今回のグループ・カウンセリングの特色のひとつとして，非行傾向のある生徒

の参加があげられるが，これは，まず成功だったと思われる。しかし，その生徒の立ち直りの原因

は，グループ・カウンセリングの効果だけではないと私たちは思っている。グループ・カウンセリ

ングに参加させるまでの，ホーム主任や生徒諜の先生方の暖かい指導があったととが，むしろ，大

切なのではないかと思っている。 10月に，相談室は生徒謀によびかけて， グ生徒指導のケース・

スタデ1# をおこなった。出席者は.相談室と生徒諜の他にホーム主任と養護教諭』それに助言者

として，金沢大学から多国治夫教授に来ていただいたo そとでは n生徒の取り扱い方，について

の討議よりも，むしろ'その生徒に対する自分の気持，を話し合った。そのため， グ生徒の上手な

取り扱い方法u を研究する場というよりも，教師同志の相互理解の場となり，相談室k生徒謀とホ

ーム主任の連けいプレイが容易になる基礎づくりをしたことになったのであるσ

グループ・カウンセリング終了後 6ヶ月くらいで， もう一度， SD法をおこなって， グループ

の評価をおこないたいと考えていたけれど，グループ後も，ほとんど参加者全員と顔を合せ.話し

合っている闘係の中で，いわゆるテストをおこなう気持には私たち教師の方がなれなくて，止めて

しまった。全く，グループ・カウンセりングの終了は，人間関係の始まりである。 4月をむかえて，

それぞれ学年があがり，クラス編成もあらたになった時，ある生徒は再び.環境(新しいホーム主

任，新しいクラスメート)に適応できず 1ヶ月近く欠席をつづけた。もちろん，相談室の私たち

は，ホーム主任や養護教諭と連けいで，動き始めたが，グループ・カウンセリングに参加した生徒

12名が， その生徒に電話をかけたり，手紙をかいたり，家まで訪ねたり，また，欠席中のノート

を.全科目，手分けをして書きとったり，その生徒が学校へ出てくるまで，ねばり強しみんなで励

ましつつ・けた。また，父親が重病になった生徒に対しても，みんなやさしく慰め.励まして，私た

ち教師以上のととをやってくれた。

とにかく，グループ・カウンセリング8ヶ月後(第 1学期終了時点)，参加者全員(卒業生も〉

は，金沢二水高校を n私の学協だと，胸をはって言えるのではないかと，私たちは思っている。
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1年前，つまり，グル『プ・カウンセ Pングに参加しない前の N，群からはなれて，ポツシとして

いた様克は消え失せてしまった感じがする。

ファッシジテイター〈グループ促進者〉

参加した生徒が 31名であったので. 3つのグループに分け，一一ひとつのグループに 2人のフ

アy シリテイターを配置するのが普通であるがー 今回は，ひとつのグループに 3人の教師が

はいった。それは.今回のグループを促進するというととは.それほど簡単なととではないと思わ

れたからである。参加者にとっての'安全な場，づくりは，なかなかむずかしい仕事である。 グ落

ちこぼれ参加者，があっても大変である。最も敏感な.傷つきやすい性格や傾向をもっ参加者たち

である。私たち相談室のスタヲフは，多国治夫教授の御助言に従ョて，海野保男氏(児童相談所で

長期間，ケースをもっておられた〉の御協力もお願いすることにした。

学校の中で一番年令の若い村田先生，数学担当の西谷先生，養護教諭の中谷先生，それに，浦田，

山口，横川，北島という相談室のスタッフ L 海野氏と多国治夫教授，計9名というこれまでにな

い陣容であった。そして，今回のこの試み(ひとつのグループにフアヲシリテイター 3名)は.次

の5つの点で.かなりの成果があったように思われる。

(1) 生徒は，もっとも苦手とする教科(数学と英語〉の西谷，村田両先生と成績ぬきで話し合え

た。そのため，学校に戻ってからも，質問したり，相談したりできる関係がもてるようになっ

た。

(2) 参加した教師同志の相互理解が深まり，その後の生徒指導において，連けいプレイがしやす

くなった。

(3) はじめて.グループ・カウンセJ}:/グに参加された先生方が，カウンセリングの実際を体験

され，その効果を認めてくださることになった。そして.他の先生方に，カウンセリングの重

要性をPRしてくださった。

仏) 教師間で，カウンセリングに関する文献などをよんでみたいとか，個人商接について知りた

いという研究熱が出てきた。

(5) 相談室のスタタフ.協力教師，外部者(心理学者)という立場の異った 3者のフアヲシリテ

イター・ティームは，グループを，ダイナミタグな動きにした。

参加者の感想〈グループ@カウンセジングから 1年たって……〉

グループ経験直後は. r素晴らしかった」と思っていたのに 1年たったら「あれ? 何だった

?Jという，いわゆるパイパイ・エフェクト(一時的効果〉ということもあるだろうと考え，感想

文を奮いてもらったのが，との小冊子の巻頭に載せた文である。各グループ.ひとりずつに依額し

て書いてもらったが.ひとりは卒業生，ひとりは 3年生の男子，ひとりは 3年生の女子のものであ

る。これらの文によれば，この 3人の気持の中には.未だに 1年前のグループ経験の余韻が残って

いるように，思われる。
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第 音E

グループ・カウンセリングの実際

第 1章 計画・準備

|グループ@カウンセリングの準備

計画1 4月 O校内課長会議。 学校行事として， グループ・カウンセ Pングを11月2

日-4日(2泊3日〉承認。

5月 10校内カウンセリング委員会。 1学期の聞に 11群からはなれている生偽

と接近してお〈ととを，お互い努力目標とする。

準 備110月 1日I01年生を対象にアンケート実施。 1年生が最近思うこと，考えること，

悩むことを知る。参照別紙(1)

10月8日10多国治夫教授を通して，会場使用願い提出。

10月11日101年生を対象にアンケート実施。(アンケート (1)を基盤に作成〉 参照

別紙(2)

10月14日10アンケート(2)の中で「話し合い合宿に参加してみたい」と書いた生徒に

参加よびかけのプリシト配布。参照別紙(3)

10月17日10参加希望者に申込用紙配布。参照 別紙(4)

10月18日10参加希望者にアンゲ}ト実施。参照 別紙(5)

10月中旬 10相談室係以外の教師参加依頼。

O マイクロバス交渉。

O参加希望生徒の個人面接。

。参加依頼生徒(教師の方から参加をすすめる生徒)の個人面接。

10月25臼|つ第 1回フ"7'7シりテイター・カンファランス(役割分担〉。

10月28日1 0会場下見。

10月29日10第 2回フ 7 ツシリテイター・カンフ 7ランス〈教師の条件について)。

10月31日10第 3回フ 7 タシリテイター・カシブ 7ランス(グループ分け〉。

O参加決定者へ，アンケート結果報告。参照 別紙(6)

実 施111月2日10参加生徒 31名。 参加教師 7名。 参加協力者 2名。

10石川県辰ノ口町下徳山 金沢大学共同研修センター。

11月4日
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グループ 11月8日 O参加者全員にQuestiormaire実施。参照別紙(7)

の後 12月9臼 O第 4回フ 7タシリテイター・カンファランス (SD資料と Questi冊一

naireを中心に)。

12月21日 OグループCを中心に remicn(再会合〉

1月2日 O参加生徒全員による新年会U

2月9日 03年生の送別会。

3月中 Oフォロウ・ア y プ面接。

グループ・カウンセ μング実施フ.ログラム

O 目 的

O 日 時

O場 所

。参加者

相互作用による自己理解と他者理解。

1974年 11月2日-4日(2泊3日〉

石川県辰ノ口町下徳山 金沢大学共同研修センター

生徒 31名。教師 7名。協力者 1名。スーパーパイザー 1名。

ト ¥1 11月2日(土〉 11月 3日(日〉 11月 4日(月)

7:00 起床 起床

8:00 朝食 朝食

9:00 第 2セヲション(3時間〉 第 4セグション(3時間〉

(グループ別話し合い〉 〈グループ別話し合い〉

12: 00 昼食 昼食

13:00 金沢二水高校出発 場全体集会(2) 事全体集会(的

14: 00 会場到着

事全体集会(1) 会場出発(14:30)

17:00 金沢二水高校到着

18:00 夕食 夕食 05: 30) 

19:00 第 1セタション(3時間) 第3セヲショ γ(3時間〉

(グループ別話し合い) (グループ別話し合い〉

22:00 

23:00 就寝 就寝
』

$全体集会(1) Oオリエンテーシ曾シ(金沢大学共同研修セ γタ一事務長より〉

O グループ・カウンセリシグの目標について説明および確認。

oSD法実施(グループ前の概念調査)

。全体交流(]Jーダーレス・グループ.教師は参加しない〉の時問。
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-全体集会。 o食堂に集合して.肱ゲーム，ダンス。

・全体集会(3) 0講義室に集合して. SD法実施(グループ後の概念変化調査〉

O合唱

。写真撮影

く計 画〉

1 グJレープ・カウンセリングを学樹す事としてお乙なうための手続き

(1) 校内課長会議〈学校長.教頭.事務長，各課長)にばかり，賛同を得る(4月中旬)

(2) 職員会議にはかり.全職員の賛同を得る (4月下旬〉

(3) 会議にはかった内容は

O グループ・カウシセリングを学校行事として.11月2日-4E(2泊3日)でおとなう o

O 生徒募集人員は，約 20名とする。

O 金沢大学多国治夫教授に，スーパーパイザーとして参加を依頼する。

乙 グループ・カウンセリングの計画実施の責任者は，相談室の浦凪山口，北島，横川の 4

名であるo

2 校内カウンセリング委員会(8日例会》て話し合った内容

(1) グループ・カウンセリングへの参加をよびかけたい生徒は

O 仲間からとり残されているようにみえる生徒

O 無気力で学習意欲がないようにみえる生徒

O 情緒不安定な生徒など

特に. 1年生に参加してもらいたい。

(2) 今回のグループ・カウンセリングの目標設定は

o 1年生全体の傾向を知るためのアンケート調査と 1年生各個人の具体的な問題を知るため

のアンケート調査をした上で，決めたいが，

。現時点では，登校拒否の生徒もノイローゼ傾向の生徒も減少してきているので，特定の目標

は，不要ではないだろうか。

O 今回の場合 H深い落ちこみ，をしないためのグループ・カウンセリングということで 11グ

ループ・メンパーの相互作用による自己理解と他者理解，という目標ではどうだろうか。

(3) 1学期中，相談室係およびカウンセ Pング委員は，ベランダを歩いて， ρ群からはなれている

生徒fI と接触するように努力しよう。

i桂内向ソセリシグ委員会|とは，相談室係 4名，各学年から1舎内養護教諭 1名，計 8勧教師で

構成してL、る委員会で，毎月1周，集まつも気になってL、る主徒に叫、て諾し合ったり，ケ『ス・スタディを

おこなったりする。

-14-



く準 備〉

1 生徒のneed(必要と感じているもの》を知るために

(1) 校内カウンセリング委員会(9月例会〉における情報利用

位) 相談室・生徒諜有志共同研究会(10月例会〉における情報利用

(3) 1年生を対象にしたアンケート調査からのデーター

第1回 10月1日 実施 (生徒全体の問題傾向を知るためのアンケート〉 参照別紙(1)

第2回 10月11日 実施 (生徒個人の問題を知るためと，グループ・カウンセロングに参

加する気持の有無をたずねるアンケート〉 参照別紙(2)

|相談室・生徒課有志共同研究会!とは，公的な研究会ではなく，全く私的なものでf生徒指導

で悩む教師の研究会pもあり， 1年に4回集まっ~自分の生徒指導の限界を話1..，おB、援助し合う。

2 グループ@カウンセ9ング参加生徒募集

(1) 上述の情報を資料にして， グ参加のよぴかけ，と'参加の意恥を書いたプり γ トをつくり，

1年生に配布。 参照別紙(3)

(2) プリント配布の際， グループ・カウンセりング参加経験者(上級生〉に協力を頼み 1年生の

教室で，グループ参加の感想を話してもらう。

(司教師側(校内カウンセり γグ委員会や共同研究会，あるいはホーム主任，相談室係な1:)が，

特に参加をよびかけたい生徒には，個別カウンセリングを経た後に，グループ参加にさそう。そ

の際，その生徒が「先生からマークされた」というふうに， うけとらないように配慮する。

3 協力ファッシリテイタ-(グループを促進する教師》依頼

10月中旬の段階で.生徒の参加希望数が 36になったので，フ 7 -;1シリテイターを増やさねば

ならなくなった。グループは，フ 7 -;1シリテイターをふくめて 12名以下でなければ，相互作用が

不十分で，自己理解と他者理解という B擦を達成することが，かなりむずかしくなる。しかも. 2 

泊3日という短い期間でもあり，また 教室の中でほとんど発言しない生徒たちであるから，ひと

つのグループに生徒が 10名以上いたのでは，人のかげにかくれて自己を語る機会が極端に少なく

なる。そこで. 36人を 4つのグループに分けて 9名ずつにし，それぞれのグループに 2名ず

つの教師(グループ促進者〉がはいるととを考えた。しかし. 4月当初の計画では，相談室係4名

と多国治夫教授の 5名しか，学校当局の承認を得ていないので，急拠，ファッシリテイター場員を

校長に申し出て. 3名の教師を承認してもらった。校内カウンセリング委員である養義教諭，生徒

がもョとも苦手とする教科である数学担当教師，全職員の中で最も若い英語担当教師の 3名である。
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ファッシリテイター・カンファランス《惨加教師の打ち合せ会》

(1) 第 1回 (10月25日〉

C 参加予定生徒について

特に，教師側が参加してもらいたいを考えている生徒のなかに.参加をしぶる生徒がいるの

で，その生徒べのアプローチについて話し合う。また.生徒謀の先生方が指導にあたっておられ

る非行傾向のある生徒に，参加の誘いをするか否かについて話し合う。結論として.参加をし

ぶる生徒に対しては，参加を希望する教師が，自分の気持'なぜ，君に参加してもらいたいの

その生徒のグループ参加への不安を，よく理解するよラに努めること。

グループ・カウ γセリング実施の当日まで，その生徒との接触をつづけること。生徒課から依

託された生徒に対しては，参加教師が協力して.その生徒がプラスの経験をするように.また

グループ・カウシセリング後のフオロウ・アヲプを十分にやるととを確認し合った後.参加を

すすめることに決定した。

4 

か，をよく話すことと.

役割分担について

精神科医に協力依頼

グループ・カウシセリシグ・プログラム作成

参加者の健康管理

全体集会で歌うための歌集作成.

会計

グループの前後に使用するテストの準備

1年生に対しておこなったアンケート調査報告

O 参加希望者に対しておとなった常望調査，報告

的 グループは 1年 2年. 3年の男女混合がよい。

仔) 自由時間を十分に。

汐) 全体集会をもちたい。

村 歌をうたったり，ゲームをしてあそびたい。

伺 グループでは，恋愛について話したい。

f;b) グループでは，テーマを決めないで.その時思うことを自由に話したい。

多国

浦田

中谷

村田，横川

山口

多国.北島

別紙(5)参照

O 

向

的

例

制

門

伺

例

O 

(司第 2回 (10月29日》

グ教師が心すること，について

フ7 夕、ンリテイター(グループ促進者)として.グループを前にして，心準備するととは何

かについて話し合う。主として.金沢二水高校で過去 4回グループ・カウンセロングをおとな

グてきたが，その検討および反省の中から.次の 14項目を'教師が心するとと，としてとり

あげて話し合う。

O 

教師は，参加者ひとりひとりに積極的関心をもち，肯定的感情て発雷できるように努める。

(例)もし，自分の内側で何の感情も湧いてこない場合は.そのような自分を，その場でなんと

がする必要がある。何の感情も湧Uてこない自分自身の状態に気づくと，次の瞬間には. 自然に
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参加者への関心をもち始めるととが多いが，自分自身の内側ばかりをのぞとうとすると，益々，

参加者との距離がひらき.関心がもてなくなる。

げ) 教師は，自己一教の状態《自由て自然な状態》て，グループにのぞみ，自分らしく言動する。

また，参加者ひとりひとりに自然に湧きおとってくる感情に対してできるかぎり反応できるよう

に，自分自身を自由にやわらか〈する必要がある。参加者の感情に対する自分の反応を，卒直に

表現するとともに，参加者が言葉で表現しきれない感情弘教師は明確な言葉でかえすことも必

要である。

例教師は，生徒が否定的自己《例:織な自分》を受容し，それと立ち向うことができるように，

援助する。

科 教師は，自分を感じながら発言するように努める。(例)いわゆるお説教がしたくて話しつづ

けているのかどうか。〈例〉どの生徒に何が伝えたくて話しているのか。

俳) 教師は， グ教師側の自協を設定し，それを生徒におしつけないで，生徒が自ら表明した問題

をー輔に芳えてみる。(例 )H;教師側の目標，とはグ生徒に学習意欲をもたす，とか'生徒に基

本的生活習慣を身につけさせるd というようなものの

制 教師Iま，グループの中て，教師同志の相互理解もおこなうように努力する。

制 教師は，教師同志，共通の目標《参加者への援助》を織かめながら，それぞれユニークな動き

をする.

(11) 教師は，参加者がいわゆる秘密《例:家庭内の不和》を語り出しそうになった場合，そのグル

ープが十分に封Lをうけとめられる状朗こあるかどうかを，判断し，その発言者に対Lて. rど

うしても，今，との場で，そのことが話したいか」をたずねる程の配躍をする。

制 参加者のなかてグルーフ.からとび出す者(例:黙って室から出ていく〉が出た場合，必ずひと

りの教師がその参加者をフオロウし，個別カウンセリング関係をもっo

炉) グループが硬直状態もしくは，あまりにも感情的になった場合は.教師の方から.適当に休憩

の提案などをする。

例参加者全員，ひとりも落ちこぼれ(教師から無視あるいは理解されない〕のないように，教師

同志は H.複数也， (フ 7 タシリテイターが，ひとつのグループに 2名以上いるということは，

いろいろな角度から参加者を理解できるという利点がある〉を，十分にいかすように努める。

ω 休憩時間に，教師は全員集まって，そのセッションを検討したり，教師同志の相互援幼をおこ

なう。(例 「あの生徒の気持がわからない」とか「私は自分の思うことが言えない」とか，教

師同志で話し合う〉

村 教師は，グループ・カウンセリングの中で話された内容を.グループ解散後.決して他言しな

い。

伺 教師は，グループ・カウンセリング後，参加者のフオロウ・ア7プを大切にする。

以上の項目をひとつずっとりあげ，話し合った。また参考文献としては，次の 2冊をあげ，各自

が必要に応じて読むととにした。
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グ

Jレ

プ

A 

カール・ロジキーズ著〈畠瀬稔・直子訳) r且 Yカウンター・グループ」

〈ダイヤモンド社 昭和48年〉

M ・オールセシ著〈伊東博.中野良顕訳) rグループ・カウ Yセ!I:.Iグ」

〈誠信書房 昭和41年〉

但)第 3固(10月31日》

O 生徒のグループ分けについて

参加予定の生徒は， 36名であったが.家族に不幸があったり.謀外活動〈部活動〉のため.

不参加を申し出た者が5名あり.最終的には，参加者は 31名になったので，最初の計画 (4

つのグループに分ける)を変更して， 3つのグループに分けることにした。

グループの分け方は. 10月18日におとな q た参加希望者に対するアシケート調査G参照

別紙i(5)，(6))の結果を参考にして.男女混合.学年も 1年， 2年. 3年とまじったグループに

するととにした。

閣ぞ 男 女 計 議ぞ 男 女 計 述型 男 女 計
グ グ

1 年 3人 2人 5人
11〆 1 年 3人 1人 4人

Jレ 1 年 4人 1人 5人

2 年 3人 1人 4人 2 年 3人 2人 5人 2 年 3人 2人 5人

3 年 1人 1人 プ
8 年 1人 1人

プ
3 年 1人 1人

B C 
計 6人 4人 10人 計 6人 4人 10人 計 7人 4人 11人

O 教師のグループ分けについて

参加予定教師9名は.全員参加するととにしたので.ひとつのグループに 3人ずつはいると

とになった。 3人の組み合せば.とれまでグループ・カウシセ 9:.1グに参加したことのある教

師.あるいは，エシカウンター・グループやカウシセ 9:.1グ・ワーグシ 11"プに参加したとと

のある教師と.一度もこのようなグループに参加したことのない教師とが.どのグループにも

均等になるように考えた。また.教師の年令.性別.担当教科などのバラシスも考慮にいれた。
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第 2章 実 施

1 目 的 栢互作用による自己理解と他者理解

2 日時

3 場所

4 参加者

1974年 11月2日-4日(2泊3日)

石川県辰ノ口町下徳山 金沢大学共同研修センター

石川県立金沢二水高校生徒 31名。 同校教諭 7名。 協力者 1名。

スーパーバイザー 1名。

5 実施内容

(1) 全体集会

O 全体集会 (12( 1Y2ω 14:00-18:00) 

t乃ォ 9""-:/テーシ B ン

金沢大学共同研修センタ一事務長から，本センターの使用上の注意.設備の利用方法などの説

明。

(1) グループ・カウシセ Pングの目標について

R先生から，この話し合い合宿の目標の説明，特にクラブや部の合宿との相異についての説明。ま

た， グ各自がこの合宿において達成したいと思う目標に向って，動いてほし1r'u という，相談室

教師の顕いを説明。

(坊 50法実施(5emanticOif財団tialMetl凶)

z先生から， 50法というテストを用いる目的(合宿のあたえる影響を知る。合宿の意味をと

らえる〉の説明。特に，このテストは"良いd g悪い，をみるためのものではなし合宿参加

による変化の有無をみるためのものであることを強調。 z先生から. 50法記入方法の説明。

参加者全員(生徒，教師〉が50法記入。

判 フアタシリテイター自己紹介

フ7~シリテイターは，ひとりひとり自己紹介。

制全体交流の時間(Non-Oir民 tedGr<岬〉

夕食までの時間.約2時間は. りーダーレス・グループ(教師は参加しない〉。生徒 31名は.

ほとんど，お互い初対面なので，腕につけている名札によって.名前だけはわかるが，その他は

知らない状態で，だれからも指示をうけないセタシ冒ン。

教師は.この 2時間を利用して，食物の配分(果物，菓子，コーヒーなど持ちとみ)をすませ

た後，グループ分けを再検討。

O 全体集会 (2)(%(同 14:00-17:00) 

天気が良かったので，外に散歩に出かけようという提案もあったbえあまり賛成者がなく，結局，

食堂をかりて室内ウL ムをやることになった。食堂のテープルをかたづけて，椅子を円形にならベた。
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切 S先生は， V先生ど共同で作成した歌集を配った後，参加者のリクエストに応じる方法で.次

々と合唱をみちぴき.参加者全員が.元気よく.大きい戸で歌った。

げ) v先生は， r何かゲームをやりませんか」とみんなによびかけた。数名の生徒が「スキヤキグ」

と叫んだので， X先生が「スキヤキ? それなに?Jとたずねた。そこで，数名の生錠は，かわ

るがわるグスキヤキ・ゲームsの説明をした。とのゲームは一種の'椅子とりゲーム，で，参加

者はそれぞれ'スキヤキグの材料である 肉，ねぎ.とんにゃく，豆腐になり.鬼が， r:ねま/J

と叫ぶと， グねぎ、11 の人は自分の席から立ち上って，他の腐をみつけて坐らねばならないが，椅

子は必ずひとつ足りないようにしてあるから.腐をみつけることのできない人が出てくる。そし

て席をみつけることのできない人は.鬼になるのである。 Nスキヤキ，がいろいろ変形して，rズ
ボンをはいている人/Jとか「今朝，顔を洗わなかった人ノ」とか「自分を美人だと思'っている

人ノ」とか，なにがとび出すかわからないので，たのしい緊張感があ-.J)たし，身体を敏捷に動か

さねばならないし，身体をぶつけ合うので，思わず我を忘れ，とだわりがとれ，お互い顔を見合

せて.よく笑った。この'スキヤキ・ゲーム，を 40分程つづけた。

例 グ発電所・ゲームd というのが，次に提案された。このゲームは，鬼を除く全参加者が腕をう

しろにまわし，隣りの人と手をつなぎ， 7人にひとりの割合で"発電所4 をおく o F発電所，

になった人は， グ電流4 の方向を変えることができるが，その際「ピー」という信号を出す。

グ電流eは，隣りの人の手を握って送る。左手を握られた人は右手で，隣の人の手を蜜り，左か

ら右へとグ電話レを送るのである。しかし'発電九の人だけは，その'電流H を逆方向に送る

ことができる。鬼は M発電九の「ピー」という合図を手がかりに，だれのととろに電流がいっ

ているかをあてなければならない。このゲームは.手と手の接触があり.体温のある電流が，お

互いを暖かく流れ動くので.親密感を増したようであった。

(cr.) w先生が，ダンス曲のテープをかけ，ク Pエイティプ・ダンス(自由に身体を動かす)を始め

た。しかし，男子生徒は次々と脱落し，最後には 1年生の男子数名と女子ばかりになった。

しかし， K子などは. r生れてはじめて，はずかしさをのりこえて踊れて，とてもうれしかった」

と話した程，このダンスを楽しんだ参加者もいた。教師側は，このダンスに闘しては，自分たち

の創造力の乏しさ主準備不足を痛感し，次回のグループ・カウンセリングの反省材料にしようと

思った。

O 全生童全 (31(1h倒 13:00ー 14:00)

肘 参加者全員は，グループの前におとなったのと全〈同ーのSD法〈同じ項目，同じ段階〉を記

入。つまり，グループ前とグループ後に，同ーのSD法を記入。

Ef) R先生から，次のことについて注意

$ との 2泊3日の'話し合い合偽で話し合われた内容や出来事を，いわゆるゴシタプとして

話題にしないように。みんな.それぞれのグループの人身と信額闘係をもったからとそ，なに

か自分の内面を語ったのだろうと思う。それ治らこの合宿に参加しなかった人々の聞に.語り
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伝えられることは，不愉快なことであるから，お互い，気をつけるように0

. ベタド・ルームや廊下など.整理整頓するように。

例 歌集の中から，いくつかの歌を， s先生がえらぴ，静かに合唱。みんなの声が，美しいハーモ

ニーを創り出し， グループのフィナーレにふさわしかった。

帥最後に，みんな立ち上り，肩を組み，身体を左右に動かしながら".若者たちの歌，をうたっ

た。

制 参加者全員の写真と各グループの写真をうつした。

(司グループ別話し合い

3つのグループに分かれ 3時間(1セッショシ〉の話し合いを 4回重ねた。つまり，グループ

別の話し合いは，計 12時間おとなった。

グループA，グループB，グル}プCの各グループの話し合いのプロセスの観要を，第1セッシ

ョγから第4セッシ冨ンまで，記述してみたのが次のものである。

グループ A

参加者 A男 B男 C男 D男 E男 F男

A子 B子 C子 D子

R先生 s先生 T先生

第1セヲション (1ν2的 19 : 00-22 : 00) 

計 13名

数分間雑談があったあと， R先生がセヲショシの時聞を皆に確認したととろから始まる。 A男の

議題を求める声に応じて， D男が「自己紹介をしては」と提案し， E男より座席の願に自己紹介を

する。その中で， F男は， C男と同じ中学出身で，二水高校には合わせて数名しか来ていないし，

2年では自分一人だけであるととを語り， D男は同学年もグループに参加したが.今回も何かやり

たいと思って......J D子は r何か充実した日が送れたら H ・，..J A男は， rなんとな〈過ごし

ている高校生活・…・・」などを話し.名前だけのB子.A子もいた。自己紹介の最後にE男は， r引

叶まられて来た自分であるが，何かいい思い出ができたら H ・，..J~，つけ加えた。皆が.一言ずつ

でも言葉を出したととで少し安心できた様子が見られた。

A男， D男， E男， C子， D子ちから， r何かテーマがあったら話しやすいのでは」と出たが.

それらしいテーマを見つけるでもなく.しばらくの間.それぞれが何か手さぐりしている様であっ

た。 E男は， rs先生を試験の時にはじめて知った」と， s先生に語りかけ.試験問題が.自分に

とってむつかしかったことについて話す。とれを機に， s先生の英語のテストをしてみての感想や.
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T先生の英語コンプレ皿クス， C子は化学がよくわからないなど.学習についての話がなされ.そ

の中でE男は.何んでもよくできる母親だが.英語だけはできない。そんな母に接し.何か今まで

と違って親が感じられると語り， r菅はどうか」と声をかけるが，応じる人がいなかった。 A男か

らE男へ， 2年での文科，理科系の違いについて質問があったり.男性対女性の話題や， E男の浪

人経験など，多くの話題が語られる。 E男は.最近の自分のまわりでの多くの死についてふれ.自

分は死ぬまでに何かやってみたい，自分の夢を達成してとそ安心して死ねる.そんな考えを述べた。

このような話がなされている間 .C男だけは.あまり聞いておらず.そのととを何人かが気にして

いて.セタシ，ンなかばで.C男に「こんな話はおもしろい?Jと尋ねたところ， rばからしい。

中学ですんでしまった……まじめな話はできない，した〈ない.ふざけるのは好きなのだが……」

としらけた表情で語る。 D子， D男， E男は， C男に.それだけでなくもっと話して欲しいと声を

かけるが .C男の気持には入ってゆかなかったようで.それっきりになってしまう。

E男は.さらに話題を提供し.二水での浪人生の心情や，大人と高校生の立場の違い.教師の生

徒理解，親友論な1::，話題が転転とする。その後半に， A子がE男に. f親友が本当にいるのか…

自分は一生，親友ができそうになく.うらやましい」と言う。との中で，話は一般論になりがちで

あ qたが， E男は， A子自身の悩みを聞いて， r自分には親友に近いものがいる…・づと.ぽつり

と話す。 E男は.なんとか楽しい雰囲気を作りたいと思って話題提供をし.そのととで皆が少しず

つ打ちとけるようにな qてきた。一世論が多い中で.それぞれの発言の中に，自分が少しずつ顔を

出してきた。

第2セヲション (11/3 (日) 9:00-12:00) 

昨日とは異なる場所に，それぞれ席を占め，昨夜のセッション後のことを中心に，あちこちで雑

談が続く。そのうち部屋が寒いというので，毛布を持ちとみ.数人ずつがいっしょになって，ひざ

にかける。約 20分程たち， r何について話そうか……」という声が数人から出る。 R先生は「皆

の気持が聞きたい……本当に話したいととを話す。そんなふうでいいのでは……J S先生は rl

年生を中心に，話を聞きたい」と語る。 E男は， 1年生に. 同下夜どんな話をしていたのか」と尋

ね， A男， B男がそれに応えるが，何か話がとぎれがちであり， E男は自分の友人の話を始めたり.

話題がいくつか出るが，皆の関心が何かない。 r今日.先生.話すことないね……」と言い，それ

でも沈黙を嫌ってか.無理をして語る oその後， D男は，文化祭で自分が中心になって企画したあ

る計画が.結果的に実施できなかった過程を語り.先生の生徒に対する理解的姿勢の不足L 生徒

同志も困難に直面するともろくもくずれさっていった.その孤独感を語る。しばらくは文化祭の話

になり， r.二水高校の男性Jr二水高校の女性Jの話題には 1年生も参加してゆけたが，一般論に

流れがちであり， R先生は， rとの中で.実際に何かわからない人について聞いてみたら H ・H ・たと

えばF男君は，どんなふうに皆に感じられるか……」と問いかけ.R先生の感じるF男を語り， A

子， E男などからも， F男イメージが語られる。 F男自身も， r誰ともあまり話さない。自分から

-22 -



何か働きかけないみたい H ・H ・」自分を語った。そんなF男の話を聞いて， 0子， E男， C子は，一

人でおれない自分，しかし皆といて本当に自由に皆といる感じも持てない自分を話した。 R先生は

F男iこ話を戻し， F男は「入学してからずっと一人だけでH ・H ・」と静かに話し.わずかな時間では

あるが，皆がすうっと F男に吸いこまれたような沈黙があった。 D男も自分の孤独について語り，

E男は人と接する仕事をしたいと話す。 E男のアルバイト経験に重ねて， B男が，土方をして働ら

き.つらかったこと.初めてお金の価値を知り.それにもまして人聞を知り大人を知ったこと，見

かけと違う人聞のよさに触れたととを語る。 D子も，自分の進路の迷いの中で，働らいてみたい気

もしているととを話し， 0男は働らいている人に接して自分の浮わついた考えに気付き，親に対す

る気持が変ってきたようだと話す。親のことに話が移ョたとき .C子がぽつりと「母親はおろかな

方がいい…・・・」ともらし， B男， A男， C男， B子も.自分と親との結ぴっきについて話す。

何か沈黙をきらって話していたE男も含めて，皆が，静かに，自分やまわりの人をみつめ，触れ

あっているような感じが.少し芽ばえてきたようなセッショ γであった。

第3セ7ション (11/3 (日) 19: 00-22 : 00) 

畳の部屋に変って.皆ゆっくりくつろいだ姿でセ y シgYが始まあ。入浴していた数人が， 0男

を最後に，少しおくれて入ってくる。ことでR先生が.セタシ gγ終了時刻を確認する。 D男は.

風呂の中でのんびりするのが好きだと話し，静かな沈黙が，時々おとずれる。 E男は.とのセヲシ

ョンを'恥の上塗りコーナ_ NIこしようと皆に提案する。それに応えてT先生が，自分の高校時代

をふり返り，部活動や学習を通じての親や教師の自分とのつながりや.生きがいについて触れ，皆

に. r:生きたい道があるのなら，屈曲しないでまっすぐに行ってほしいと願っていあ」と語る。そ

の言葉は皆の中に.静かに， T先生の姿として入ってゆく。しばらくの沈黙の後， R先生は「ある

時期で自分の抜けたと思うことは.一生ついてまわるものなのだろうか H ・H ・」と T先生に話しかけ，

しばらく T先生とR先生のやりとりがある。この話にのせて， E男は，失敗したくない自分だが，

失敗してでもやってみたいことがあると語!J， 1年生に， r二水高校に入学した当時どんなことを

考えたのか」と尋ねる。 B子， A男， 0男が，それぞれ応えるが， R先生はE男にrI年生に何か

言 vてあげたい事があるのでは H ・H ・」と返す。 E男は， r 1年生を見ていて，何かポケーっと 3年

間を過ごしてしまいそうに思える」と話す。 B男は， r何か高校で有意義なことをしたい」と話す

が， E男は， r自分が学校で打ち込めるものが文化祭以外に何もなu、」ととを話して， A子， B男に

声をかける。応えたB男の話しから，授業の事が話題となり.とれまでほとんど話さなかったF男

が，楽しげに語る。また， A子は. fi中学のはじめに.英語ですごくいやな経験をもってからずっ

と英語が嫌いになり，今は何んとかしたいと思っているが……」と悩みを話す。そんなA子を， E

男.C子， B子.A男， 0男， s先生， R先生など多〈の人が.はげます。

セ"-;'-11γ終了 25分前. R先生は. r言えないで残っているとと.言いたい事があったら…・づ

と皆に呼びかけ .C男に声をかける。 C男は「むなしい，自分が不まじめで，皆がしっかりしてい
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て，自分だけぐらぐらしている。皆が大人っぽく見え，自分がこわい」など話し，そんなC男に，

E男.D男が. rもっとよく話してほしい」と声をかける。 A子は rC男のむなしさをほりさげた

ら.ますますC男はむなしくなってしまう」とC男をかばう。 C男は，中学の先生から言われた事

で，相手の出方.言う事を計算してからものを言うということを守ってきた自分を話す。 E男は，

「との場ではそれが必要でないのでは」とC男に話すが.C男は皆から注目された感じを持叫たよ

うで.ひっこみがちになり，何かくい違いが残されたままに終ってしまった。

とのセタシ ..Yを通じて，グループの中にいる人に，直接つながってゆく動き，援助的な動きが

少しずつみえてきた。あまり動きのなかったB子に対しては， s先生がよく後押しをして，話の中

に入っていることを皆に知らせていた。

第4セyション (11/4 (月) 9:00-12:00) 

D子が，どんぐりを拾いに行っていて少し遅れて入ってくる。沈黙がちで，雑談もとぎれがちで

ある。 R先生は， rこれまでのセクタヨンを振り返って， E男がよく自分の事を話してくれて，と

てもうれし<.以前より E男のことがよりよくわかってきたように思う」と語り， s先生もE男イ

メージの変化を語る。 R先生は， r今までのセタシ習シを通じて.よくわからない人.不鮮明な人

に語りかけてみてほしい」と皆に促す。 E男は， rc男と B子が自分にとってよくわからないが，

A子は裏表のない人に感じられそんな人の方がいい」と， A子に語る。 A子は.学校では逆のとと

を言われた経験があると話す。 S先生， R先生も， A子に， A子について自分の感じているところ

を話す。また， A子はE男へ， r~学校での姿とずいぶんちがってすごく考え深い人に感じる」と語

る。 B子はR先生に話しかけられ，質問されたら話せるような感じであると答える。 B子より受け

る印象をR先生， T先生， E男が話す。 C男は，女性に振り回されて混乱している自分を語り， c
子は，そんなC男に， 「知りたいと思う気持ちがそうさせているのでは H ・H ・」と暖かく話しかける。

E男は， R先生に， rもっと生々しい人聞を感じたい」と言い .R先生は，自分の問題として受け

取る。 T先生は.埋れがちなB子にかかわり， B子は.日々の自分の生き方を皆に話す。 E男は，

そんなB子にからめて，人間関係の中での自分をみつめてゆくととが大事なのでは H ・H ・と思いつめ

て話す。 D子は，誤解されがちな自分を.悩みとして語る。 D男， E男， A子， c子が自分達にも

同じ悩みがるることなど， D子に話しかけ，この中で， A子はE男に， r今までどおりの生活を学

校でしつづけたら損をする」と，心配する。 E男は，r今のままの自分のイメージで卒業したくないJ

と話す。 F男のととも話題となるが，静かな沈黙がたびたびおとずれる。 T先生は， rA子やD子

の話しを聞いて，何かホカホカーとした気持になった」と，また， D子は， r:最初皆の顔を見たと

きと今と違って見える」と語った。

残り時聞が約30分ほどになって， R先生は， rグループをやってきて今のととろどんな感じか，

言い残した事や，皆にわかって欲しいところを言ってほしい」と皆に呼びかけ， s先生より順に感

想などを語る。それぞれが.なんらかの形で得たもの.出発点に立ったととなどを静かに語る。
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約15分を残して，一応セ 9シ冨 γは終了したが.その場で皆ごろりと績になり，何か透明な感

じにひたうている人や，話しの続きをしている人など.ゆったりと過ごした。

|グループ B

参加者 G男 H男 I男 J男 K男 L男

E子 F子 G子 H子

U先生 V先生 W先生

第1セヲション (11/2 (土) 19: 00 -22 : 00) 

計 13名

最初.テープをとるととについて.L男は難色を示したが，前回参加したG子から. r全然気に

ならなかった」などの発言があり.結局.テープをとるととになる。不都合なことがあれば，後で

消すことにして。とのあと沈黙が続〈。たまりかねたようにF子より. ru先生が司会ですか」と

の発言があり.それにつられたように. rテーマは何?Jなどという声が出はじめる。少し緊彊が

とれたようである。そとでU先生は. n何か言いたいことを.一言ずつ.各自述べるととにしたら」

という提案をする。各自.との合宿に参加した動機や.との機会に話したいことなどを述ぺる。話

の中では.恋愛について話し合いたいという意且が多かった。(ひとまわりしたところで.再ぴ沈

黙が続o。現代高校生の男女交際について.V先生が口火を切ると.それに関する話がスムーズ

に出る。特に恋愛と結婚についての話が中心となり 11結婚と恋愛は別として.今は考えるH とい

う男子の意見(ただしI男は反対意見を述べる〉に対し 11ある程度，結ぴつけて考えるH という

女子の意見(ただしG子は前者の意見)に分かれる。現代高校生の男女それぞれの恋愛に対するあ

こがれと.実際どういう恋愛をすれば良いのか.そのもどかしさのようなものが表われていた。と

とで休憩。(とれによって話の内容が変わり，恋愛の話が途切れる。) H子の「との話し合いに

参加できたととが幸せである」という話から始って. r幸福について」へ話が移る。(とのあたり

からL男とF子の話が多〈なる。) との話の途中から「自分をみつめるJととに話題が移る。

(とのあたりは.話の流れが速くなって.焦点がどとにあるのか.わからずに.ついていけない人

もでたようだ。 J男. 1男.H子などは，発言がほとんどなくなる。緊張がとれて.多弁になった

ものと.まだグループにとけ込めない者.両者の性格的違いが，ととにはっきり.表われてきたよ

うだ。〉 最後にL男より，グループの構成員を変えたらという意見があり.しばらく.そのこと

について話し合いが行なわれたが.F子.G子より. rメンバーを変えると.はじめからやり直さ

なければならないJ. rまだ.とのグループの中の人達についても十分知り合えない」ととなどの

理由から.反対意見があり，そこで.一応，その意見は先生違のあとのミーティングの中で，出し

て検討するととを約束して.とのセ 9 シ ..Yを終える。
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第2セヲション (:11/3 (日) 9:00-12:00) 

緊張感が薄れて，雑談がしばらく続く。寝不足気味の生徒もいる。さあ.これから本格的話し合

いに入るぞということになった途端.沈黙状態になる。 r今日は何を話そうか」と皆，考えている

ようである。それでも.依然として沈黙は続く。だれかが話し出すのを待っているようだ。互いに

t まわりの様子を見ている。きっかけに「他のグループでどういう話が出たかJV先生が尋ねたが.

あまり反応がなく.更に沈黙が続く。突然.H男より， r二水高校の生徒は無気力ではないか。中

途半端な面が多いのではないか」という意見が出る。それに関して， L男などから，修学旅行の事

や.文化祭に先生の協力がないことについての批判がでる。 H子より，昨年の運動会の時の署名活

動の例をあげて，生徒から先生への働きかけを行なったら良いという意見が出る。とのあと再び沈

黙が訪れる。(各自.今出た様々の意見に対し，自分の行動はどうであったか。自分はどう考える

かを.自分の心に問いかけながら.考えをまとめている様子である。)しばらく後に，生徒会につ

いての意見が出はじめる。 f執行部と一般生徒とのつながりが少ないのではないかJ r:生徒会の立

候補の状態などにも無気力さが表われているのではないか」など。(皆，何かそういった無気力さ

が，学校の中にあるように感じているが，どこにその原因があるのか.それをどうすれば良いのだ

ろうか，はっきりしないながらも.徐々に，かっ具体的に，その核心に近づいていっているようだ)

ことで代議員をしているH男や.G男から議会と執行部および生徒とのつながりや，協力について

の悩みなどが，具体的に出される。最近における.貸し傘の件についての議会や，執行部の動きな

どの話が出る oL男より，再び他校の例から文化祭などに対する先生の非協力さが批判される。 H

子よりは.自分が 3年間過ごしてきた校内の文化祭などの変化や動きについて話がなされる。 I男

は陸上競技大会についてL男などとの反対意見を述べ，クラスとしてのまとまりがあったとの意見

が出る。 H子より今年.文化祭の時にマイホームの見せた計画などを例として，後輩をはげます言

葉が出た。このあと.クラス編成についての意見や互いの異性観についての話に移る。とのあたり

非常に軽<.浅く，話が進んでいく。深刻さが無くなって，少し気の銃けたような気楽な雰囲気が

漂ょう O このため，話の変化についていけない生徒もいる。 I男や.J男は発言なし。

このあと. L男の恋愛観や男女交際についての話が出る。そして経験を積むことの大切主というも

のについて述べていく。 L男は.自分の体験を交えて，今.できる限りの範囲で，色々なことを経

験しなければならないのではないかという意見を述べる。終りに近づくにつれて，雑談風になって

いった。

第3セァション (1ν3 (日) 19:00-22:00) 

風呂に入っている人がいたりして，始めしばらく雑談が続く。やがてL男が.他のグループでも

話していることは一緒だという。 L男もこのグループで頑張ろうとしているようであった。どうす

ればよいのかわからないための沈黙が続いたが， V先生が「二水高校のイメージはどうか」と尋ね
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たので，これをきっかけに，志望した理由や二水高校の特徴と思っていることなどが話題になった。

話がなんとなく変りぱえがしなく感じられたところで.L男がアルパイトの話をして.学校外でも

いろいろな体験をしておくべきだと.ち主っと大人っぽい態度で話した。そこでK男がアメリカで

感じた人種的偏見について語り .V先生が日本にも差別があると指摘した。

話がどうしても話題中心となり.沈黙しつづけているメ γバーもいるので.W先生が「だまって

いる人もいるが.eうなのかなあ」と誘いかけた。とれに応じて H不幸な人達を助けたい。 1/他

人の不幸を強く感じられる自分でありたい。という顕いが数人のメンバーから熱っぽく語られたが

L男が「無理に感ずる必要はない」とか「生きていることはたいした価値がないJとか言い出した

ので，ちょっとしらけた感じになってしまった。しかし死ぬのは恐しいということから，生命のは

かなさが話題となり，かなり深い沈黙が訪れた。その沈黙はL男の銃でうたれた夢の話で彼られ.

しばらく夢が軽い話題となって続いた。 W先生に夢の解説を求めたが， W先生は参考書を紹介する

にとどめたので夢の話は一段落した。 L男が全〈別の話だとことわって，自分の性格について語り，

G男もやる気がなくなっている自分について語った。 L男とW先生がG男のその気持について行こ

うとしたが.L男はそうするととで自分も関係してくるので.結局.力つきたようすであった。そ

のうち時聞がきて，強〈深い緊張がようやく解けたのであったっ

第4セ 7ション (11/4 (月) 9:00-12:00) 

しばらく沈黙があって .U先生が「今まで入り切れなかった」といったのに対して.H男が.

「好きなことが言えた」というが W先生が「なんとなく変だ」と更に付け加えたので.なんとな

くちぐはぐな感じになった。 L男は「先生のとり方とぼくらのとり方が違うようだJというが.W

先生がグループメンバーの気持を問いかけたので.メンパーが次々に発言し.グループ内での各自

のあり方を反省した。それで充分思いを表わせた人もあるが，充分表わせなかった人や，空しい気

持になった人もあったことがわかョてきた。次第に重苦しくなって耐え切れぬように 1/こんな話

をしてもおもしろくない。とか H もう一日あったら良いのに p とかいう声も出て，どうしようもな

い息苦しさが続く。小休止が提案され賛成が多〈休憩する。(ジ且ースなどを飲んで 15分ほど休

み，そう後，再開する。)

再び息苦しくなるのを避けるように割と軽い話題が続く。 G子が眠ってしまったのに気がついて

ちzっと驚きの空気もあったが 1/去年のグループのことを思い過ぎるせいではないかかという意

見もあって.割とおだやかにG子を見ることができた。

時闘が大分超過してしまい，外が騒しくなり.とれ以上続けられない状態だったので.U先生が

H メンバーに言い残したことはないかグと聞いてから終りにした。

-27ー



グルー プ C 

参加者 M男 N男 O男 P男 Q男 R男 S男

I子 J子 K子 L子

X先生 Y先生 z先生

第 1セッション (11/2 (土) 19:00-22，:00) 

計 14名

最初に， Z先生から「このメ γバーで，今の時聞から明後日の午前までのセ 9 シ曹ンを共に過す

ことになっている。明日の午後だけは，全体で歌をうたったり，ゲームをしたりする予定である」

と伝達した。

X先生が， rせめて名前だけでも知りたい」と言ったのに応えて.R男が H他人紹介 H を提案し，

早速 S男を紹介した。 rs男はおとなしい男だ」とR男が紹介したので.s男は自分が他人から

「おとなしい男」にみられていることに対する驚きを表明したが.この時点では， s男はそれを問

題としてとりあげるには.自分があまりにも不明確だったため.それ以上言葉をつづけるととがで

きなかった。ついでS男はY先生を， Y先生はM男を， M男はZ先生を，というふうに H他人紹介 H

をおとなっていったが 1年生のN男と0・男は，このグループの中で.だれも知人がいなかったの

で.自己紹介をせざるを得なかった。

X先生は， rことでどんなととがやりたいか，はっきりしていれば話してほしい。あいまいなら

ば，あいまいのまま，やりたいことを.お互いやりましょう」と，メンバーにそれぞれの参加目的

をたずねたが.メシパーはどのように応えてよいかわからず沈黙。そこで.X先生はZ先生に向っ

て. z先生の参加目的を述べるように促した。 z先生は. n教室の中でやれないとと，教科という

垣根をとりはらって，知り合いたい」と話した。そとで， K子が， rz先生は F子さんや00さ

んとすごく親しくしている。私もそんなふうになりたい気持と，反発したくなる気持とがある」と

K子自身の感情を表明した。 Z先生は rK子さんには，割合声をかけているつもりだったけど・-…-

この際，お互い垣根をとり払いましょう」と応えた。

との後，沈黙が2分 15秒。 L子は「せてコかくテープがまわっているのに(録音している)…」

と.Q男は「テーマを決めた方がいい」と，この沈黙を何とかしたいと思 qて発言したが，再ぴ沈

黙が生じ 1分間つづいた。との沈黙を倣ったのは.J子の表情〈口をとがらせ，限を大きく聞い

て，何か言い出したい)をみていた数名の爆笑だった。 J子はR男とX先生に促がされて，ダーウ

ィシの生き方(いろいろなことを気楽にやっていきながら偉大な業績を残した〉に，啓発されたと

語ョた。それに対して.P男が少し反論した。 R男は同下年のグループ・カウンセ Pングに参加し

て， が肩の力をぬくととp を知ったo それから，学校生活に活気が出てきた」と話した。 J子とR

男は. n何か自分の固さに気づいた」ことをうれし気に語ったが.他のメンバーには. 2人の言う

庁肩の力をぬくことM の内容も.また.この 2人の現在のよろこびも理解できなかった。
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※ 来 ヲ長 ※ 告特 封モ 当長 主柱

小グループの最初のセタシ冨ンであったが，発言の一番少かったN男でさえも，徐々に緊張をゆ

るめていョている様子がみえ 11場を確かめ合うセタシ，ングとして，役割を果たしたように. 3 

人のアアヲシリテイターは思った。

第2セヲション (11/3 (日) 9:00-12:00) 

定刻(午前 9時)に，前夜と同じ室に，全員集合。座る位置は.それぞれ前夜と異っている。静

かなスタート。沈黙が訪れたり.話が中途半端になりはしたが，第 lセタシ田ンのような重苦しさ

や苛々した雰囲気ではなく，かなり気分が和らいでいるようだった。

このような雰囲気の中で， 0男と L子が大学進学について話を交わしたり， 1子. J子.K子を

中心に.男女交際について.特に異性理解の困難さについて語ったり，詩やロマンティシズムに関

心をもっO男に.L子やR男が共感したり，位相数学の本をよんでいるM男にY先生が感嘆したり

で，最初の 1時間 30分は，まさしく Hお互いの発見アワー μ であった。

話題として 11大学進学"が出てきた時 Y先生が自分の生き方， r'僕の場合目的のない進学だ

った。しかし，人生はその時，その時，生きていくものだと思う。将来の夢のある人は.それはそ

れで素晴らしい。でも僕の場合 別に大学進学の目的なんてものは.あの当時，もっていなかった

と思う。」と話した。とのY先生の自己談によってメンパー全員は， Y先生の M正体。に触れた感

じをもっと同時に，人生の目的がまだはっきりしない生徒たちは，勇気づけられた。そしてまた.

この話し合いグループは//自己を語る場JV H 自分である場庁なのだというととを.全員が認める

ようになった。

このセ yシ田 γの終り頃， z先生は，他のメンバーと表情の異る(眼はかがやかず，何か不満そ

うな)P男に声をかけた。 P男は「自分のやりたいこと.その目標は.ここで話すわけにはいかな

いが H ・H ・」と前置きして.現在の 2年生， 3年生のだらしなさを嘆き.部(課外活動)のみならず

二水高校全体.日本国民全体の堕落ぶりを，次々と指摘し，民主政治はまちがっており，すぐれた

りーダーがみんなを統制する制度をつくるべきだと主張した。 P男は，女性についても.平安時代

の女性は美しかったし，男性に従順であったから，よかったけれど.現代の女性は全然ょいととろ

がないと述べた。とのP男のスピーチに，全員が感情をゆさぶられ .L子とR男をはじめとして，

熱心な会話が始まった。

楽 来 当時 ※ 封モ 楽 来 来

P男の発言によって.メンバー全員がP男に関心をもったが.それはP男理解というよりも P男

批判だった。ファッシロテイターは，次のセヲシ留ンで， P男をメンバーがうけいれるように.援

助することが自分たちの謀出であることを確認し合った。
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第 3セ yション .( 11/3 (日) 19:00-22:00) 

とのセクションは，グループAと室をかわった。第 1.第2セタシ wンは和室で行なったが，第

3セッシ冒ンは，洋室で行なった。夜は気温が低く，じかも洋室であるため足もとが寒<.みなベ

ッド・ルームから毛布をもちとんで，肩からスタポリ毛布で包み.顔だけ出して.まるでエスキモ

ーの子供たちのような恰好にみえた。男子生徒が事務局からストープを借りてきたり.女子生徒が

コーヒーや紅茶をいれてくれて やっと身体もあたたまり 何となく Hわれわれのグループ内とい

う感じになった O とのような条件のもとに.約 2時間， P男アプローチがつづき，やっと P男理解

にまでとぎつけたが，みんなよく頑張ったセ yシ冨 γであった。

まずZ先生は， rR男君がP男君に P僕と同じだrと言っているけれど， P男君の方では，何が

同じなのか.むしろ全然、ちがっているように思えているのではないか。 R男君は.どの点がP男と

同じなのか話してみては H ・H ・」と口火をきったoR男は.これまで(肩の力をぬくことをおtぎえた

歓ぴで浮き浮きした気分)とは全然ちがう表情で，考えるような，静かな口調で， P男に，自分の

思い(肩の力をぬくというとと)を，何とか理解させようと努めた。 r円を描いてそれを消すこと」

Iーヒタトを打つのではなくて，球にバタトをあてることJ n新聞部の 2，3年生と対抗するのでは

な〈て.一緒にやっていくことJ r才能のない自分だと思うのなら，みんなと話し合っていく態度

が出てくるはずだ」など R男は一生懸命¥説明した。また， S男は「自分自身はたしかiζ絶対だ

けれど，このグループのみんなが言っていることは 11助け合っていくことグなのだ。事柄をうま

く運ぶには独りの方がいい場合もあるけれど，僕は.みんなでつくる新開というものが好きだ」と

述べた。とのS男の発言は，せくような，弱々しいものであったが P男を批判しているというの

ではなく，自分を語っている感じで，むしろメンバーは，この発言によって S男をよく理解できた。

しかし， P男 l士.再び独裁政治を主張し， R男に「僕のとと，何も理解してもらえない」と言った。

I子， J子， K子， L子， M男は， P男の考え方に反発を感じ，思わず攻撃的になったりした。 X

先生は， rみんながP男君のことをわかりたいと一生懸命なんだけど， P男君の方は.何だか自分

のやりたいことは.ここでは話さないなんて言って H ・H ・」と言葉をはさんだが， P男は.全然， X

先生の発言には応えないで.自分の主張を言いつづけた。 X先生は.みんなから攻撃されでも頑張

りつづける P男に気づき， rみんな， P男君のこと.心配して話してるんでしょ」と，メンバーの

気持を確認した。とのX先生の言葉に助けられ， r責めてるような言い方をしたけれど，ほんとう

は， P男君，それでは困るだろうなあと心配で，つい，きついとと言ってしまって H ・H ・」とK矛が

発言.みんな，それに同意した。 Y先生は. rp男君の思うようにやるといいと僕は思う。 P男君

の気にくわんことがあったら.クラスの生徒に向ってどなってもかまわん。思っていることを言え

ばいい。新聞部だって自分の好きなようにすればいい。独裁的にやればいい。反発や反対も出るだ

ろう。問題は，その時， P男君がどうするかだdと発言。このY先生の発言は，とれまでのメンパ

ーの発言と異る角度からのものであったため， P男は，ホッとした表情になり.坐っている姿勢も

みんなと同じように.テープルに肱をついて，らくな恰好になった。そして， X先生の「われわれ
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は，さきの方を心配する教育児姉なんだな」という言葉に，みんな笑った。

再ぴ，和かな雰囲気になって.約 1時間，英語のととや授業のととなど.身近かな問題が，次々

と話題になり， 1年生も 2年生も 3年生も，よく発言した。

※ 担任 告軒 業 担ド 担任 封4 担任

フ 7 '!1シリテイターは，との一見落着にホッとした感じ。しかし， P男の気持は，まだ完全に和

んではいないだろうと想像した。ただ，グループのプロセスとしては 11反発H から H理解。へと

いう兆は明らかであった。そして， P男に対するメンバーの気持は，ほんとうに暖かいということ

を，また.発言回数の少かったメヌバーも全員. P男に心をよせたというととを.ブ 7'!1シリテイ

ターは，確信できて，うれしかった。

第4セ yション (11/4 (月) 9:00-12:00) 

最後のセタシ冒ソらしく.特に話題を探したり.発言をしなければ場がもたないという雰囲気か

ら完全にぬけきって，全く自由に言動しているメンバーの姿がみられた八特に， 1年生めO男は，

初日にはみせたことのないような明るい笑顔をみせたし，無口だという定評のあったM男が，昨夜

の就寝時刻後の出来事(毛布の行方不明.上級生のいたずら et c )について，たのしそうに話し

た。 R男と S男がP男の室を訪れ. P男をひっぱり出して話をしたり， L子とK子は一睡もしない

で話しこんだり.他のグループの人々と恋愛論をやったり H ・H ・，そして，グループCのメシパーの

心は一晩中.P男と共にいたようであった。

話が途切れて 2分間の沈黙があった。 L子は I私，こんな空白の時間，大好き H ・...jと嘘いたc

その後， 1子が一言，小声で何か言ったが，再ぴ沈黙が起 D， 11分間つづいた。 Z先生は， FM  

放送の音楽をながした C そのモーツアルトの曲をききながら，それぞれ自分自身を感じ，仲間を感

じて， 5分間が経過した。

音楽が終わった時.Y先生は r僕はベートーベ γが好きだなあ」と言った。 X先生も Z先生も

ベートーベシが好きなY先生のことが，何となく理解できるような気がすると答えたところから，

先生たち 3人の聞で 11会話H がはずんだ。特に， Y先生がX先生に向って， n何か楽器をされま

すか」と質問したところ， X先生が「僕は Iivi暗 instrumentだJ~答えたので，みんな

r living instrumentとは何だろう ?Jと.X先生に関心をよせた。 x先生の説明によれば.r生
きるととは音楽を奏でるとと」であったが，それはまさしく，この場のハーモニー 03人がそれ

ぞれ自分という楽器を奏でて，美しい受響曲を演奏している感じ)を表現しているようであった。

J子が「時々，ふと淋し〈なることがあるけど…・・・」と，殴いた。 Z先生もR男もK子も「そん

な時が自分にもある」と応えた oK子は「他人にあらかじめ言ってもらいたいことがあって，それ

を言わすために.自分が話をするなんて.いやらしい。J と語った。 J子もK子も，グループの暖

かい教囲気の中で，自分の心の中のことを自然に話してみたくなったようである。そして， J子と

K子につづいて， Q男が「何か解けたような気分だ H ・H ・」と言って.友だちのととを語り， L子は
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友だちの死につづいて伯父と伯母が亡くなったことを.ポヲ!J，ポ"!Jと，涙を流しながら語っ

た。みんな語っている人に耳を傾け.その人と共にいた。 K子が， rこんなふうに，自分のととを

他人と一緒に考えるなんて，いいことだJと言ったけれど.ほんとうに，との 2時間は，それぞれ

が，他の人と一緒にいた時間だった。

との話し合い合宿に参加した感想を，ひとりひとり全員が述べた。みんな

「参加して，ほんとによかった/Jと語ったが.なかでも.もっとも発言の少かったN男が，

は， Y先生の H推理小説のよろとび。を.この合宿で見出，したJ(Y先生は，推理小説をよんだと

とがキヲカケで，読書家になった。つまり， N男は H話し合うよろこびp をとの合宿で知ったとい

うことを.このような表現で言った Jと述べたのが印象的だった。また.

やるべきだ。こんな合宿をみんなに教えてあげたい。」 という発言が多かった。そして.-.R男が.

「僕は 2度目の参加で，また一転しなければと思っている」と述べたが，それは，まさしく高校生

の成長の確実さ，回転のはやさ，柔軟さを象徴しているようで.

「僕

「相談室のPRをもっと

このあとの 1時聞は.

フアヲシロテイターは，感動をお

tまえた。

果(効果の測定)

H 自己理解と他者理解かであった。この目標達成度を

Differential Method)を，グループの前と後

「友人」についての概念変化

結

このグループ・カウンセ Pングの目標は，

みるために，今回は. SD法 (Semantic

第3章

「先生」「女性」「男性」「母」「父」「人j「自分」におこない.

「合宿を終えて」と題する感想文を中心に，を調べてみた。また.グループ評価の方法として，

に記入してもらうという方法をとった今Q uel!ltionnaire 

*純一一ーは，
1から 8まで

あり，仁二コ

の中に次のよ

うな項目を記

入する。

J鉱.1!I司令 i
個性的な時叫品ー{個性のない;せっかちな IJ 1 1 1 1 1のんびりしたJ1G.2戸前
敏感な:I I I I J:鈍感な;臆病な!1 1 1 I 1!勇 敢な : F弓きヰ
き び し いi→→斗→+斗やさしい:感情的!IJ I J J!理性的 j必3L製
明かるい!I J I 1:暗い :幸福な:J I I I J:不幸なJ1G.4 Lー量一」
媛かい;t--+-I--;H 冷たい;積極的J1 1 I !I 1 消極的:必5~
満足した:I 1 1 1 1l不満な;不誠実な!I I I 1 I!誠実 な j仮61一安宅rl
地味なJ1 1 I J 1派 手 な ; 軽 そ つな H H-+4!慎重な j必77す事
ふまじめな !I I I I: まじめな白不安なH l-++-!:安定した~

J鉱8r友人 lとまかい!I I I I I3大まかな:意欲的1I 1 I I 1!無気力・ uιム」

強気な !I I I I I『 弱 気 な l たよりない!1 1 I 1 1!たのもしい

SD法による評価

今回使用したSD法(1) 
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(2) グループの前後で.変化 (2段階以上)が認められた観念別項目数

グループ A 

!湾奇 A B C D E F A B C D 
計

男 男 男 男 男 男 子 子 子 子

自分 3 2 5 8 O 2 6 2 1 5 3 4 

人 4 5 2 5 5 4 1 0 O 4 9 48 

父 O 1 2 9 O O 9 1 4 3 29 

母 o 。 1 5 2 3 7 2 1 O 2 1 

男 性 4 4 。 2 O 5 1 0 1 8 2 3 6 

女性 1 3 2 2 。 1 9 1 1 8 28 

先生 9 3 9 7 1 1 1 2 1 5 8 56 

友人 4 3 1 1 1 O 2 。 4 3 1 9 

計 25! 2 1 22 39 9 1 6 ! 6 5 8 28 3 8 

グループ B 

法ミ G H I J K L E F G H 
男 男 男 男 男 男 子 子 子 子

計

自 分 6 1 4 O 5 1 2 1 7 3 30 

人 6 8 8 O 3 1 3 。 8 4 4 1 

父 2 5 3 。 3 O 5 3 5 O 26 

母 5 3 5 O 3 1 3 O 8 o 2 8 

男 性 1 2 3 1 2 O 5 1 3 5 1 2 6 59 

女 性 6 5 3 。 5 O 7 1 5 1 3 3 

先 生 5 6 9 1 2 2 9 2 5 1 42 

友人 4 1 4 1 3 O 1 1 9 O 24 

計 4竺L_32 4 8 2 291 6 33 1 3 59 1 5 283 

グループ C 

込ミ三 I J K L M N O P s 
計子 子 子 子 男 男 男 男 男男 男

自分 3 6 。5 3 6 4 1 7 o 5 40 

人 1 1 4 2 7 1 1 3 6 1 5 O 3 5 3 

父 O O O 1 2 O 3 6 9 o 9 30 

母 2 1 3 2 O 2 2 。9 1 7 29 

男性 O 2 2 2 2 。1 7 3 1 6 1 6 5 1 

女性 1 1 3 1 O 1 9 9 8 1 13 47 

先 生 O 3 6 。2 6 1 0 9 1 5 1 1 6 68 

友人 2 3 1 3 4 3 9 4 1 0 O 1 4 5 3 

計 9 17 L ~9i~6 20 1 9 67 3 8 89 4173!371 
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(3) 全体としての概念.変化について

この SD法は，日常生活の中で一週間以内に繰り返し実施した場合，形容調 20対のうち 2段

階以上変化する項目数は， 2項目以下であるとされている。その基準値に照してみると.とのグル

ープ・カウシセ Pγグ参加者(生徒31名)全員が，多〈の概念において. r変化」を示したとと

が認められる。

メンバー別にみると， 8個の概念のいずれにおいても変化が認められない(変化が2以下であっ

た)人は.ひとりもいない。どれか 2つ以上の概念で何らかの変化があったととになる。ただし，

D男， A子， C子(グループA)やG男， H男， 1男， K男， E子， G子(グループB)やO男，

Q男， S男(グループC)のように.すべての概念に変化がみられたメシバーがあるのに対して，

J男(グループB)のように， 2つの概念について 1項目づっの変化しか認められなか官たメンバ

ーもあって，変化の程度や変化した概念の範囲には，大きな個人差がある。個人の変イtp)内容につ

いては.別項にまとめる。

全体として「変化」が著しいものからあげていくと， r先生」の概念変化が一番大きく.次いで.

「男性Jr人Jr女性」とな 9. 5番目に「自分」の概念変化があげられる。そして. r友人Jr父」

「母」という順位になるが，グループによって，との変化量の順位は多少異るので，次に，グルー

プ別の簡単なものを表にしてみた。

てタフ玉ト;フ石¥ ① ② 

先生 人A 
部 48 

B 男性 先生
国 42 

C 

③ ④ ⑤ ⑨ 

男性 自分 文 女性
36 M 却 沼

人 女性 自分 母
41 33 30 却

男性 女性 自分
53 51 47 40 

3つのグループの共通性

⑦ 

母
21 

父
26 

父
30 

@ 

友人
19 

友人
24 I 

変化項目の数

が大きいもの

から①@とす

る。

右下の数字は

変化項目数

「先生」概念の変化が非常に大きい。これは，それぞれのグループに， 3名の先生が参加し，か

なり自由に言動したからであろう。生徒たちは.これまでの学校生活では知ることのなかった「先

生」を.との合宿で知ったのだと思う。

「父J r母」について，変化量が少ない。とれは.たとえ.グループの中で話題になったとして

も.父や母は.その場にいなかったわけだから.これはむしろ当然の結巣だといえる。

3つのグループの相違点 l 
「友人」概念の変化量が，グループAとグループBは.少いのに対して，グループCは.かなり

多い。この相違が，何に起因するのかは， SD法ではわからない。また.たとえ.それぞれのグル

-34 -



ープのプロセスを知ってみても，明確に言うととはむずかしいであろう。やはり.この相違は，そ

のグループの特色という以外に.言いようがないように思う。

今回のグループ・カウンセロングの昌標達成度

今回のグループ・カウシセ 9:;'グの目標であった H 自己理解，と H他者理解!fという観点から，

この SD法の結果をみると. r先生」をはじめとして.人間観がプラスの方向へ大きく変化したと

いえるから 11他者理解ρ という点では.一応.目標を達成したといえる。一方 11自己理解がと

いう点、から. r自分」についての概念変化内容をみると，かならずしもプラス変化ばかりではなく，

個人別の項でわかるように 笹雑な様相をみせたメンパーもいるが 高校生という自分の内面に敏

感である時期に，自己概念がプラス変化ばかりであったとなると.むしろ不自然な気もする。

以上，との 2泊3日のグループ・カウンセリ γグ評価を. SD法から試みたわけだが，普通の高

校生活では.たとえ 3ヶ年かかっても.なかなかイメージ・チェーンジしないであろう「先生」概

念などが，との短時間で変化したということだけでも，大いに効果的であったと言えるようである。

また，いずれの項目についても，かなり大きい変化，しかもプラス変化が多かったという点でも.

一応，今回のグループ・カウンセ 9:;'グは その目標を達成したと言えるようである。

(4) 個人別の概念変化について

くグループ A>

A男 r先生」が全項目にわたって，大きくイメージ・アヲプ。また「人Jと「男性」もプラス輩、

イヒ。

B男 r人」について，プラス変化(少し個性的で，少し満足している)と，マイナス変化(かな

りきびしい〉が，みられる。

C男 r先生」がイメージ・ダウ γ。 rpし冷たく Jr無気力」で「たよりない」。

D男 r父」がイメージ・ア 9 プ。 r積極的Jr誠実Jr地味J0 r先生」については.プラス変

化(地味で真面目)と，マイナス変化(かなりきびしい)が.みられる。

E男 r人」について.イメージ・アップ。「少し安定した Jr緩かいJr満足した」。

F男 r人」について.イメージ・アタプ。少し誠実Jrたのもしい」。

A子:全般に変化が大きい。なかでも. r母Jはイメージ・ダウシ(かなり不誠実で軽そつで不安

である). r男性」はプラス変化(非常に敏感)とマイナス変化(非常にきびしい)が混在 o

「女性」は.プラス変化。ド常に満足)をみせている、、

B子:ほとんど変化がみられない。

C子:僅かではあるが. r人Jr男性Jr父Jr母」が好ましい方へ変化している。

D子 r.人」と「先生」が，プラス変化(少し満足した)とマイナス変化 ωPし不安定)をみせて
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いる。

てグループ B">

G男 r人」は大きくイメージ・ア vプ。「かなりやさしく Jr暖かくJr意欲的でJrたのもし

いJ0 r男性、」と「自分」はイメージ・ダウシ。 rかなりたよりなく Jr暗<Jr不安」。

「母」と「父」と「先生」は.僅かだが，好ましい方向へ変化。

H男:r人」が大きくイメージ・アタプ。 r非常にたのもしいJr幸福なJr意欲的Jr積極的J• 
「父」については，プラス変化抄しやさしい」とマイナス変化妙し不幸)があるが，と

れは.マイナス変化というよりも. r父」に対するH男の暖かい心からみた「父」の不幸で

あろう。 r先生」イメージは，震初かなりマイナス(非常に暗<.冷たい〉であ唖たのが，

「少し暗<.冷たい」に変化している。

I男 r人」はイメージ・ア，プ。 rかなり明るいJr暖かいJr勇敢なJr.積極的Jrたのもし

いJ0 r男性Jについては，プラス変化(たのもしく，安定して.誠実である)と共に，マ

イナス変化(個性がなく.鈍感で，不幸である)がみられる。 r:友人」と「女性」は，変化

項目が少いが，全部マイナスである。

1男:ほとんど変化がみられない。

K男:全般に，僅かづっプラス変化。 r男性Jr女性Jr自分」について. rかなりやさしい」と

いう共通の変化がみられる。

L男:ほとんど変化がみられない。

E子:r先生」が大きくイメージ・アタプ。 r個性的JrあかるいJrまじめJr誠実」 亡たのも

しいJ。次いで. r女性」も大きくイメージ・アップ。 rやさしいJr:地味JP慎重Jr'安
定した」。

F子 r男性」の概念が，どの項目も H非常に Mから H中ぐらい勺こ変化している。これは.プラ

スともマイナスともきめかねる。

G子:全般に.マイナス変化が多い。特に「男性Jr女性Jr友人Jf王寺Jr自分」は. 5項目以

上マイナス方向(意欲がなく.暗<.不真面で.冷たい)に変化している。

H子:ほとんど変化がみられない、

くグループ C>

M男 r自分」をふくめて，人間すべてイメージ・アタプ。特に. r人」は[暖かく J r真面目」

である。

N男:全般にプラス変化。最も数量的に多く変化したのは. r自分」と「先生」であり，すべてプ

ラス変化(安定して，満足)である@特に「自分」は「かなり不満な」から「かなり満足」

だという 4段階の変化をみせている。

O男.;変化量が他の生徒にくらべて，非常に多い (2段階以上の変化をみせた項目が 67)が， 特
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に. r男性」のイメージ・ア，プが目立つ。 r男性Jr人Jr先生Jr女性Jr:友人」の順

で.大き〈イメージ・アタプ。 r明石 <Jr真面目Jr暖かいJr;lとのもしいJ。

P男r:先生」と「女性Jがイメージ・ア，プ。しかし. p男の場合.合宿前の「先生」と「女性」

は.かなり「好ましくないJ存在であったので.その「好ましくない」のが「まあまあ」の

程度になった項目数が多かったというととであって，決して.単にイメージ・アタプしたと

いって，安心できるととろまでは.いかない。

Q男:変化量が他の生徒に〈らべて，非常に多い (2段階以上の変化をみせた項目が 89)が.特

に r男性Jr人Jr先生Jr友人」のイメージ・アタプが目立つ。 r.やさしくJr誠実」

「勇敢なJr安定したJr意欲的」。

R男:ほとんE変化がみられない。

S男r:先生Jr友人Jr女性Jr父」の順に.大きくイメージ・ア，プ。r.暖かく Jr満足J

I積極的Jr幸福J<)

「自分」については.マイナス変化(弱気で，軽そっ)と共に rのんびりした」自分を再

発見。

I子 r自分」が大きなプラス変化をみせている。 r個性的Jr満足Jr勇敢な」

1子:r自分」が大き〈変化@プラス面(かなり敏感で，少し理性的で誠実)とマイナス面(とれ

までかなり個性的だと思ョていたのに，中くらいに個性的)とがある。

E子 r先生」と「人」が大き〈イメージ・ア，プ。 n敏感なJr意欲的Jr積極的Jrたのもし

い」。

L子:r自分」が大きくイメージ・アタプ。 r少し個性的Jr積極的Jr安定したJr理性的J~ 

く比較的概念変化のなかった参加者について〉

B子:彼女の関心が，ある男子生徒にむけられていたため，グループの他のメ γパーと十分にから

み合わなかった。

1男:感情の起伏があまり大き〈ない性格。また.いつも自分をみている自分の眼がある。

QuestiαlIlaireによると. r実にすばらしい経験だった」。

L男:グループの中で，もっとも発言回数が多<.他の人に与えた影響は大きかったが，自分が他

の人に啓発されることが，あまりなかった。

H子:8月に，クラスの合宿に参加し.その時に一度.大きく変化したので.今回はあまり変化し

なかった。

R男:前回のグループ・カウシセリシグ(1973年)で. r肩の力をぬいた」ので.今回は.あま

り変化していないが.今回は「もう一度.肩に力をいれて頑張る/Jことを知ったという。

くマイナスの概念変化をみせた参加者について〉

G子:休憩時聞にハメをはずして.はし...<・男子を，うけいれることができなかった。そのため.
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小グループの話し合いに身がはいらなかった。

A子:グループの中で r母親」について話し合った時， A子は黙ってきいていたが，なぜか.r禄j

の概念がマイナスに変化している。他の母親をうらやましく思ったのだろう語、

C男 r先生」がイメージ・ダウン。 3人のフアヲシリテイターに受容されなかった結果。との間

題は，フアタシ Pテイター・ミーティングでも.とりあげて話し合ったが，うまくいかなか

った。

2 Quest ionnaireによるグループ評価

グループ終了時から 5日目の 11月8日に. r合宿を終えて」のアンケートを実施した。(:参照

別紙(7))。その記述の中で，グループの評価としてうけとられるものをあげてみたい。各グループ

圧倒的にプラスの表明が多いので，プラスのものは，目立つものだけをとりあげ，それに反してマ

イナスの表明はすべてとりあげて，教師の学習すべきこととして心に留めておきたい。

グループ A 

く否定的〉

O ひとつの話題に焦点をしtまろうとする先生の態度があった。もっと多くの話題について話し合

いたかった。

0一度くらい先生ぬきで話し合ってみたかった。

Oあまり面白くなかった。もっとスポーツをやりたかった。スポーツを通じての友交も大事だと

思う。

0先生たちは，いったい，なぜあのような合宿を行なっているのか理解できない。

O生徒に接する時，先生はもっと生徒になるべきである。

。あんな長い話し合いは，やはり少し苦痛であった。もっと明るく山に登りながら話し合いたか

ったっ

。あの時自分はすごく不安定で.もっとも話し合いたいことが.みんなとちがっていて健路の

こと).少しむなしかった。

く肯定 的 〉

0生徒数の多い高校では，こんな合宿を年に 1回ではなく.もっとやったらよい。小人数で話し

合ってみて.上級生や同級生に感心した。

。先生方を少しだけ理解できた。

0脈々と動きつづける人間の心に触れ.とてもうれしかった。とても充実した時間で.みんな卒

直だったし，僕もまけずに心を聞いて話して，ほんとうによかった。
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0わりと心を聞いて話したと思う。「人間の疑問」について.いつもいつも話していたら気が狂

ってしまうのではないかと思ったりもするけれど.とにか〈僕にとってとの 3日聞は楽しかっ

たし，少し悟りをひらいた心境である。

。まだ合宿の気分によっている感じがする。自分自身が何か変わったようにも思える。とにかく

何もかも素晴らしく思える。

0先生方は合宿に参加した生徒のことをよくわかってくれた。

0私の英語恐怖症について.みんなで話し合ってくれたし.私をよく理解してくれた。私も他の

人のことを知ることができた。

。とんな先生もいたんだなあって.満足です。

グループ B 

く否定的〉

0想像していたよりも，もりあがりがなかったように思える。

。宗教問題は，自分にとって理解できない部分が多かったつしかし.それがきっかけで，宗教に

ついて考えるようになったが，もっと形のあるものを多〈やってほしかった。

。どの先生も助言者といった感じだったっもう少し積極的に参加した方がいい z

Oグループ・メンバーを変えた方がよい。

Oもっと運動がやりたかった O

0最後のセッシ習ンで，これまでの話し合いをまとめようとした先生の態度に，やっぱり生徒と

立場がちがうなと感じたっでも来年の合宿の資料のためにまとめておくととも必要なのだろう

と思った。

0他のグループの人たちと話し合いをすることができたらもっとよかった。

qぎ〈たちの話し合いをきいて.先生方がどう感じていたのかよくわからなかったコ

つ先生方の態度は，別に理解できないことはなかったけれど.活気があまりなかったと思う 7

0何となく，ものたりない。期待はずれの感じがあった。

く 肯定的>

0参加してよかった。宗教のことについて，今まで考えたこともなかョたけれど，みんなの話を

おもしろく思ったし，勉強にな。た O

っとてもよかった G いろいろな人のいろいろな面を知った。また友だちも増えたし.すごい収穫

だうたっ

0寝不足で疲れたが，とても楽しかった。わりとよく話し合いができたと思うコ

0学年のへだたりを超えて話せてよかった。先生方に対しでも身近かなものを感じた。

。心のモヤモヤがすっきりした。言いたい放題のととが言えた。今まで誤解していた人のととが
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わかってうれしかった。

oV先生の結婚する過程をきいたため，先生をみる限が変わってよかった。

グループ C 

く否定的〉

O去年の合宿では，みんなのととがあんなにわかって感動したが，今年は同じグループの人たち

以外は，あまりわからず残念だった。参加者が多かったせいだろうと思う。

0先生にも生徒のなかにも.績になって寝ながらきいていたり 他の人が話しているのに横の人

と話したりしていたのは.不謹慎だと思った。

く肯定的〉

0合宿に参加して， r肩の力をぬく Jことがわかった。とれまで優等生ずらをしていて，恰好を

気にしてできなかったことが.ほんとうに沢山あったと思う。参加してほんとによかった。

C私にとっては初めての経験で.全〈知らない人kとんなにも深〈話ができるとは思ってもいま

せんでした。何か新しい自分を発見したようで.ちっぽけな心しかなかった私がとれからどう

変わっていくのか，自分でも楽しみだ。

oZ先生に少しでも理解してもらえたことが.一番うれしかった。クラスの人たちとも.とんな

ふうに理解し合えたらどんなにすてきだろう。

0討論が好きでなかった僕だったが.今度の合宿で.話し合いのおもしろさ.たのしさが何かわ

かって，参加してよかった。

o上級生に， r仲間J r同類」を感じたo

o女性と話し合えてすてきだった。

0中学の頃から将来の計画をたてている人がいると知っておどろきだった。

Oグループの中で.自分の考えが自由に述べられた。そして僕の考えに対する他の人の意見がき

けてよかった。

0規則にしばられなかったため，自由に行動した。そのため.僕がとれまで知らなかった同じ世

代の人々の実態の一面に触れたように思った。

or高校の先生は冷たい」ときいていたし，今まで僕もそう感じていたが，この合宿に参加して

いちがいにそうは言えないととがわかった。

。楽しかった。勉強のととも気にならなかった。

0合宿に参加して.いろいろなことに対する僕の考え方が少なからず変わったように思う。参加

する以前は，話し合いなんてつまらないだろう。みんなと遊んでやろうと考えていたが，最初

のセタシ冒シが終わ qた時，僕は話し合いの重要さ.意義の深さ，それによる人間聞のつなが

りなど痛感してしまった。
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0いい人たちばかりだと思った。いろいろな人がいておもしろかった。

0僕は「もっとあたりまえに.自然に生活すればいいのだ。 R君じゃないけど，肩の力をぬいて

・・・・ゴと思った。

3つのグループの共通性1
表面上の会話ではなく.ある時は重苦しい沈黙がおとずれたり，ひとつの問題に長時間かけたり

好悪の感情を鮮明にしたりすることで"より真実の人間関係。の場を提供した。

教師の方からテーマを設定したり，命令したりなどしないで.参加者ひとりひとりの思いをお互

い尊重する場を提供した。

1 3つのグループの相違点

グループAは，各自のかなり深いところで話し合ったため.グループ解散後もその影響が強〈残

っている生徒が多い。そしてほとんどすべての生徒が，自分自身を含めて人聞を肯定的にみるよう

になっている@

グループの流れが一定方向になったため"深いつながり，ができた反面.その流れにさからい

つづけた生徒が一人。また流れにながされて自己が語れなかった生徒が一人いた。

グルーフ。Bは，特定の流れはできなかった。グループの雰囲気は全く自由であったため.好きな

ことが話せた O そのため話し好きの生徒にとっては，たのしかったし.それを聞いていた生徒も不

快な思いはなかョたようである。反面. rとれは H ・H ・」とい唱た感動がなかった@

グルーフ"cは，自然な流れであったため.グループに対する抵抗がなかった。一人の生徒の考え

方が他の生徒の考え方と極端に異なっているととがはっきりしてきたととで.自分と人とのかかわ

りょうを，自然に問題にしたため.グループ解散後もお互いのことを想うようになっている。

他の生徒たちと考え方の異なる一人の生徒は， グループの中で他の人の好意を感じたり，少し他

の人の観方を変えたととろもあるけれど.彼の奥深いととろまでは.グループ・メンバーのやさし

さはとどかなかった@

3 はじめ℃グループ・カウンセ Uングに参加した2人の教師の感想、

金沢二水高校教諭 村 田 進 C英語担当〉

長年のグループ・カウシセり γグの実績も知らず，兼務をしていた立場上，打合せの会合にもあま

り参加できず，ほとんど予備知識なしに参加した私としては.正直いって何が起ろうとしているの

か，どんな問題が待ち構えているのか.考えただけで不安であった。またあらゆる面で未経験な私

が，問題を抱えた生徒に対してー#何ができるのか.われながらはなはだ心もとない気持であった。
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ただ生徒が何を考え，何を悩んでいるのか. 2泊3Efの合宿で彼等がどのような自我を露わし，

どのように変わっていくのか，私にはとても興味があったoまた教師の立場から.その時にフアグ

シリティターがどのような役割を果すのか.とれも興味があった。

もっともいざセタシ B ンが始まるや.そんな傍観者的な態度は吹き飛んでしまった。高校生は頭

の回転が早いせいかu 話題が煮つまらないうちに飛ぴがちである。私達は次々と展開する話し合い

に追いついて行かなければならない。そしてとれを適切に制御し.話し合いを深めていくととが.

私達フアタシロティターの役目であると思った。私も必死に話題の中に入り込もうとしたが，その

際前以て渡された 14項目からなるフアタシリティターの心得が大層頼りになった。

私達のグループAは，最初話す者と聞く者とがはっきりと分かれる傾向にあった。気まずい沈黙

を嫌って努めてしゃべろうとするE君はじめ上級生達と，黙っていてもちっとも気になら.ないF君

をはじめとする一年生達にである。そこで全部の生徒が一向に. 1つの話題についてみっちりと考

え発言できるゆとりと雰囲気が必要だと思った。

それは 1セヲシ ..:/3時間という長い時間と.フ 7 ヲシリティターの緩かい受容的態度によって

解決した。はじめは緊張した面持だった生徒連は，次第に打ち融けて，気楽に話し合うようになっ

てい〈のである οセッシ冒シを重ねる度に深まってい〈親密さに，私は感動を覚えた。授業中は精

彩を欠いた生徒が，生き生きとしゃべり，自分の気持を吐露する風景は，意外であり驚きであった。

またファッシ Pティターは，そんな生徒の持ち出す問題を親身になって考え.ある時はそれを把え

返し，ある時は助言し，ある時は共感して生徒を援護していった。こうして，はじめは一人舞台の

観があったE君も，自分の意見を述べるばかりでなく.積極的に相手の意見を求めていき，それに

耳を傾けるといった態度に変っていョた。下級生もすんなり意見が述べられる，くつろいだ雰囲気

が生れてきた。

その象徴的な出来事が第 3セy シ習ンで起った。物静かで.グループでもほとんどし+ぺらなか

ったF君が，高校に入学した当初 誰ともしゃべらず，先生を悩ませた.とぽつりと語った後のこ

とである。みなは一瞬シ-:/と静まり，気まずさの全然ない実にしみじみとした沈黙が訪れたので

ある o まるでF君の世界にみなが引き込まれたかのようだった。その時沈黙がにが手だと言うE君

は. rこんな沈黙だったら好きだ」と言い，みなも相づちを打った。私はF君を中心にみなが融け

合ったとの一瞬を忘れることができない。

こうして 1つ1つの個性が浮き彫りになって，おぼろげながらそれぞれの個性の輪郭が見えてく

るように思った。生徒が最後の感想で口々に言っていたように.表向きとは違ったその人の一面が

見えてくるのだった 3 外見が陽気に見えても傷つきゃすい女生徒，一見紳士的でも土方のアルバイ

トに生活の喜びを見出したという頼もしい男子生徒，快活でも一人でどんぐりの実を拾って感傷的

な一面を見せる上級生 etc.etc.…・・・私はわずか 2泊3日のうちに.いろいろな個性と頼もしい

人格に巡り会えたというしみじみとした印象を持つことができた。

正直いって生徒よりも長じているはずだと思っていた自分が.いつのまにか彼等の問題を自分の

問題のように把え.共に考えているのだった。生徒間ばかりか先生と生徒の閣の壁もな〈なって.
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最後には私達はほとんど対等に話し合った。もっともこの点に関しては.生徒は私達にもっともっ

と赤様々な姿を見せるようにと不満があるようであった。しかしB君が最後に，今まで先生は企業

内の人間のように思っていたが.そうではないと思うようになゥた.と言った時，私は救われたよ

うな気持になった。

話し合うという行為がどのような意味を持つのか知りたかった私は.自に見えて生き生きとする

生徒の変わりょうを見て.感慨深いものがあった。またあれから数カ月経った現在も.あの時芽ば

えた友情が.途絶えずにますます深まっている様や，参加生徒が今もひっきりなしに相談室を訪れ.

先生を慕っている様を見て，感慨を新たにしている。

このような機会をもっと設けて欲しいという生徒の一致した要望は 今度のグループ.カウンセリ

ングの成功を意味する反面.現実の場面でこのような機会がもっと取り入れられるべきことを指唆

している。友達同志の.また先生と生徒との裸のつきあいが，日常的な次元でもっともっと望まれ

ている，と私は思った。

金沢二水高校教諭 西 谷 隆教学担当)

参加する前のファァシリティターのミーティングで，私は「なぜこれほどこまかいことまで話し

合うのか ?Jと不思議に思った。例えば，参加予定の生徒が参加をしぶる場合のファツシりティタ

ーのアプローチや，グループ内で参加者が秘密を話し出しそうな場合のフアタシリティターの判断

など，私にとってはあまりこまかすぎるような感じがした。しかし.実際にグループカウンセリ γ

グに参加して.このような配慮がいかに重要であるかを知った。

グループカウンセロングは実にすばらしい合宿である。しかし誰にでもやれるものではないと思

うG なぜなら，そこでは人の心の深いところまでタ gチすることが多いので.そのために生じる生

徒の動揺にフォローできる人でなければうまくできないと思う。その点私は相談室の先生方に専門

性を感じた。それは生徒の心情に大へん敏感であるということである。

私自身は，最初のセッションで「いったいどういう場なのだろう? 何を話せばいいのだろう ?J

と思ったり，沈黙が重苦しくて「とんなところに来るのではなかったりと後悔したりした。しかし

いつの間にか自由な気持になって.私は言いたいととが言え，また生徒の意外な一面に， r被等が

あんなことを感じたり，考えたりしているのか。」と，一種の驚きを覚えたC

第4章 ブォロウ・アップ

くグループ後4ヶ月間一1975年 3月まで〉

(1) relDlIOn 情会合) (1974年 12月21日)

。グループCが中心となって.学校の相談室に集合。教師としてZ先生が参加。

0提唱者のK子は， rグループCの話し合いで， P男をもう少しょく理解したかったし， P男に対
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してもう少しやさしく-してあげたかった。学校に戻って.P男の教室に行ってみたが，何となく

P男がひとりぼっちみたいだから.もう一度，みんなでP男を励ましてあげたい。Jと語った。

Oしかし. p男は病気のため欠席中で，この reunionは. p男のためではなく .P男のクラスメー

トの I子のためのものになった。 I子は.P男の独断的なやり方(ホーム委員長として〉が.ク

ラス全体の反感をかい，副ホーム委員長としての自分の立場と， P男に対する自分自身の否定的

感情 と同時にP男を応援したい気持の交錯した感情を，みんなにきいてもらった。 I子は泣き

じ+くりながら話しつづけるうちに. 1子のほんとうの問題は.自分自身の部活動に関係がある

ととがわかった。グループAやグループBのメシバーも. 1子の悩みを静かにきき， 2時間にわ

たるグループ・セタシ，ンとなった。 I子は.みんなに励まされ，元気をとり戻し. rp男のこ

とは，同じクラスの私が応援する/Jと言うほEになった。

(2) 新年会(1975年 1月2日)

OグループAのE男の自宅に，全員が集まり.雑煮をつくってたべた。

0提唱者は，グループBのG子 (SD法によれば.マイナス経験ばかり)で，グループAのE男と

グループCのJ子と I子によびかけ.さらに，自分のクラスメートまで誘って，まる 1日.ゲー

ムやギターで楽しんだ。 R先生. S先生.U先生， z先生も参加。

op男が参加したので，みんながよろこんだ。

(3) 3年生を送る会(1975年2月9日)

0学校の近くにあるうどん屋の 2階に集まり，昼食会を聞き， 3年生の 3人に，それぞれプレゼン

トと色紙を贈り，色紙には.みんなで一言づっょせ書きをした。

o提唱者は.グループBのJ男で，グループAのC子やグループCのs男， J子， K子によびかけ

て.しっとりとした送別会をひらいた。 R先生と Z先生が参加。

(4) 相談室利用者の増加

0"グループ・カウンセロングの終わりは，人間関係の始まり，である。連日，相談室は満員で.

臨時に，応接室を I蔦2相談室」として使用せざるを得ないくらいであった。なかでも. 2年生

の男子と 1年生の女子(グループ以前には.ほとんど相談室にこなかった)が.常連となり.更

に，同じクラスあるいはクラブの仲間を連れて来て，数名で話し合うととが多かった。

o相談室が数学や英語の協同学習の場を提供したかたちになったこともあった。

(5) 周囲の人々(父兄や教師)から. r明らかに変化した」と認められた生徒

oM男， A男， L子の学習意欲と成績上昇。

oE男の生活態度，特に.欠席と遅刻の回数の著しい減少。

oE子の自信回復。

oF男， H男， 0男， Q男， S男の明朗性。無口であった彼らが，教室の中で.話すようになった。

く 1975年 4月一7月〉

グループ・カウンセリシグ終了後. 6ヶ月〈らいで，もう一度SD法をおとない，グループの影
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響を知りたいと，私たちは考えていたが，同じ学校の中で幾固となく顔を合せ，話し合う関係の中

で.テストをおこないたいという気持が，だんだんうすれてきた。そとで，各グループの責任者が

自分のグループ・メンパーのその後を.しっかりと把握することを申し合せた。

4月をむかえて，参加者のひとりが.登校を嫌がり 1ヶ月近〈欠席をつづけた。グループ参加

をよびかけたいと教師が思うような生徒は，たいてい，新しい環境備しいホーム主任とクラスメ

ート)に適応するのが下手な生徒である。しかも.彼の場合は. 3年生という進学色の強い，競争

のはげしい学年であり，その上.ホーム主任が，かつて彼の校則違反を目撃した教師であったため，

気おくれ(僕は，たとえ勉強しでも認めではもちえない)が強く，家にたてこもり.食事も十分に

とらずに 11自己修養b につとめることにした@しかし 1年前とはちがって.停年が改まると不

安定になる)今度は.大勢のグループの仲間がおり.毎日，毎日，電話や手紙で，また日曜日には

彼の家まで出かけていって.彼と話し合った。私たち相談室のスタタフは，養護教諭の協力を得て

ホーム主任と連けいを保ち，母親と話し合ったりもした。今回のケースの場合.彼と相談室のスタ

タフのラポートが大きく 11話し合う。ととには.彼は何ら抵抗をみせなかったので.教師側は.

あせらないで.時聞をかけて.彼が自らの不安を克服するのを待つ姿勢をとった。また.グループ

の仲間は，彼の欠席中のノートを.各科目ともっくり，彼が登校をするのを待っていた。そして.

遂に，彼自身が. r僕としては，少し不本意だけど.みんなが.僕のために，とんなに心配してく

れるのに.それに応えないわけにはいかないり といって登校した。それ以後.全然欠席もせず.

頑張っている。

また，ある生徒の父親が，癌で脚の切断手術をうけることになり，その生徒は心配のあまり，学

校で脳貧血で倒れた。しかし.グループの仲間のだれかがいつも.彼女のそばにいて，励ましつづ

け，無事に. 1学期を終えることができた。

く 1975年 7月における参加者のプロアィル〉

グループ A 

A男:学校生活をいきいきと楽しんでおり. 8月には，国際生活体験高校生グループに参加4 アメ

日カ 1ヶ月滞在の予定である。

B男:多くの友ができ.生活にリズムがあって.明るく楽しそうである。課外活動にも熱心である。

C男:グループの中で. 「先生」と合わなかったけれど，生徒会事務局の仕事を積極的に行ない.

高校生活を充実させている。

D男:3年生になって，落ち着きが出てきた。学習効果があがらないけれど，辛抱強く頑張ってい

る。

E男:3年生になって，考えこむ時もあったが，クラスの中で自分のすわるべき場所を見出し.自

分にカツをいれながら.頑張っている。

F男:1年生の頃からみたら，グループ後は別人のように.にこやかになり. 3年生の現在，人と
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も話すようになり・，成績も良い@

A子:父親の不幸にもめげず，小さい身体で頑張っている。英語の質問をよくする。

B子:生徒会の執行委員になり，学校中，かけめぐって活躍。

C子:グループ後.落ち着きが出て，学習面での計画性も出てきた 3

D子:ある商事会社に就職。進学を家庭の事情であきらめたが.英語の勉強をつづけて.いつかは

渡米したいと，はりきっている。

グループ B 

G男:小さい村から金沢という町に出てきて，学校にも.下宿生活にもなれなかった 1年生の頃か

らみると.みちがえる程の成長ぷり (授業中.特に数学の時などの発言やまわりの人と話を

たのしむ様子)である。

H男:成績は思わしくないらしいが，課外活動を熱心にやり，学校生活をたのしんでいる。

I男:新聞部で活麗。数学が学年で最高点。 P男と仲良くしている。

1男:グループ後.心理学を専攻して，社会福祉関係の仕事にたずさわりたいという夢をもち.学

習に一生けん命である。

K男:どちらかというと，勉強ばかりしていたK男だったが，グループ後.余裕ができたというか

ゆったりとしてきた感じである。かなり勉強はしている@

L男:グループ後，落ち着きが出てきて，学校生活の中で.目立つ言動が減った。目下，進学のた

め，勉強中。

E子:劣等感がうすれ，落ち着いてきた。苦手の理教系に努力している o

F子:美大を目ざして勉強中。母親の良き相談相手となっている。

G子:言語障害児教育にたずさわりたいという夢を抱いて，受験勉強中。

H子:保育短大で.楽し〈充実した日々を送っており. 1ヶ月に 1度くらい，二水高校を訪ね，後

輩を励ましてくれる 3

グループ C 

M男;合唱部で活躍。一方，夏休みの 1ヶ月をアメ Pカで過す予定 (A男と同じイログラムに参加)

で 1年前のM男からは想像もできない積極性がみられる。

N男:学校生活がイキイキしている。友だちもできて，たのしそうである。

O男:グループ後. r何かしなければ H ・H ・」と考えて.陸上部に入り. トレーニシグにはげみ，自

分に挑戦している。

P男:新聞部を止めて，ひたすら真国自に勉強している。 I男以外の友だちはいないようである。

相談室のスタッフとは，よく立ち話をしたり面接したりするが. 1年の時のようには，欠席

しな〈なった。また.rI年生の時のように苛々しな〈なった。あの合宿であんなによくし

+べったのは.何U、あの頃.発散したかったのだJとも語った。
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Q男春休みに，鼻の手術をうけたが. 3年生というむずかしいクラスの中で安定している@

グループ後，ほんとに明るくなって，現在受験勉強を一生けん命やっていても.教師は安心

してみていることができる。

R男:前回のグループ・カウ γセリングでは 「肩の力をぬくこと Jを知り，今回のグループ・カ

ウγセリングでは. r頑張るとと」の必要性を知り，父親の転勤にもかかわらず.アパート

にひとり残り，自炊しながら受験勉強をしている。

S男:自信を回復しつつある。 E男をパグク・アップすると共に.自分の進路についてもよく考え

て，美大ということにして，頑張っている。

I子:課外活動に一生けん命で イキイキしている O クラスの中でもリーダーシタプをとっている。

I子:成績抜群。ひとりでクヨクヨすることもあるけれど，かなり自分をきたえている感じ@

K子:将来.看護婦になりたいという夢をもって.学校生活を充実させている。 K子のまわりの人

は々K子の明るさと暖かさにたすけられている。

L子:英語方面の短大に進学。成績優秀。時々.相談室に電話して，後輩のととをたずねたり .r合

宿を是非.つづけてくださいJなどと，私たちにハッパをかけて〈れる。

米 楽 楽 業 う特 司4 ※ ヲ特

以上，グループ後 8ヶ月たった時点での参加者のプロフィルを簡単に記してみた。 SD法によっ

て，少しでもマイナス変化がみられた参加者について一言触れておかねばならないと思う。 C男

(先生). A子(母). G男(自分，男性，女性). 1男(女性，友人)は，他の項目で，かなり

プラス変化があるし.上記のプロフィルでわかるように.現在の学校生活は，全く「自分の学校J

といった感じでいるから，全然，グループがマイナスの影響をあたえたとはいえない。すべての項

目にわたってマイナスばかりであったG子とは 個人面接をくりかえしたわけだが，彼女は，自分

のグループに対するマイナス，割育が出せない状態で 2泊3日をすごしたことがわかったと同時に.

彼女自身の問題(友人関係)が.かなり大きく. 3年の春まで悩んだ。しかし，現在は，それもの

りこえて.受験勉強に頑張っている。

第 5章 スーパーパイザーによる考察

SD法による概念変化の量的検討

今回の合宿によって，参加者である生徒たちの心に何らかの変化が生ずるものと想定し，合宿の

直前と直後に SD法を実施した。とれによって，生徒たちの人物イメージ(自分・友人・親などに

《いての)に，どれほどの変化があったかを測定しようと試みたわけである。 (SD法については

第 3章結果参照)
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個人別の概念変化

グループ・カウンセリシグの前後に，人物イメージ(擁念)がどれほど変化したかを，個人別・

概念別に表示したのが第 1表である。変化の指標としてD値をとりあげた。 D値とは. SD法の形

容詞について. 7段階評定尺度上における前後の差 (d) を求め.とれを用いて 20対の形容詞に

つきftd2を算出したものである。
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かなり意味のある変化があったものといえるようである。

Grαp 

このD値がどれほどになれば.意味のある変化とみなせるかは.数理的根拠を求めにくいのであ

るが，経験的にいって 6.0以上になれば，
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ただし，生徒たちのSD評価の仕方にはかなりの個人差があり. 7段階に分けて評定するさいに，

非常に極端な評定(段階 1や7)を多くつける生徒がある一方，評定が中央に偏在する(つまり段

階 3--5につけるととが多い)生徒もあって.D値が6.0以上であっても意味の乏しい場合があり，

反対に 6.0以下であっても意味をもっ場合がありうると思われる。

D値が6.0以上であれば，意味のある概念変化があったものと仮定した場合。 8個の概念のすべて

てにおいてD値が6.0以下であった者は， グループ・カウンセ Pングによって人物イメージに変化

がもたらされなかった者というととができる。これに該当する生徒は. 31名中 8名 (26%)であ

る。換言すれば. r参加者の 4分の 3の者が，人物イメージに何らかの変化を示した」ということ

ができょう。ただし，上述のような理由から この結論は確定的なものとはいいにくい。

次に，今回のグループ・カウシセ pγグによって，どの人物イメージに変化が生じたかを調べて

みる。上述のようにD値が6.0以上の変化を示した生徒が31名中何名あったかを概念別に表示 ut

ものが第2表である。

第2表概念別の変化を示した人数

self others father mother male female t回 .cher friend 

変化あり 1 1 1 6 8 7 1 1 1 1 1 7 6 

変化なし 20 1 5 2 2 24 2 0 20 1 4 25 

合宿の中でとくに話題としても出ることの少なかった「父Jr母」の変化が比較的少なく. r人」
と「先生」に変化を示した人数が多くなっている。

2 概念変化の方向

これまでの「変化」は， グループの前後で何らかの変化がみられたか否かを示すだけであったが.

どのような変化であったかの吟味も欠かすことができない。詳細には個別的に吟味したが (P.35

-P.37) .ここでは概念(人物イメージ)の変化が好ましい(+)方向へ変ったか，好ましくな

い方向(ー)へ変ったかを検討する。

ととでいう「好ましい(+)J方向とは， SDの形容詞でいえば. r明るいJr暖かいJ r;満足

したJr.勇敢なJr幸福な Jr積極的Jr誠実なJr安定したJr意欲的Jrたのもしい」方向で

あり，との逆に，グループのあとで， r暗いJIi令たいJr1'満なJr臆病なJr不幸なJr消極

的Jr不誠実な」 河之安なJr無気力Jrたよりない」方向に変ったならば，好ましくない(一)

の変化とみる 3

20対の形容詞がある中で.好ましい方向への変化が多いもの(+).好まし〈ない方向への変

化が多いもの(ー).好ましい方向と好ましくない方向が混在しているもの(::!:::)にわけて，個人

別に表示したものが第 3表でのる。全体として，好ましい方向(+)への変化が多いととがわかる。

好ましくない方向への変化(ー)は .特定の生徒 (G子， G男)に集中しているととがうかがわれ

る。
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グループ別の特徴

今回の合宿は 3グルーフ.に分かれて，話し合いが行なわれた。同じ目的をもって，似たような構

成メシバーで話し合われたのではあるが 話題も進行状況も.たがいに相異があったものと想定さ

れる。そこで. SD法の結果から.各グループの特徴を記述してみる。

第4表は.グループJ}IJに概念変化のD値をまとめたものである。この表から読みとれるように，

3グループとも「人」概企に変化があった。(いずれも D値が6.0以上)とみられる。

また，第 3表に既に示したように，この「人」概念の変化は，そのほとんどが好ましい方向(+)

への変化である。
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第4表グループ別冊念変化のD値

self others father mother male female teacher friend (m回 n)

A 4.94 6.08 4. 7 4 4.66 5.33 4.83 6. 4 3 3.98 ( 5.1 2) 

B 4. 9 5 6.20 4.62 5.41 7.14 5.82 5.34 4.84 ( 5. 5 4) 

C 5. 4 6 6.23 4.44 4.29 5.4 1 5.70 6. 4 9 5.88 ( 5.4 9) 

「人」以外の概念については グループによって 変化の程度や方向に相異がみられるようであ

る。

グルーフ~Aでは， r先生」概念、にかなりの変化がみられる信事 4表)が.変化の方向は好ましい

(+)也のと好ましくないもの(ー)が混在している(第 3表)。

グループBでは. r男性J r女性」の概念にかなりの変化がみられる(第4表)が.変化の方向

は(+)と(ー)が混在している。

グループCでは， r先生」と「友人」の両概念が(+)の方向に変化を示しており傑3.第4

表)， そのほか. r男性Jr女性」の両概念において(+)への方向変化がうかがわれる。 r自分」
概念が.かなり変化の傾向をみせているのも特徴的であるが.との場合は変化の方向は(+)ある

いは(:t)である。

以上のようなグループ別の特徴は，あくまでも SD法の結果だけからの記述であって，とれは具

体的な各グループの経過や話し合いの内容と照合することによって.一層明確な意床をもつことに

なるであろう。

J an. 1 6. 1 9 7 5. 多田治夫記
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第 2 昔日

グループ・プロセス(部分逐語記録)

SD法とQuesti∞naireを用いて.今回のグループ・カウンセ JJ:/グの効果測定を行なったとこ

ろ 11自己理解と他者理解M という目標の達成度を知るととができた。しかし，それぞれの概念変

化をもたらしたものは.何かという.いわゆる参加者の心の変化のプロセスは，とれらの方法では

知ることができなかった。そとで，私たち相談室のスタタフは各グループの話し合い(12時間)

の一部を逐語記録して.グループ・カウンセリングの実態を少しでも知り，できることなら 3つの

グループの特色をうきぼりにしたいと考えた。個別カウンセリングにおいてよく言われるように，

話し合いの最初の何分間かが.その話し合いの質(雰囲気)を決めるように.私たちも考えていた

ので.第 1セヲシ冨シの最初の部分は 3つのグループ共. 15分-30分間記録した。 しかし，

やはり. 3時間づっの話し合いを 4回つみ重ねてい〈うちに，何回か山場みたいなものが訪れるの

で，その部分も記録してみた。

グループ A

第1セヲション (11/2 (土) 19:00-22:00) 

19時には.室に皆が集まっており.それぞれ思い思いの所に席を占めていた。 R先生が

皆に.録音することの了解を得て.録音機を室の片隅にセットする oR先生がS先生に声

をかけて，録音状態になョているととを確認する。 2分間程. iこの室は寒いなあ」とい

ったことで雑談。 R先生の次の言葉で話し合いが始まる。

R先生:そしたらね.あのー.時間は 7時.いまち主うどらしいんだけれど，これから 10時まで

なんです。ち主うど 3時間。 10時から後は，どれだけとこにいたくても.いちおう 10

時で，このとこを切る。時間だけは.はっきりしてほしい。中味は.はっきりしなくても

いいけども H ・H ・

E男 : 3時間も/

R先生:3時間は短い，短い，人生はながいんだ咲い)…・・・だいぶ.ながい感じした?

E男 :ながい……
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R先生:椅子があたたまって.ねむたーなった時分じゃない。

E男 :うん

A男 :スヲー久はいらんかね?

R先生:スチーム，はいる設備はできてるんやけど，まだらしい。

まわりの人と，寒いなあなどとざわざわ話し合い，みんな体をゆする。(沈黙 10秒)皆

なんとなくまわりを昆まわし. 3. 4人がくすくす笑い出す。

A男 :この議題なんや，議題。

R先生:議題?

A男 :うん。

R先生:議題は何んにもないんですo

A男 :そしたら紹介。

D男 :紹介，紹介

R先生:紹介?

D男 :紹介はやっぱり必要じゃないですか。

E男 :シ冨ウかい(一同笑い)じ+紹介ショウかい侠い)

T先生:言い出しっぺ。

E男 :ェーテと.0ホームのE男です H ・H ・(皆なんとなく E男の顔をみて笑う) (E男も笑いな

がら何か一言話すが開きとれない)。

R先生:それだけ?

E男 :あれ? ほんなに言わんなんのか?

R先生:いや.それでいいのならいいけどO

E男 :おん.ぽくはいい。はい。 (F男をうながす)

F男 :0ホームのF男です。そこにいる C男君と同じ学校です。

R先生:どう.同じか H ・H ・。

E男 :学校?

R先生:どう .F男君は鳥越じゃなかったっけな。

C男 :河内.河内，河内.河内/

R先生:あの水没するところ?

C男 :ちがう俣い)

T先生とその他数名:白峰，桑島.五味島それから H ・H ・

E男 :河内，助かるがね。

C男 :ちがう，一部だけつぶれる。

E男 :フーン。
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R先生:河内から何人来てる?

F男 : 1年が 3名. 2年が 1人. 3年がおらん H ・".。

R先生:そう……1年 3人おるから.いいな一。 2年 1人や。

C男 (不明)

T先生:私ですか?、 Tです。子持. 2人の子持のかあちゃんです。よろしく H ・H ・。

D男 :ぼく .0ホームのD男て言うのだけど.0ホームて言うたら，男ばかりのクラスで.なん

やかやガチャガチャした.きたねえし，まあ.とと 1年ぐらい，まあ，女の人と話しもな

いかと思うけど，そういうこともあって，今回はおおいに参加して......まあやる気あって

参加したんですけど，まあ.なんとかやっていこうじゃないかと思ってます。

S先生:あのー.D男君を教えている .0ホームを教えているsですけれども. 1年生，先生して

1年生，知ョてる顔，ちら，ちら，ちら H ・H ・よろしく H ・H ・0

D子 :フフン，とん中で3年のD子です。えっと. 3年なのに なんか.こんなとこ来てなんか

ひまやという人がいるので. 使い)ほんとにひまなんやけど.何んか，来るととがない

し来たみたいで，ほんでも何んか.えっと.話して充実したことができたらいいなあと思

っているのでH ・H ・えっと.これだけです。おわり。

A男 :えーっと.0ホームのA男です。えーっと，将棋が好きで，中学3年の頃将棋ばっかりし

とって，寝と J ても，将棋の棋譜が，棋譜って盤が自然に出てきて，寝れんかつてやっと

ったけど，今はその情熱も.もう薄れてしまって，何んか，何んとなく高校生活を送って

いる状態です。

D子 :あっ私，まだ好きな事言うのわすれとった。(皆大笑い)私，何んか，ボクシングがすご

く好きで. (笑い)こないだ..ホメタドア Pが勝ってすごく感激して，その次の日テス

トゃったけど.何んかポタポ，ポッポきて夢にも何んか マホメタトア Pの夢みていた

(笑い)

B男 :0ホームのB男です。出身は泉中学で H ・H ・そして中学の時は柔道や古ていて，そして県体

の選手に出て， 2位になりました o

C男 :0ホームのC男です。河内中学て言うとだれも知らんし，まあ.河内の三人だけで名を広

めようといって，ばかなことやってます o (笑い)

B子 :0ホームのB子です。何も別にありません。

C子 :0ホームのC子です。なんか，なぜ来たかといったら，ダシス部に部員入れようと思って

1年生の横にきていっしょうけんめい.入りませんか入りませんかといって(笑い)引っ

ぱっているんですけど. (B子とのやりとりになって不明)

B子 :中学校で体操やっとった。何んかダンスもすごくやりたいけれど.陸上部入っとるもんで.

かけもちはむりだろうと思っています。

A子 :0ホームのA子ですH ・H ・ほんだけ。

R先生:そんでない? Rです…・・(一通り自己紹介が終わってサ・ワサ・ヮとする。不明のととろが
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少しあ唱て)..・H ・D男君どう? 一応みんなの名前わかった?.・H ・

D男 :名前はおぼえれんもんねえ.顔はねえ，名前は別に必要ないみたいやし…・・・

R先生 :E男君最初に言うたんやけど.だいぶ皆後で何んやらかんやら言うたし，付け加えること

ないかワ

E男 :うんワ

R先生:付け加えることないかつて。

E男 :ウーシ/

R先生:いや，むりせんでもいいぞ。 俣い)すぐむりするから。(一同笑い)

E男 :そうだなあー俣い)えっとね。はじめ僕何んというか.R先生とかにさそわれて，はじ

めは来ないつもりやったんですけど.あることがありまして俣い)来たくなったという

感じで.まあ.今日一晩，あしたちょっと用事あるもんで帰りますので，今日一晩なんと

言うか…・・・たのしく.....--晩，思い出になるような話しができればいいと思ってますけど

…・・へへ俣い)..・H ・テープ入っとる?

R先生:入ってるよ一。

E男 :ワァー(ざわめき)

R先生:ずっと前から入ってるよ一。

E男 :こんな所で入れたら，ワーとなるやろね O

R先生:なんとか聞きとれるから O

E男 :ちょョとヘタにし+べると H ・H ・(一同大笑い)..・H ・ねえ 議題というものないがやろ。な

んか，議題というか，話し合うテーマというか.なかったら何も話せんしね。

R先生:なんかテー7 必要か H ・H ・

E男 :もしテーマ，何か 1つあればそれに関連して何か言える。またテーマ変わってゆく.そう

いうことできるかもしれんけど，はじめなにもなかったら.ぽんと何をする H ・H ・話し合い

だろ。テーマつかなきゃいけないだろ(ざわめき)…

D男 :僕……沈黙というのも話し合いの 1つの手であるというのか.なんかそういうのがあった

もんで……何んか経験したいような気もするし.沈黙しながら相手何考えとるかでいう.

そういうのもあっていいのじゃないかと思うしH ・H ・まあ 案外いろんなととやってきとる

し.テーマは，はじめきめてもいいけど，まあ別にこだわらんとこうやってやっていった

らいいのではないかと思うんですけど……。

E男 :そうや.今はこんなもんやけど・...また明日ぐらいになると，みんな話しだしてくると

思うし，話しがつまらんということになるかもしれんしH ・H ・3

R先生 :E男君みたいに，テーマがあったほうがいいと思う? (C子に向って)

E男 :いや，みんなが話しやすいんじゃないかと思って H ・H ・。

R先生 :C子さんもそんな感じする?

C子 :私.やっぱりー
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D子 :そこからずっと何か一番心にあるととをパタパタパーと，恋愛とか，友情とかみんなでバ

ーと言ったら?

A男 :そんなんまた整理するのたいへんや。

E男 :パタと何んか言えばいい，もし友情なら友情についてなんか話ししてまたそこからこんな

とともあったんか，だんだん，だんだんテーマ変えていって H ・H ・

D子 :何し+ぺる。フフン。やっぱり。

E男 :ゥー γそうだな。カウンセリングというんだから，やっぱ，ウ-:/.どんなもんかな一.

(笑い) (ざわめき)人と人との交わりというととについて話たってもいいし，授業中の

さH ・H ・今，高校時代にどんな考えを持っているかだとかH ・H ・ほんな感じでいいんじゃない

か?

D男 :カタコイイゾ/(皆笑う)..・H ・(沈黙 13秒)

E男 :沈黙のまま 3時間過すとおしりがいたくなるだけじゃないかなーと思うし，畳ゃったら寝

ることができるけど……。

R先生:そういう意味じ~.ことよかったね。(一同笑う) E男君だけいっしょうけんめい寝るか

もしれんけど (E男と笑いあう)……沈黙ということがでてるんだけど，今のところ全然

沈黙はないみたいなんだけどなあ一。

E男 :なに?

R先生:沈黙がないみたいなんだ。

E男 :沈黙か。

R先生:沈黙というのは，どんなもんかなあ一。

E男 :何んか話すことがあるのだけど，まだでんけど。

D子 :そんなにこだわらんでいいよ。

E男 :だから，それが一つまりなんていうかなあー今.みんなとんなこと話しでもいいなあーと

思っとるかもしれんけど，何んかこんなこと，知らない人らの前で言ったら自分がはずか

しいとか.そんな感じでないかな。話しの種があっても話せれんし，それがなんか，なん

というかな.なんか，去年行ったやつらの話しを聞けば，なんか二日目になると，なんか

皆がほぐれてきて.最後には話しやめといわれて.帰るよと言われても.なんか帰るのい

やになるというかそんな感情があったという。そんな点でまだなんか相手よく知っていな

いから……どんなやつだとか……。

R先生:何か安心してね。

E男 :話しだせんがみたい H ・H ・。

R先生:ほうやね。はじめてみる顔が多いしね。

E男 :ほんとに僕だって.わりかしはじめての人おるし H ・H ・。

R先生:顔はね。なんとなく見たことあるみたいなんだけど，そういう意味じゃ教師三人も同じみ

たいだね。
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T先生:一度や二度のつきあいはあるはずなんですけれども.名前と顔は一致しないですね H ・H ・。

E男 :僕はだから. s先生H ・H ・との先生全然しらなかって O先生からテストは今の新任の講師

にまかせましたからと言われて，あ一，だれかなーと思うとったんやけど。

R先生:講師じ+ないよ.先生。

E男 :それじ~.先生，いちおうグラマーのテストの時まわってきて.あーあの先生/ (-一向笑

い)..・H ・どうしてこんなむずかしい問題だすんだろう/(一同笑い)久しぶりに僕がグラ

マーのテストの勉強したのにとれじゃむりだなあー(一同笑い)不意をつかれたからなあーも

s先生:そんなにむずかしかった?

E男 :いや，むつかしかったというか.なぜか平生勉強してないから，山をかけたんやて(笑い)

O先生だったら.こんなもんだすなー。だいたい去年の.まあ.一学期のテストの資料を

パ-~と広げて，このへんだなあ一(一同笑い)いっしょうけんめいそこぽっかりやった

ら，ひょとんとおかしいとこから出ておった。(一同笑い)

S先生:あー，応用問題出したから。

E男 :うん，あれわかったけど。

S先生:教科書からでなく，でもそんなにもむずかしい問題でなかったと思う。

E男 :うん，なかったと思うの

この後S先生のテストをした後で感じたととが語られ.学習のことに話題が移ってゆく

第2セyション (11/3 (日) 9:00-12:00) 

このセタショ γが始まってから 2時間ほどたったところであるが. r先生Jr二水の男性」

「二水の女性Jなどが話題となり，皆. リラヲグスしてきた様子である。

R先生:さっきのA子さんの話しで， A子さん， F男君というのはあんまり知らなかったみたいな

んだけどね。~二水の男性は……』と言われると，僕はやっぱり頭にくるんやH・H・。せっ

かく，二水の男性がこれだけいるんだから.そこでとう，話しするという?な，本当にそ

の人を見ていて，青瓢箪ゃった? 何や 9たかな(笑い)本当に思われているんだったら

思われている人にとっては.腹のたつことだし。

A子 :だから，それはさヲき.昨日から 「二水の女性は…... .1]って言われたから(一同大笑い)

R先生:ほんならo"二水の女性は……』にひとつ付け加えて， A子さん見ていて二水の女性

は一』って感じはあんまり受けないね僕は H ・H ・D子さんにもそうだし・ H ・C子さんは.

まだちょっとわからない。ほかの人もまだち主っとわからない，僕にはわからないという

ことだけどね。 H ・H ・F男君については竺二水の男性は H ・H ・』というのは僕はちょっと.は

-57ー



っきりはわからないけど.さっきの.青瓢箪のことは，あたっていないと思う H ・H ・(くすく

〈す笑いがおきる)とわいというか.こわいというのは，恐ろしいという意味じゃなくっ

てね。

T先生:何か中に持っているものがあるというような。

S先生:しんが，ス、世-'t/と。

R先生:うん。

T先生:それが二水の典型的な。

R先生:そういう意味では.すご〈伝統というかな.もっているかもしれない。いわゆる.青瓢箪

的な表面に現われてるね，そんな軽いものじゃなくてね.大きいものが.二水の生徒とし

て何んかもっている。まだよくわからないからね。そんなふうに.F男君気持ち悪かった

ら何んか少し訂正してくれよ。

F男 :いや，別に気持ち悪いととはないけど，……1年の時.最初2週間くらい.ほとんどだれ

とも口きかんで.その時にも，何んか，先生が.ものすごくとわかった言うとって H ・H ・0

D子 :ほんでも一人でおれるっていうのはずやっぱりちょっと強いのじ+ない?やっぱりなん

か強そうに見えても.やっぱり一人でおれんで，何んかほら・・・・・4まとほら，休み時間なん

かでも，輸になんか集まってぽっかりしかおれん人おるやろ。あんなん見たら，ちょっと

弱いような気がするしっ

R先生:今 .F男君みていて，どんな感じする?

D子 :私.私に似とらんというととろあるなあ一。私，だって，何か一人でおったら，いい時も

あるけど，何んかすぐ，一匹狼なんか，かっこいいなあーと思うけど，ほんなふラになれ

んような気もするし，でも.なりたいなあーとも思うし。

R先生 :F男君も，一匹狼的な感じが自分の中にあるような気がしてた?

F男 :まーあるでしょうね。ずっと.だれに対してでもしらじらしいというか。そんな気持をも

っていた。自分から何んかしていこうというのが，あんまり H ・H ・かけとるみたいで……い

つも一人でおって H ・...。

D子 :まだ.一人でおれるときは，一人で.一人でおらんなん時があると思うけどね。一人でお

らんなん，あれ?一人で......いなければv、けない時が，あると思うのや。 俣い)

E男 :まあ一応.僕だってね……。

D子 :でもいつも一人ゃったら.さびしい気もする。

E男 :そうだねっ

D子 :ねえ。

E男 :僕は絶対，何んか一人.夜一人でとう……何んていうか，一人で， ウンウンとな，考えご

とするとな，そんなことは好きな方やけど，何んか人がまわりにおればねえ，がぱっと，

そしたら，俺.やっぱり，自分は一人でおれん……。

D子 :私も/
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T先生:たくさんの中におっても一人でおれるっていうような人は強いね。

E男 :だから，そんな.そんなことできることは.根本的にね。僕ら，強いと思う。僕は.弱い

からすぐね。人がまわりにガヤガヤしとるとね。入ってゆく/ 自分で，とう.きちっと，

ウーン，というか.できん。

D子 :なんかいっぱい人がいて.たのしい感じゃョて.自分一人はなれとーたらなおさら.なん

か寂しいというか，弧独って気がして。

E男 :まあ，まわりにだれもおらんみたいというときは，一人でい〈らでもおれるけれども@

D男 :そうね。

E男 :おれることはおれるけど?まわりにガヤガヤいると，あー，一人や H ・H ・。

D子 :私，よく.自分一人でなんか考えたい時あっても，なんかまわりのことが 気になあ時，

自分，弱いなーと思うし H ・H ・やっぱり.一人のときと.皆んなで.あの H ・H ・皆んなでエッ

ト，おれるときと，両方もてると一番強いなーと思うけど H ・H ・。

E男 :でもやっぱりね。たくさんの人の中におってね。自分一人とう.DI1立して，なんとなく

やっぱりなりたいと思ってというか，そんなんじゃなくってね。じっとこう，なんとも思

わず，ずっとおれるっていうととは，ほんと，心，強くないとできるととじゃないと思う。

R先生:なんとなくまわりに合わさないと不安?

E男 :したいけど.したいけどできないというのとまたちがってね。まだまだふらふらと(不明)

僕はそういうととができませんね。一人きりになって 一人ぽっちになって，一人で考え

るというか，まわりにガヤガヤ騒いでいるのに一人ぽっちになって，なってしもうて(以

下不明)

D子 :ほんとに皆んなでおりたいなーと思うとき，おれたらいいのだけどね，一。なんかそうでな

〈一人でおりたいなあーと思うときでも.皆んながパーツとおると，なんか皆んなのそば

に行きたいような寂しいような気がして，そんなとき，ちょっと弱いなあーという気する

…"恨んなととわかっていて，なんか重いな，皆んなと遊ぴ.自分でおりたいなーと思う

ときもあるし H ・...。

(誰かのため息)

R先生 :C子さん，どうした?

E男 :おなかへってきてね使い)朝あんだけのおかずやろ，まいった。

C子 :やっぱり.なんか皆んなといっしょにいないと，不安やし H ・H ・0

E男 :女の子，特にそういうこと強いみたい，男はあんまり。

C子 :ただトイレにいっしょに行くって.安心するやろ。あれかつて，友達.やっぱりそういう

形式的なことよりも，なんかい。し主にいないと，……それがっ

(数人が， トイレにかけて『安心してできない ?JJで一同大笑い)

C子 :それはそう思ってでも，友達なんでものは.それにあてはまるものだし

R先生:だれかといっし主にいるってことの証拠 H ・H ・。
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C子 :ウン，ウン・・だから安心できるってとともあるし H ・H ・。

R先生(不明)楽しい感じの友達とちがうの?

C子 :ウン。かえっていやな気持のときもあるし.いっしょのときにかえって.なおさら，自分

が孤立しているなーと感じたときもあるしH ・H ・すごく合わせて，合わしとる自分があるみ

たい H ・H ・0 、

D子 :休み時間なんかでも.ワーッとかたまるやろ，ね H ・H ・あの絶対きまっているようなグルー

プが，あんなんなると，たいていみると.イヤダナーと思うけれど，たまに自分がそとに

入って，皆んなと話すと，ただ楽しいなーという思いで.でも離れてみると.イヤーダナ

と思う…・・・。

R先生:皆んなの中へ入っていっても，グルグルーツとまわりみまわしでも，皆んなと離れている

と，すごく不安な孤独な感じがするんだね?..・H ・。

D子 :なんか.倫社でもあョたけど.なんやろ都会の孤独とか.そんなの。

(誰かが，ハアーとため息をつく)

D子 :なんか.たとえば片町とかで，一人でおって，ポケーって.なんかポケーって.あのー

パス停とかで待っとったりなんかしとって，バーっと人の通りすぎるのを.ザーって.ジ

ーっと見とったらなんとなく.皆んな別人に見えてきて.なんとなく.なんかいなかの真

中にいるより，もっと寂しく感じる……・

S先生:孤独には. 2通りのタイプがあって.今みたいな.誰も，誰もいないところでの寂しさと.

多勢の人の中にいてしとたま孤独を味わう人と 2通りある。

D子 :都会の孤独の方が，きびしい気がするなー。

E男 :きびしいどとろか。

D子冷たいような。

E男 :自分自身.こわれるかも bれない。

D子 : ゥγ…・・・。

C子 :山ゃったら，自然にとけとめるから，かえって。

D子 :そうそう H ・H ・自然というものがあるからね H ・...。

E男 : (不明)山ちゅうのが好きだな。山から下をみおろすというのが H ・H ・(不明)

R先生 :F男君，今 H ・H ・このグループの中におって，どんな感じ?..・H ・。

F男 : (不明)・…・僕入学してそれからだれとも親しくならんで，ずっと一人だけで.まわりに

知ってる人が全然いなくって一一-"

R先生:知らぬ人ばかりの中(不明)..・H ・。

E男 :すごい沈黙ですね o (皆ふっと我にかえったような感じでまわりをみまわす)

R先生:いやかった? 沈黙してるの".....。

E男 :なんというか.スーっと沈黙になったやろ，ね，なんか.いやな感じしなかった。、

D子 :気持いいねえ一。
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E男 :不思議だーと思って.今.考えとった……なんか話しが.フーっとなったね。

s先生 :F男君の胸に，スーっと引きとまれた感じがして(多くが，自分もそのような思いだとい

う顔をしてつぶやく)

E男 :何んか僕も.そんな感じしてH ・H ・これが調和という感じ(笑い)..・H ・0

D男 : (不明)

R先生(不明)

D男 :僕・・・・・僕なんか. どっちかいうたら，たまに，きのうの夕方かつて. ヒ冒シと外へ出てい

って，空ずっと見とったけれど，わし，昔，空飛びたいと思ってた。

T先生:ウンウシ。

D男 :ま，そんなことは.いいとして，ま.僕，ときたま，そんなことするのかも知らんけど，

えョ è ，別に，僕.一人でもいゃんないがえ。そり~，皆んなおっと，皆んなおるとワー

ってさわく・し，誰 H ・H ・ち Iっと知らんでも，誰にもオースって H ・H ・あんまり言わんかな?

ちょっと誤解される時もあるけど，なるべく，そういうふうに，あるときは.パーって自

分を出せばいいがえ。ほうかっちゅうて，僕，別に.なんで一人になるかっちゅうと，一

人になった時に.えうと，いろんなことを考えてみるがえ。そしたら，そしたらまた.皆

んなのとと行きたくなったりするし.えっと.そういう点では.僕は，そういうもんに流

されとらんと自分では思うとるがえ H ・H ・ほんで，たまに町へ，僕.たまに，人の顔見たー

なってくるがえ…・・町なんか一人でいって H ・H ・おもしろいよ.まあ，寂しい面もあるけど

まだまだ捨てたもんでもないなーと思うし H ・H ・なんかおもしろいね。だま古て人の顔見と

ると H ・H ・0

R先生(不明)

D男 :こんちは.とんちは←って言うの.わりと，おれ，挨拶っていうの.あんがい好きでねー

とんちはーとかね，あんやとーとかね。なんともいえんね(笑い)ほんとに僕.ああいう

こと好きやねー(笑い)あんやとー，いさましいけどね.なんかうれしいねー。で，庖で

ものをこうてもね一。

E男 :僕の小さいときはよく，おふ〈ろにつれられて近江町行ったけど，おもしろいぞ，あんな

の(口まねで) If'さあ，いらっしゃい.いらっしゃい/JJ僕もまねするがや.あすと行っ

てね。If'さあいらっしゃい.いらっしゃい」 使い)…・・・っ

R先生:なんか.D男君は，一声かけるだけで，なんか.すごく。

D男 :僕は.学校でも H ・H ・たいてい.ほんなん(そんなこと)しとるんやないかと思うけどH ・H ・

別にそれは……どうのとうのいうのじ+なくって……ただね，ぱっと H ・M ・。

R先生:なんとなくね……無理してやってるのじゃなくって，そうするととでr

D男 :別に無理……だから無理じゃないから…・・そうやし僕は。

E男 :スーパーマーケ p トで買物するやろ 近江町で買物するがと，買物の張り合いが.ちごて

くる。
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T先生:ウシ。

E男 :あすこゃったらね。Irこれーもうちょっとまからんけー」と言うとIi"ょっしゃ/こんだ

けやdJって，ほんながで@スーパーマーケットは，ガランガランガランガラン(笑い)

僕のお友達にね.知りあいあって あそこの庖出しとるとこのね.一回，去年の夏休み.

泊りにいったとき，そいつがバイトでやるいうとったとき.わしもやらしてくれ言うて.

rさあいらっしゃい，いらっし+い，いらっしゃい」いうて大きな声出して.おもしろい

な一。とんな仕事おもしろいなーっておもった。へたな.そんなマーケットとかやるより，

やヲぱり，とういう，なんていうか.自分がやる「おい/こんだけ安くするモノ』ああい子

の楽しい商売ゃなーと思うて.なんかこういう，あんなふうにしとると.生きがいがでて

くると思うがや。

S先生:そう/生活があるからね。

E男 :やっぱり，ああいう生き方・大好きやね。大好きというか.あんながやりたいと思ってね，

なんかそういう感じながや…・・生きがいっていうか.そういうの感じる。サラリーマンも

ね。やれば.出世できるし.生きがい.あればあるけどね。なんかね。その会社なら会社.

の一人にしかすぎない。でも，なんかね。一人でやれば.自分がそれ全体やろ，そんな感

じになったりする。

D子 :ほんな.歯車的なのが.いやなんやろ?

E男 :ウシ……自分が働かんとけば金入ってこんし，働けば働いただけ H ・H ・。でも今すぐそれ

できるかっていうたら H ・H ・だからね。

R先生(不明)

E男 : (不明)…...先生も.生きがいあるかもしれんけどね。

D子 :先生が←?

E男 :やっぱりそう考えるかもしれんけど.やっぱり僕としては，先生に.魅力，感じんがや.

. .....やっぱり先生ちゅうたら，大先生，そこらじゅうにおるもんやね。見てきとるしね・・・。

D子 :わたし.00先生に「先生になるが絶対いやや』言うたらIrD子さん，先生になったら.

人気でるよー」って言うてfi'，あんた学校サボルさかい (授業の)カタトいっぱいでき

るさかい』って(一同大笑い)

先生なるがやったら 土方するわいねー(一同大笑い)でも，力仕事って.なんか好きな

気がする H ・H ・0

E男 :僕もね。土方.金あたる(もらえる)さかいって，土方たくさん金あたるわけや。土方し

て金ためるかと思うてね。土方行ったけどね.一日行ったら.次の日もうだめゃった。

B男 :わしも，土方，夏休みゃったがやけれど，あれで，お金のありがたさっていうものを，しみじ

み H ・H ・ものすごい.心に感じたわ......。

E男 :金ほしいさかい，なんかパイ人いいがないかつて，土方もうかる/ ょっしゃ.土方や

っちゃるわいって，一日行ったら次の日.肩痛いし，そこらじゅう痛いわいね。
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T先生:ゥ γ。

E男 :次の日休んで.また 1日行って，そしてそれっきり. 3日ほど行って 1万ちょっとあった

けどね。ほんで終った。

R先生 :B男君はどんなん?

B男 :あ一.あのー，道路のガタガタのととろ，そこのだとぺと無くすがに。それがまた.炎天

下で，頭から湯気あがるほど.その日はものすごい暑うてね H ・H ・。

E男 :僕，ヘルメットかしてもらったけど.ヘルメットかぶれたもんでないね。ものすごく暑う

て・・・…ほしたら.若い人きて「だら/頭に水かけてへルメクトかぶるがや」って(皆大

笑い)そんながで，身体中，もう，まっかにな古て H ・H ・冬せいちゅうたら，冬かつてひど

いやろ H ・H ・ベチャベチャになってH ・H ・あんなん考えたら，土方いくら高いっていうても，

安いやろなーって思う H ・H ・。

R先生 :B男君は.はじめて自分でお金かせいだの?

B男 :いや前にも.新聞配達して中学のとき.ほんとき…-一月，一月が2千円ちょっと H ・H ・ほ

んでもまあ，はじめて，はじめてもらったとき，ものすごい嬉しかったけど，ほして，今年

の夏休みゃったとき. 1日. 3千円で8時間やけど.ほんで.やっとったら.ものすごい

つらいがや/

R先生:ウシ O

B男 :だから早く 12時にならんかなー. 12時にならんかな一.それぼつか頭にあって，ほんで

とんど.昼めし食べたら，早く 5時にならんかなー(一同大笑い)それぼつか/毎日同

じ繰り返しでも，そんでも.そこにも，いろんな人がおってー・…・・なんか大人の一面ちゆ

か，そういうとこ見れたし H ・H ・ほして.なんか ダシプの運転手に，ちょョと，暴力団み

たいな人おったがや.その.関西の方の人やけど，そんでもその人.あのー，外見的には

おそろしいけど・H ・なかなか.人間ゃなーって思うたo..・H ・。

E男 :僕は 3日 俣い).ほんでちょっと純喫茶でも，パーテシみたいなととやって。

D子 :バーテシやっても，ひどさわかる?

E男 :なかなかひどいね。あれも。 1日じゅう立っとらんなん。足のうらが.イターなョて，家

帰ったらもう，足あげて寝るもン。っかれてね。ほんなん.やっぱ，ひどいわい。らくそ

うに見えても…・・やっぱ，見ればね。あんなん.ちょっちょっとやって，らくやと思うや

ろ。ひづどいもう/

C子 :ずうっと立てっとるだけやろ?

E男 :立てっとるだけやろ H ・H ・立てっとるだけでもね。単独の仕事ちゅうのは.一番ひどいわ/

だからデパートの売り子なんかも，ただ立てっとるだけで金あたるさかい，らくやろなー

と思うても.立てっとるということ単独で.ものすごくひどい…・・僕，しょっちゅう，お

客さんおらんがなったら，ソファーに，ワーって H ・H ・

D子 :なんかねー。昨日も言ラたけど.なんか，就職になるかもしれんとか言うとったけどH ・H ・
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なんかほんな，なんか自分の考えに，甘いなーって思うとき.ょうあるがー.なんでかな

ーって.ょう考えたら，やっぱ ，自分で.ほんなアルバイトもしたととないし，自分で

そんなお金かせいだととなくて，いつもお小遣 ηまい」言うてもろとるやろ。ほうやさかい.

ほんなとこから，なんか甘い.ほんなをこ絶対甘いからね。お金なんか.ほんな.ガバタ

と無駄遣い，、ょうするし・・・・・・ほうやさかい，なんか.自分が働らいで， もう少し.厳しく

なれるかなーって思うて・・・・・・ウシ…・・宅ほうやさかい.ほれでもいいなーと思う。やっぱし，

働かな，お金のありがたみって，わからんような気がするし……。もろとったら，なんで

もすぐ，パフパーと買いたくなってね。ほうして，買うたあと，むなしーなってね……。

とのあと.D男が，本当に労働している人に接してから，自分の浮わついた考えに気づい

てきたととと，最近，親に対しても理解的な気持になってきた自分を語り.親に対する思

いがそれぞれ述べられる。 C子は，母親は，おろかな方がいいと語!'.l.C男.B子も.自

分の親に対する思いを述べる。

第3セヲション (11/3 (日) 19: 00-22: 00) 

このセクションが始まってから，約40分ほどたった頃であるが. E男が，自分をふりか

えり，失敗はした〈ないが，失敗してでもやってみたいことのある自分を語り， 1年生を

見て，なにを今考えているのか.思っているのか知りたいと問いかける。そして， .3年聞

が，ア?というまに過ぎてしまいそうな不安を，自分の中にも 1年生の中にも感じると

いうことを話す。

E男 :どうですか， A子さん。

A子 :だいぶ変ったみたい。中学の時から比べると .00中学自体が・・・・・・なんていうか H ・H ・3年

の時にね。クラスの先生が案外きびしい先生で，テストの前なんか，よく電話かけてきて

そして E効強やっとるか」。

A男 :だれや?

A子 :00先生。そして，なんか，えっと，先生にしきられているというか......そんな感じゃっ

たがや。やっぱり，二水入ったら，規則とかそんなん.厳しいというけど，やっぱり中学

から比べたら楽で……ハメをはずしすぎたというか・・・・・・遊びすぎた感じ H ・H ・。

R先生:ぉ尻をたたいてくれる先生が.いなくなったみたい?

A子 :うん。……

E男 :今.B男君，柔道やっとるがや?

B男 : 2年生，なんもこんがえ。 O男とかO男とか.サボってぽっかり。
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A男 :0男って，部長か?

E男 :ちがういね。 O男がいね。 O男は.あいつはもう.な H ・H ・0男は・・…・今.やっぱ . 1年

としては.学校で，クラプならグラブやるって，そんで.精いっぱい?.. 

s先生:何んか望みある?

B男 :今なーん。そんな，ひまーないっていうか H ・H ・なんていうかな H ・H ・宿題ぽっかりに追いま

わされているというか，ほんなような感じゃね。

伏勢):宿題か一。宿題ほんなにあるがー?

B男 :数学./ 00先生ものすごく出すやろ(ざわめき.笑い)

E男 :ありや.宿題のオエでないけ./(ー局，大笑い)

A男 :ほんなん.すごいね。

B男 :ひどいぞ。授業/

E男 :宿題ということぽ.ほんとにひさしぶりや。

D男 :宿題か一。

R先生:おわれてるか。

B男 :英語なんか.予習していかんだら，学校で，先生，すぐ「とれ訳せ」て言うて.そして訳

せんだら11"君なぜしてこなかったの?J1って理由きいて，また「ひまがなかった』って

言うたら11'なぜ，ひまがなかったの?」(一同笑い)ずーと追求してゆくがえ。ほした

ら.生徒，なんも言えんがになって，そして，絶対.予習してとなー，なまけもののわけ，

なってしもうがや H ・H ・。

B子 :わたしら予習してこんかったら. r次のときにまわします」で予約するがや。

S先生 :xx先生やろ。

D子 :xx先生?

B子 :うん。

D子 :あの先生.いいねえ・H ・私，一番最初. XX先生見て，なんかものすごい厳しーい，嫌

いやなーって，思うて.ょうね，なんか.先生になんか言うとったけど.ょう話しとったら

ものすと、、いい先生で.あの先生のおかげで.で，なんか.英語が，ものすごい好きにな官

たみたい気がして......もう.ずーっと，あの先生.ぽんとになんか.英語にしては.恩人

ゃなと思うとるがえ・…“ほして，ものすごくなんか授業が.ものすごく充実しと一るやろ，

ね。

B子 :休み時間もやるしね。

D子 :あの先生，一時間ぴっちり聞いとったら，あー，もっとしたいなーって気もするしね H ・H ・

なんかo

F男 :わしら，グラマーの時間. 15分ぐらい.質問されても.全然答えんと(笑い)おこられ

た。(-一同笑い)ひとことも言わんと H ・H ・まわりの人.答えおしえてくれたけど，言わな

んだ(一同大笑い)。リーダーの時間になると，次々にあててゆくがえ。わからんだら，
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「はい次/ うしろ/ うしろ/~って。

E男 :xx先生もそうや。 xx先生もそうや/わからんだら.すぐ次/……答えようかなって

思うとるときIi"はい次/.AってH ・H ・ありゃ。(笑)..・ a・・。

C男 :00先生，ノ絶対一言，言うわい H ・H ・してなかったらおこられるしな一Ii'おまえ，ここ大

事でしょ」って。ほしたらif'すいません ω、さい声)dI ..・H ・(一同大笑い)…

D子 :00先生.すっこしも.すごみないねo ..・H ・え H ・H ・(一同あっけにとられ.そして大笑い)

C男 :おもしろいがいや。

D子 :おもしろい?

A子 :だけど今.先生かわつたがや.今，グラマ一の先生.“…...日…..そしたら。

D子 :00先生て.あの00先生"…....
A子 :00先生から.“….日...….日.名名前知らんけど..…....…，.。

S先生 :D先生だな。

E男 :D先生?

A子 :女の先生。

S先生:ムム先生.きれいな人。

E男 :あ，ムム先生。

A子 :ぼしたら一ね。私の友達っていうたら，英語の好きな人あんまりおらんがや(一同笑い)

そしたらね。なんか，えっと，グラマーの時間.最初いやーやったがえ.あの，なんか.

パッパッパーと順番ゃなくってね，いろんなところあててくしね。順番ゃったら一，まだ

まだこんていったら……なんか，ゆとりあるけどね H ・H ・なんか順番でないから H ・H ・かなら

ず授業きいとらんやろ H ・H ・それがなんか，今の先生になったら…・・・順番なんけどね.わか

らんかったら. 1人に 20分ぐらいかけるがや.そしたら，最後になったら，半泣きにな

ってやっとるし，私の場合，今のところまだ無事やけどね。いずれそうなるし，だから.

そんなん言うとったら .00先生よかったなーっていうか.わからんかったら.その前に

10題ぐらい，簡単なんバヲパタパーってやってて.最後にそのむずかしいがを.パッと

言ってくれるがや。そして，その先生.むずかしいがをいきなりやれって言われてなんか

わからんって立っとったら，だまったまんまで. 20分かけるやろ。それで，クラスの子

ら，グラマーの時聞になったら，皆，机を.後の方にやって.皆くっつけて，もう，なん

か，団結するがや。だから.そんなんで.今の授業ゃったら .00先生がよかったという

感じ H ・H ・

このあと，学習についての苦労話しゃ，中学の思い出話しなどが楽しく語られる。英語

のにがてなA子をC子やS先生を中心に皆がはげました。
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グノレ 4 プ B

第1セyション (11/2 (土) 19:00← 22 : 00) 

各自，おもいおもいの場所に所定の時間までについている。 2年生男子. 1年生男子.女

子と 3つに分かれて座っている。 3人の先生がその聞にそれぞれ座る。最初U先生がテー

プをとることについて説明すると.L男が難色を示して.重苦しい稼囲気になったが.G

子が昨年のととを話して，テープをとることについては全員了承する。沈黙 20秒でスタ -r~

F子 :U先生，先生，司会ですか?

U先生:司会というととはないがやけど。

F子 :なんか全然.話が出てこないし使い.苦笑い)

K男 :僕も，いっぺんZ先生に話聞いたことがあるけれど， U先生はこんな場に立った時，いつ

も黙ってて，みんな，なんか話し出すのを待っているというのを聞いたことがあるけど.'

H ・H ・。そんなになったら，最初の方で出しにくいし.やっぱり話題を変えるかなにか・"0

F子 :G子さんじ宇ないけど.ほんとにもったいない。ねえ。

K男 :なにしたら良い?

F子 :だから先生，決めてないんですか?

u先生:加に……。

L男 最初--!r..，決め ξいて，あとかわっていったら……。

G子 :そんなことより，こんなこと.言いたーいという人，おらんがH ・H ・。いいたーいという人……。

U先生:なんかほんなら.とう.やりたいとと，みんなで.一人一人言ってみる? 今，なんか，

あの a アンケートみたいなもの.とったけど，あの.ちょっと。みたけど.今とちょっと

気持が違っkるかもしんないなという気がするけど。とつたときより，.….....

F子 先先生.とにかく'きつかけに.なんか話しないと，全然話が.日…...“…..。

K男 :あとは何とか H ・H ・ボソポソ H ・H ・0 はじめは半強制的みたいな感じで.ゃった方が H ・H ・。そ

うしないと，あとつづかない......。

U先生:ほんなら，強制して，一人一人，言いたいとと.話してください。言いたいとと。

H子 :ぇ~と。夏休みの 35ホームで，やっぱし，とんなような合宿をやったんですけど，そん

時私たちのグループは.なんか恋愛のことについて，話し合ったわけで，なんか仁口先生

の思いがけない奥さんとの，なんか.駆落の話について，先生とか，あの.みんなの今ま

で知らない面を.いっぱい知ったし.なんか.恋愛ですご<.話がはずんだし.私.こう

いうことを開きたい H ・H ・。どうぞ。

I男 :あっ僕。ぇ~と.一学期のとき，能登青年の家でなんか合宿してた時.え~と.そん時，

こラいう，ディスカヲシ冨ンをやったんですけど.はじめ，なんか，人間の理想について
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とか，そんな恐ろしいと言うか.あまり.ち主ヲと何か答えの出ないようなことについて.

話し合おうとしていたんですけど.ものすごく.みんな，うまくいってね，え~と，まあ.

あの.なんちゅうかあの，成功したというか，そんなんですけど.え~と，まあえ~と.

はじめ話題.出なくてもいいから.ち zっと待って.まあ.え~と，いろいろ，みんなか

ら.言いたいととをそれぞれ，え~と，言ってもらって，自分では.何か.やっぱり恋愛

とか，男女の異性についてやっぱり話してみたいんですけど.え~と.そんな風にして，

やっていってみたら良いんじ+ないかと思いますo ..・H ・次，どうぞ。

H男 おれも.恋愛のことについて，話した方が，話が.とんとん拍子にい〈んじ+ないかと一

，.. ... 巴俣笑い川) 

E子 :私も男女交際のとと，あと友達のとととか.. ….“...… .. 

w先生:みんな言うてもいいですか。あの仕事がなんていうのかな。こぞんじの人.いらっしゃる

かな。むかし.いや.ちがう，今年の 3月まで.加能学園という，ごぞんじの人いらっし

ゃる? そこ，名前がかわってね. 4月から，そこの方たちと色々授業とか.生活のとと

について，やっとるんやけれど，仕事そのものの類から，児童相談とかやっとったわけや

ね。そうすると.だんだん.とう，言うてみると.かたよってい〈んやなあ。よく.子供

がわからなくなるみたいなちょっと，言い方，悪いかな，なんか，そんな感じで.自分に

子供おるんやけれども自分の子をみてると.全然，おかしくって.私は，今，いっている

ところの，子供の生活をみてると，もっと，しっかりしている。そんなんで，少し.こう

わからんようなところがある自分が，こう，毎日いっしょに生活している子供がわからん

で，いっしょに生活しなくって，学習場面におる子供が非常にしっかりしている。その辺

が，なんでおきとるのかなあという疑問をずっと.持っておるもんでね。

そういう風になっているのは.私自身の態度なんかなぁと僕は，思っていますので.そん

なところで.君たちと話ができたら，いいなあという感じで，今日来たんかなあと.その

ようなととで・・日山・。別に，特にとんなととを話したいというととはないんで.なんでも

いい。話し合いができればよい。こんな感じでいます。

G子 : J RCの宣伝に来ました。 1年生，一人もいないのよ。もうつぶれそうで倒れかけてて.

部長さんもやめたいといってるし.もうほんとに，倒れかけなんだ。だから. J RCに入

りましょう。どうぞ。

F子 :私はとにかく.なんとなくみんなと話したくてきたんだけど...きのう.テスト終って，ク

ラスの予たちと.話したこととかね.さっき，ちょっと集まって.話してたのは，わりと

宗教のことに最近.興味恋って，みんな宗教のこと，どういう風に考えているのかなあと

思って，みんなの考え聞きたい。

G男 :ぼく，やっぱり男女関係。特に H ・H ・(笑い)

V先生:あっ，無視された n

G男 :あっ.どうぞ。
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V先生:僕は，あの，今年.カウンセラーの一員に加えられたんやけど，現在，今は. 10年も違

えば，生徒の考えも違ってくるというんで.高校生の考え方が.わからん面がたくさんあ

る。それでまあ.具体的に，どういうことを考え.どういうことを悩んだり.どういうこ

とを希望しているのか具体的に聞きたいという希望をもっている。それと今. J RCの話

がでたけれど，演劇部も，一年生は一人もいないんで.どんなんか知らんがやけど.顧問

が悪いせいか知らんがやけど.もしもその話がでたら，参考にしたいと思っています。

G男 :僕は，まあ，なんでもいいんですけど.やっぱり，男女関係が，特に，やっぱり 2年生

の男の人に，今頃，やっぱり男女関係で，どんなことをやっているかということを聞きた

u、。
L男 :僕は今. 27 (H)やろ。男ぽっかりやろね。たまにとうやって.女と話さんなんかなと思う

し.そんないと.ち主っと考え方も.変なんになるがんないかと思うし，まあ，なんでも

いいわけやo

k男 :僕も，何でも H ・H ・心ひらいて・・・・~何でもぽあ~と気楽に話していければいいと H ・H ・で，

今，男女関係とかいっぱい出たし.それでH ・H ・何でも好きなこと話していけばH ・H ・。

J男 :僕もまあ，何でもいいがやけど，最初.一口.出して，あとは，どんどん話H ・H ・題は，そ

らせて，まあ.何でもいいし，少しでも，ことにいる人を知れたらと H ・H ・。まあ，そうい

うことです。

第2セ7ション (11/3 (日) 9:00-12:00) 

2日目に入ったためか，大分.緊張感がとれて，やわらいだ雰囲気になったようで，最初

雑談が続いている。中には寝不足気味の者もいて，ぴりっとしたととろがないように感ず

る。そのうち，急に静かになり，誰か，今日の話題を出さないかと，お互いに顔を見合せ

ながら，互いの様子をみているようで，沈黙状態に入る。沈黙 4分 20秒でスタートする。

V先生:話出ないの吋

K男 :僕 H ・H ・(聞きとれない)

V先生 :H子さん.今日なんかしゃべりたいことない?

日子 :しゃべりたいこと?うう~ん.だれかなんか言ってO

.......沈黙…・・ (1分 20秒)

V先生:他のグループで，何か別なこと。きのう.きのう.このグル←プに出た以外のこと出なか

った? 全然聞かなんだワ

K男 :うん.こっちから，きかなかったから.向とうからも言わなかった。

…・執燃…・・ cl分35秒)

V先生 :G子さん，なんかない? 思っていることがあったら.なんで仇いい。なったら。
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G子・H ・。

…・・沈黙…・・ (1分45秒)

H男 :二水の生徒といったら.なんとな<.みんな，無気力な気せんけ?

L男 :するな。

H男 :何に対しても， rじゃまくせいわい，なんやとんなもんJとか， rだれか.やってくれる

わい」とか，そんな感じで。何に対しても，中途半端ちゅう感じあるげぇ。勉強に対して

も，部活動に対しでも。

L男 :僕.思うげけどね。なんちゅうか，結構，先生に，責任あるような気がするげけどね。な

んちゅうか，例えば，修学旅行もないやろ。 rとの，なんで，ないがや」と言いたくなる

んやわ。修学旅行なんか，ほんとうに.高校時代の中で一番，おもしろいもんやll:.思うが

やけどね。なんで.とんなんしてくれんがやろねと思うげ。なんか.校長先生が，二水な

んとかの年だと.さわいどるけど.なんちゅうか，おかしいがやね~。文化祭なんかにし

ても，あんまり，先生は，力，いれんやろ。泉(泉ヶ丘高校)なんかと，比べてみたら，

全然ちがう。そんなんで，ただ勉強だけで.こうやって，何とかの年.何とかの年と，騒

いどるような感じで，ただ.あほらしいと思うげ。なんで.とんな修学旅行もせんげろな

と思ってね。先生方も.だいたいわかると思うげ。一番.こう，高校時代の中で，なんち

ゅうか.一番.残るもんやしね。ただ，先生方，だれも.めんどう，くさいから，せんが

んないが。こんなん，中には，こうやって，しようという先生も.おってもいいような気

もするけどね。ただ.こう.勉強だけ.やれやれちゅうとったら，とんな感じになってし

もうがでないかね。

H男 :なんか，修学旅行のかわりに.研修旅行という中途半端なもんやろ。文化祭にしても，腹

立ってんけど.部入っとるちゅうて.みんな.役，降りるげ，やってくれんか言うたら.

「僕，部の練習あるから，だめねん」というんで.僕は怒って言うてやったんや， r寸圏

間ぐらいなんじゃ」て， rどうせ， 2年生も， 3年生もどうせ抜けるんやから.いろんな

仕事で，寸眉間ぐらい休めんかいや」。僕，ほんとに頭に来た。そんとき.なんか，無気

力.ちゅうかな，みんな H ・H ・。中途半端ちゅうか H ・H ・。そんなん，大っきらいや H ・H ・。

H子 :さっき， L男君，先生に責任あるちゅうたけど，修学旅行をしたいと思ったら，みんなで

みんなが，そう思っとるわけやろ。じゃ.なんか署名運動なんかして，先生に働きかけた

らどうや。私ら，去年， 2年生のとき.運動会なかったやろ。一年の時.あったわけや。

で，今年みたいんじゃなくて，なんか.おあそび的な。それで.去年の 33ホームの生徒が

すごく運動会やりたいていって.最期の年やし。そしたら署名運動はじめたわけや。だか

ら，なんか，無気力な人も多いかもしれんけど， L男君ら，やりたいと思ったら，働きか

けてみたら?

L男 :一回，そう言ったこともあるんやけど。みんなにoでも，やっぱし，誰もついてこんかっ

たしね。クラスの中でH ・H ・。最初，入ってきた時から.そういう感じしたもん。
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H男 :はじめからピーンとくるんやろ。

G子 :でも.なんか.そんな入ぼつかし.二水へ来たわけではないやろ。学校の雰囲気かね。

L男 :先生もなAか.怠慢じゃないがかね。文化祭にしても泉ゃったら.一週間前から.半日やろ。

V先生:それは生徒の問題やろ。先生がものすご〈協力するわけ?

L男 :こんなん，なんかやろうちゅうても.みんな先生が押さえるもん。

V先生:泉はものすごく協力してくれるわけ?

L男 :そんな感じやけどね。見とると。

H男 :ほうかといって.勉強の方できつくやっとるかというと，そうでもなくて，中途半端ちゅ

う感じゃろo二水の中興の年やて M先生言うとるけど なんか具体的にぼくらの所へ，

来たかな。なんもなかったんじゃない。

L男 :なんか.その年から変わったことやっても H ・H ・。

V先生:他の人はどうや。 L男君らの意見に対して。結局はL男君らの言っているのは，勉強もや

り.クラプもやり，そういうとと?

L男 :そういうことにもつながると思うけど，なにかとラ，おかしげなあ。

V先生:たとえぽ，今言ったように.勉強に一生懸命になっているのがおるわねえ。なかには。そ

うすると.生徒会のそんな仕事をするのもいやだし，文化祭に協力するのもいやだと言う

のが出てくるやろのそんながおるやろ。そんなのどう思う。

L男 :そんなんは，結局は，無視するしかないなe

V先生:というのは，今， H男君なんかは中途半端なんはいやだと言ったやろ。そしたら.徹底し

て勉強するのが出て〈るやろ。そういうのどう思う? 何か中途半端はいやという意見が

出たから。

H男 :何か一つのことに熱中できるちゅうか，こう，単純に，こう，物事に没頭できるちゅうか

そんな風にならんかという.そんな意味で言うたんやけど，勉強なら勉強に没頭できると

いうか，文化祭なら文化祭の時に，そうなったら他のととを何も考えないで，必要な時は

没頭できる，そういう人が少ないんじゃないかなと思う。例えば他の人に対する体裁とか

見栄とか何かあって。 H ・H ・沈黙 H ・H ・00秒)

U先生 :L男君は何かちょっと違ってとられたみたい?..・H ・沈黙 H ・H ・(3分)

V先生:さっき，ちょっと出た去年の運動会のととなんだけどね。僕は，先生の方にも悪いところ

は大分あると感じとるけども.それに対して.もう一つは，生徒の中にも.矛盾したとと

ろがたくさんあると思うんだ。というのは去年の運動会の問題は，僕のクラ A に生徒会長

や.執行部がいたんだけれども，あの連中が決めたことなんや。実際ね。運動会をやらな

いと。僕なんか去年.二水へ来て，運動会をやらないんかと驚いたくらいで，僕もやりた

いのだけれど.やりたいと頑張っても生徒会がやらんといえばそれっきりだし，それで会

長に.運動会やらないのかと聞き直したわけや。そしたら. rやっても，なんも生徒は一

生懸命にならんし，やらんがや。ほんで.生徒議会で一学期の時はっきり決まったんや」

-71-



と，二学期になってあの問題が出てきたわけやろ。生徒議会で決まったのに。それがまた.

先生がやらないということを決めたように誤解したのもおったわけや。それで，署名運動

して.校長の所へ持っていったと。校長は.これは先生がいやというのではなくて，生徒

議会で決まったことなんやから 勝手に変えるわけにいかないというのになって，それっ

きりになっ友わけやろ。そういう風に生徒同志の，生徒会執行部の悪い函もあるのだろう

けれども，そういう誤解とか矛盾した簡とか，考えの違いとかが，たくさんあるんやと思

うげ。そういうとと感じるね@

G子 :なんか生徒会と.なんか普通の生徒っていうかな，離れているみたいな感じ。なんか生徒

会一，なんか別箇のものみたい感じ。なんか連絡があんまりないっていうか，知らんうち

に決まってしまう官て，ほんな感じ o

V先生:生徒会に関心あるのも少ないんではないがか? そんな感じするけれども。立候補なんか

見てるとね。結局ほら，最初告示しても，なんも全員そろわない。とんどみたいに補欠で・

や唱と定員を充たすという状態やろ。

G子 :なんかそこにもやっぱし二水の無気力さというものが.出ているみたいな感じ。

H男 :何かみんなで，作っているみたいや.そんな雰囲気O いやいやと思いながら作ってしまう。

何かやっぱ，燃えんなんな。燃えるときは長島みたいに。 H ・H ・沈黙 H ・H ・C10秒)

H男 :生徒会の執行部の上の方に立ったら，何か.指導者的な考え方になるやろ。指導者みたい

な考え方。そしたら何か.やってもみんな協力せんし. rならやめとこかな」となってし

もうし，下の方はそんなとと全然考えない。そしたらやりたい者もおるし. rやらんでも

いいがいや」という者もおるがや。他の生徒の聞が 2つに別れていても.執行部は執行部

の上の方の立場でしかものを考えんし，生徒は自分らのことしか考えんし，そこにいって

しもうがでないかと思うげ H ・H ・沈黙・・・… (40秒)

V先生:僕はみんなにちょっと聞きたいがやけども.生徒会はほんとに必要だと思っているのか。

それならば.どんな時に必要だと思っているのか，そういうことをちょっと聞きたいのだ

けれども。 Eさんなんかどう? どんな風に感じている?

E子 :う~ん……。ほんなに，なんか.ほんとにつながりがないみたいな感じO

V先生:もし，生徒会がなかったら困る?

E子:う~ん o..・H ・

V先生:それなら，今の生徒会のやっていることがあまりわからないわけ? どんなことをやって

いるか。

H男 :僕は代議員をやっとるし.ち主っとわかるがやけど.結構，生徒会も忙しいことをやっと

るげ。文化祭のこともやっとるし，今.貸傘のととについてやっとるげけど，まあ，結構

上の方の立場に立ってみれば，忙しいととは忙しいげ。それが表面的には表われんちゅう

かな。だから，みんなは，なんしとらん。なんしとらんがでなレ‘かいや。上の方は.一生懸

命やっとるがに，何言うとらん。
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G男 :うん.それならそれでやっぱり代議員には執行部の考えが通じとるけど.代議員とクラス

の関係があんまりしっくりいっとらん。代議員がなんかクラスをまとめて.意見を求めよ

うとしても，ぽんとに聞いてくれるという人がほんとに少ないね。なんか，中途半端で騒

いで，意見を求めても，全然聞かないで，賛成か，反対かという，そういう時だけ.きま

ぐれにしか話聞いとらんね。代議員からクラスの連中に通じとらんから，執行部の考え方

も.いいがにいっとらんで.僕も代議員やっていて.執行部の方は本当に忙しいげ。なに

しても，代議員とクラスのつながりがもう少し，ぴったりした方が，執行部の考え方もわ

かると思う。

H男 :代議員まではいっとるがゃな。

G男 :うん.f定義員までは.ほとんどわかってて，クラスで聞くという態度が，どうしても出ん

げ。それも話す時聞が，ホームルームとか，昼休みで.みんな騒ぎたいような時で，特に

男子になるとどうしても.そんなととよりという気になるらしいね。それでなんとなく，

男がさわぐと，声も大きくなって，伝わりに〈くなって，注意しでも，そういうことが，

起きるから。

H男 :ちょっと腹立って〈るな。なんか.おこりつけてやりたいほど腹が立ってくることが.あ

るな O

G男 :そういうわけにいかんから。

H男 :そうや，ホームルームみたいときゃったら，先生がうしろにおるから.まあ。

G男 :先生がおるときは，案外.聞いてくれるっちゅうても.静かにしとるだけでね。ぽんとに

あんまり考えているのがいないから。

H男 :寝とったり，ごちゃごち+しゃべっとったり。

G男 :うんそんなのがいるふ

H男 :でも，真剣に聞いてくれる人もおるんやけどなω

G男 :そういう人に限って，みんなに遠慮がちになってね。自分の言いたいことは，あんまり.

言えんでね。なんかどうでもいいようなのが.なんか大声出して叫んでいるような感じだ

から。

V先生:たとえば.最近どんなととが話になったわけ?

G男 :今は貸し傘というのだけれども。あの.ちょっと考えると.貸し傘なんか必要ないと思う

でしょ。でもそれが.他の高伎の例が出てみたり.あの.やっていくと，段々，やっぱ.

必要かなと.深くいくと.そう思うようになって.そういう感じになってくるがやけど.

クラスまでい〈と.そとまでいかんがで，先に，表面で.あってもなくてもという.そこ

で終ってしまうげιぽんとに聞いて〈れる人がいないから.深くまでいかんがや。そんで

そこで終ってしまう。 ほんというと そこで.自分としては執行部とか，議会で話せる

ような深い所まで.もっともぐってみなければ.深い所まで，どうしてもいけんげね。

V先生:貸し傘なんか，生徒はわ-!l.と興味あることでないが。どんなことやるがかなと。
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G男 :すぐ賛成か反対・かの意見の雰囲気で.どうしてもそれにしかいかんげ.ほんとうに。たと

えばクラスのみんなから，予算はどうするのだとか.傘はどっからまわすのか，そういう

意見が出てもいいと思うげけど。それが出んげね。で.すぐ採決になってくるから.その

辺がなんか H ・H ・。

W先生:貸し傘ってざういうこと? 今聞いて.感じて.よくまだわからんげけども。なんで，そ

んな貸し傘?

G男 :あの.ちょっと今.D高校にそんな例があって，いいことだから.ニ水でもしたらどうか

ってことがあったんです。それであのー。

W先生:いいことってのは，どう，いいととなのか。

G男 :雨が降って傘が無い人に対しては，傘がないよりはあった方がいいでしょ。そういうとと

で，そういうような良いことは.していった方が良いということで。

V先生:傘を何本か用意しとくわけやね o学校で。

G男 :それだと，それぞれが持ち出した時に，執行部の方では，予算の面とか，管理の面で，問

題が出てきて，どうしでも.執行部はあんまりやりたくないような意昆なんや。

H男 :じ+まくさいんやo

K男 :そんな話，出とったなんて全然知らなんだ。

G男 :そうやろ。

H男 :だいたい怠慢なんや。

G男 :まあ.予算の方は，学校にほら.ち+んと洋傘ならいくらでもあるでしょ。生徒が使わな

いのが。はじめ予算はどうするのかという意見が出て，そういうのを利用したり，この近

所をまわってみれば.いらない傘の 10本や 20本ぐらい出てくると思ってぷ校としてく

れば，少しは安くさいてくれて，そうすると予算はいくらか安くなると思うげ。そうなる

と，とんどは管理の問題になってきて，執行部の意見やと，ほんな管理するというのだと

じ+まくさい，というがやて。あの，他にやりたい仕事がたくさんあって，ほんな傘の方

にあんまりみとれんて。

H男 :生徒会事務局室では「絶対しません」てはねつけるんやな。「する場所は.他の所にして

ください」って。

G男 :うん.場所がちょっと問題になるんや。

K男 :ただ.ごち h ごちゃ集って，何しとるんかと思うけど，何言うても，じゃまくさいて言う。

G男 :うん.何か言うたら.他に仕事があるていうんやね。仕事を聞いたらなんかわかる気もす

るけど.いざやっとるかというと，それがまだ見たこともない。僕はどっちけというと，

議会運営の方をやョとるから，執行部の方はあんまりかかわらんしね。

H男 :ロ yカーの所に結構，傘あまっとる。

L男 :あまっとるというよりも.置いてあるんでないか?

H男 :置いてあるけど，ほこりにまみれた・…・・。なんか00さんの話では.雨降ったら，ち主つ
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とそとにあるのを失敬して，停留所までさしていって，そこに置いと〈げ。

G男 :執行部でも. 2， 3本とられてくると.どうしても.今度.持って来たくないげて。それ

で，人の傘についつい手を出すようになってきて H・M・。悪いと思うけ~.やっぱ.雨降っ

とって，自分の傘無いから.ち主っとそとにある傘を今日だけというつもりで持っていく

と，次の日，天気が良いとどうしても傘がいらないから，置いてきたり，バス停において

きたりするんやて。

V先生:まあ，昔，駅なんかに，公徳傘なんでいうのがあったけど.今.無いがんない?

K男 :公徳傘って?

V先生:駅なんかに置いてあって.市民が誰でも借りていっても良い傘。雨降った時。

H男 :返さんならん?

V先生:返さんならんのだけれども.だんだん返 q てこなくなって，結局.あほらしいというので

それとそ・・・・・・。同じような危険性はあるね。じゃまくさいというので。

H男 :貸す時，いちいち.何ホーム.何番ってするそうだ。

G男 :執行部によると.貸す時に.何か貸したものの承認をして.チェ，クして，何か無茶苦茶

なとと，そればっかし，いっている。

H男 :それだけ.信用できんげけ Eも。

G男 :生徒に信用ないから。

H男 溢まれるんでないか.盗まれるんでないか.それぼつかし心配しとるげ。アツというまに

無くなるんでないかいやとか。

G男 なにかほんとに，盗まれるってわかってて.それを見越してやっとるみたい。信用があん

まりないみたい o

V先生:やってみれば.はっきりするけどね。

G男 :たぶん無〈なるんではないかkね。

K男 :わざわざ傘を持つて来んと，その傘使うつて者が......

H男 :なんかでかい印をつけとけぽ.でかい印を。ざあつと降古て〈るときがあるやろ。昼頃か

ら。誰か言うたけど。そんなぎぁーて降ってきた時はたいていの人は傘持ってきとらんが

でないかと言うげ。そんな時50本やそとらあったって殺到して大変なんでないかと.言

うとった@

G男 :あ q たって，無くったって.ほんの一部しか持てんがやろ.貸し傘を。ほんの一部なら.

無視するような感じでね。

H男 :ゃーたって，別にどうってととないと，思うけどな。

L男 :議会ってどの〈らい力を持っとるんや。先生がだめだといったら.そんでだめなんでない

がaで，先生が何かすると言ったら議会がい〈らだめやと決まっても・・・・・・。

H男 :議会で決まって先生の所へーペんい〈のではないか。

L男 :ほやろ，先生がだめやと言ったら，そんでだめなんでないがか。でまた議会でだめやとい
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うことを先生の方で決まったらやるんでないがか。今年の陸上競技大会でも H ・H ・0

H男 :あれは，うしろにというか.裏があるんや。

K男 ・H ・(聞きとれない)

H男 :2年生の男子，何も来なかったんや。

L男 :あんなもIv-しても何になるちゅうがや.アホらしい。全然，おもしろないわいや。ただ，走る

だけゃがいや。

H男 :クラスのまとまりはないかな。

L男 :クラスのまとまりやったら，文化祭でクラスごとに何かすればいいと思うげ。そしたら絶

対，クラスのまとまりができると思うげ。あんなプログクなんかつくるのはただ大変な話

やと思うげ。なんか泉丘高校なんかの仮装なんか見とってもね。クラスごとやる.ね。でも

ぼくらのプロックのやつよりも，ましなんいっぱいあったさかいね。本当に，ぼく，泉丘

高校の文化祭に行ってみてね。ファイア・ストームなんかも遅くなって火をつけるわけや。

二水なんかもみんな遅くしよう遅くしようと言っとったんに，先生の方が早よゃれ，早ょ

やれ.今やらな来年できんがになるぞって，おどかしてくるやろ。さ.早よ終って，しら

けてただ早よ終ったやろ。その辺が，泉丘高校のがちょっと見てん。なんかね。みんなの

ってきてんね。最後は。r;校長先生，万才/ー」 俣い)。あんなん見とったら，ただむ

なしなってねeやーなって，なんをなく.二水ちゅうたら怠慢ゃなぁと思ってね。

H男 :二水かつて，最後の方はのってきたんや。みんな。なんか.テントの中に入って，そして，

先生おっし.もうやめんなんかな.もうゃめっか.じゃ.もうやめるぞといって，パ-'t/

と消してしもうたら，みんな燃えとってん，だから。

L男 :早かったんやわいや. 6時頃からつけとった。

G男 :明かるかったからね。

H男 :議会の方でも，結構うるさかったんやぞ。ある先生がおって。

L男 :二水の先生好きなんやけどなあ。一部の先生だけゃな。めんどうくさいんやな。先生方も。

H男 :あんまり，道理ばっかり考えて。

H子 :なんか.段々悪くなってい〈みたい。私ら 1年生のとき.運動会もあったし.ファイア・

ストームもわりと遅くまでやっとョたし。なんか段々と落ちていくみたい。なんか 3年生

に責任があるような気がするげ。なんか 1年生のとき 3年生はすごく.なんていうかな.

なんか.学校の雰囲気かな，大変.良かったよ。星も見えたし，段々.輪が小さくなって

いくげ。んで，最初.先生なんか.わあわあと言っとったけど.最後になって. 3年生は

やっぱし消そうということで，みんなで砂かけて，なんか.う~ん，なんちゅうかな.学

校が一つにまとまったみたいな感じになった。なんかうまく言えんけど。

E子 :なんか私らの績に 3年生がいて.いろいろと言っとったんやけど. r俺ら. 1年の時，す

ごく良かった。こんなしらけたんはじめてや」とか言っとった。なんか.文句たらたらや

った。
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H子 :去年.無かつてんね。

L男 :あれもちょっと，おかしいと思うげけれどな。泉丘高校ゃったら.とうやって去年なんか

天気悪かったら中止ちゅうか，延期みたいのになったやろ。二水ゃったら，そういうもの

は，受け付けんような感じゃろ。先生方も，なんかち zっとおかしいと思うげ。早く終れ

ばいいというような感じの先生がおるがでないがかな。何事もなく，修学旅行なんかも，

あんな長いととい〈よりも 2泊3日の方が楽だというような感じでないが。新しい旅行の

計画立てるよりはいつもl司じようにしておけば〉あとで予約するだけでいいし，慣れとる

さかいという感じでoとのような感じ持っとったら，みんなこんなになるのではないかな。

ただ怠慢やわいや。ぽくらのこのブロタクの仮装なんかもね。ただ怠慢ゃったんやね。も

う泉丘高校なんか，本当に 1クラスごとにやっとるしね。ぽくらの所は 4クラスもあるわ

けやろね。最初ぽ〈はやる気のあるような者は. rよし，出るつJって言ってんざ。そし

てね。あと残っとる者をもう一度，どうでもいいような者いっぱいおるさけね。 4クラス

もあるのになんもできんやろ。全然クラスのまとまりもないしね。そして. 4クラスのま

とまりがあるんかというと，それもないしね。

V先生:プロックちゅうのは，まとまり欠くね。

G男 :l?ラスごとでやったら，クラスが本当にまとまるもんね。

V先生:その運動会もプロックごとやったんやろ。

H子 :うん。

V先生:やっぱり.まとまり欠いたね。僕も経験あるけど そんな応援しでもブロヲクじゃと思っ

て，自分のクラスだけなら応援のしかたがあるけど。

H男 :それからプロックのまとまりの時に，仮装とステージと 2つあったやろ。なお，なんか，

大きすぎて.全然 2っとも力を入れんかつてん。だから，結局，やるんやったら，クラス

別にして仮装すればと思うげ。

H子 :泉丘高校は 3年生だけやろ。仮装は。

L男 : 2年 3年ゃ。

H男 :そういう話も出とってん。議会でoZ年だけやるとか. 3年だけやるとか。でも 1年か

らやらんと経験も積まないかんし。

G子 :クラスでして.ステージか仮装か好きな方を選らペぽ良いりだってブロックにしたらさあ

なんか知らん人いっぱいいるやろ。で，あるクラスだけがすごく熱心にしとって.やらん

ととは全然しないって，そんなんおるやろ。そんなこといったって，私ら全然関いとらな

んだし，そんな文句言われたって.全然知らんかったと言えばそれで終りやろ。本当に私

ら，仮装かなんかや官とって. 22ホームはすごく熱中してやっとってん。 23ホームの女子

は何も知らんかったし，文句言われたって知らんし.何も言えんげ。馬鹿みたかった。

L男 :やっぱ，クラスごとってのはいいと思うな。こんなんやったら，本当にクラスで盛りあが

るもんな e
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U先生:泉丘高校は 1年生はやっていないんでしょ。 1年生はステージだけ。 2年生から各クラス

ごとに。そういうプロ yタは決めるのは先生が決めるわけか。

L男 :生徒が決めても.先生の一言によって変わるわけやろ。

H男 :生徒会も結構，言いたいこと言っとるよ。

L男 :ほしてなIVちゅうかね。こう.会長なんかに，一応.こぴるやろね。あいつならやってく

れるやろと思うげね。あれならやるやろって。ところが全然変わらんわけや。どうしたん

やって聞いたら，面倒くさいような顔して，どういうのかな.一言.上まで行ってしまう

となんちゅうかな.もう面倒くさいって感じになってしもうがでないかな。

U先生:なんか泉丘高校って言うけれども.僕も 11年泉丘高校におったからあれやけれども.泉

丘高校でも輩、わってきとれんね。泉丘高校もはじめから各クラスで出しとるんでないがや，

ぼくのおった時はやっぱりプロックゃった。だから，どうしてそうなったのか知らないけ

れど，泉丘高校はいいっていうけれど.泉丘高校だっていろんな試行錯誤があってね。フ

ァイア・ストームだって，いつも盛大にやっているわけではないし.やっぱ，それは先生

と生徒，いろんな関係はあるやろけどね。近頃のことを聞くと，すごくうまくいっている

みたいだね。

グ・ループ C 

第1セヲション (11/2 (土) 19:00-22:00) 

思い思いのととろに坐って.お互い顔を見合ったところ， X先生は. J子とR男に「見お

ぼえがあるJと挨拶。それからすぐに Z先生から次のようにグループ開始の合図があった。

Z先生:それでは，今から 10時まで。それから明日の朝は 9時から 12時までと，夜が 7時から

10時までとその翌朝の 9時から 12時までは，このメンバーで.おつき合いをすることに

なります。で，明日の午後は，全部で何かやろうかと思っています。 1時から大体5時聞

くらいありますね。(I年生のメシバーを見渡しながら)fL，.ズラ-~と，知らな u、な

んにも知らない。 M男君だけね。 1年生の男の子で名前と顔が一致するのは。 P男君は.

さっき食事の時知ったけど H ・H ・。

M男 :自己紹介しますか。

Z先生:うん。

X先生:名前ぐらいはね。

Z先生:名前だけでもね。 G政人が賛成する)

X先生:でも.名前は o

R男 :他人紹介。
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Z先生:うん，他人紹介，ああ，なるほどね。

M男 :なにも知らん。

Z先生:だれも知らん.M男君? なら私でも紹介すればいい。

X先生:なるほど，そんな手もあるね。 (20秒沈黙)なんかしようよ。

R男 :そしたら.僕のとなりにいるのは. S男君。

X先生 :S男君。 (S男の顔をみる)

R男 :S男君.0ホームにいる。それで，どういうか特徴は，おとなしいのかな。独特な雰囲気

があって，どっちかといったら，ほら，クール・ファイプのマエカワキヨシに似てるんじ

ゃないかなあと思ってる。

X先生:なるほど。

R男 :みてごらん。

Z先生 (S男がくびをかしげるのをみて)S男君.R男君の言ったこと.訂正せんでいい?

R男 :ハッハッハ。

Z先生:僕はそんな奴ではないぞって。

X先生:フグフ y フ。

S男 :あるみたい。

Z先生:あるみたい。

S男 :なんか，おとなしいって言うけれど それは外見だけで.中身はなんか，あると思うし.

いろいろあると思う。

X先生:ウーン。

Z先生:いろいろあると思う。

X先生:ウーン。

Z先生:たのしみだなあ。

X先生:フタフタフ。そのうち何をはじめるのか。よし，名前はわかったよ。

Z先生:そんなら S男君.だれか。

S男 :だれも知らん。

Z先生;だれもおらん? y先生，知司てるやろ?

Y先生:ハァー.えらいことになったな。(一同笑う)

S男 :ええーと。

Y先生:僕の紹介するんか? (-一同，爆笑)

Z先生:ドキドキするね。

X先生:今，本人は黙っといて。(一同笑う)

S男 :あの.先生に 1年の時.数学ならったんやけど，僕，悪い点ばかりで，言うのはずかしい

んやけど，大分. 1年の時数学の先生の中では人望があって いい先生ゃなと思っとっ

た。
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X先生:なるほど。

S男 :それくらい。あとはいいのにわかりません。

Z先生:あんまりいいのにわかりません?Yさんは?

Y先生:なんにも訂正するところ，ないですね(一同笑う)ほうゃな。 M男君知っとるな。今，授

業出とるのはM男君だけじゃないかな。

X先生:フ_.:/。

Z先生:そんならM男君。

X先生:案外，少いもんだね。

Y先生:少いですね。僕もそう思う。彼ら 2人，去年出とったんだけど.今.出とるのは各学年 1

つずつだから。

X先生:ウシ.ウン。

Y先生:そんなら， M男君紹介しょうかな。Oホームで合唱部ゃっ

Z先生:いっぺん，きかせてもらわんならんね。

Y先生:合唱に忙しくて，あんまり数学を一生けん命やってくれんのや。(R男，大声で笑う)

X先生(M男の顔をみながら)やっぱり言うたって顔。

Y先生:いっぺん宿題してこんもんで，宿題してこいって.言うたことあるんやなあ仰男に向っ

て)

Z先生: ω、し困った表情をしたM男に)何か言いかえしたかったら，言ったら。

Y先生:根は真面白なんやけど。合唱部が忙しいのは，わかるわねえ。今，コンクール終ったし，

これから勉強するやろって期待している。(一同笑う)おわり。

Z先生:つけくわえると， Y先生は金沢大学の合唱部だったんや。その時おそらく勉強せんかった

んやわ o (一向笑う)

Y先生:やっぱり。

Z先生:自己告白やH ・H ・M男君.だれか?

M男 : 2先生しかおらん。

Z先生:そんなら，私の悪口いえばいいんや。

X先生:悪口やって，はや先まわりして。

M男 :2先生はカウンセラーで， 1年のグラマーに出てるのは僕らのホームだけ。結構なじめる

先生やと思うし，授業もたのしいし。

Z先生:ほんと?

R男 :だいぶん点数 H ・H ・。

M男 :きいとるだけで，今のととろはわかるし.おもしろいと思うんや。

X先生:フーシo

Z先生:どうもYさんみたいに「そのとおりだ」とはちょっと言えんけど(一同笑う)そしたら，

L子さん，だれも知らんね。
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L子 :うん，知らん。

Z先生:ち主っと，順番が狂うけど。

Y先生::L子さんって 3年生?

Z先生:うん。

Y先生 :Z先生のホーム?

Z先生:うんつことに，合宿に. 3年生に 3人来てもらったんだけど. 3人ひとりずつになったも

んで，いかに 3年生でも心細いと思うんや。

L子 :うん。

Z先生 :L子さんは弓道部にいる o

X先生:何年生やって? 3年生?

Z先生:うん。との間.Xさんのグループじ+なかったけど，夏の合宿に来てたんやo

X先生:ああ，そう。あそこの.鶴来の。

Z先生:英語が好きだから，英語科，北陸学院の短大の英語科にすすむんやけど，たいてい入れる

やろうから，この 3日間，ちょっと来てくれんかつて言ったら.よろこんで来てくれたん

や。

X先生:うん。僕.来年，北陸できっと会うわ。

Z先生:授業に出てるんや、

L子 :よろしく。

X先生:よろし〈って。もう入る気になってるつ (一同笑う)

Z先生 :L子さん落ちたら，だれも入る者いない。

X先生:ぽんとか.失礼しました。

Z先生 (L子に向って)だれも知らない?

L子 :うん，だれも知らん。

Z先生:ほんなら .Xさんもだれも知らない，私以外ね。あ.Xさん.R男君のとと言って。

X先生:あら，よわったな。ああ，たしか羽咋の時だったね。小グループは一緒でなかったげど，

全体のとこで会ったんじゃなかったかな。あの時 H ・H ・彼，あの時 1年生だったんじ+な

ν、ヮ

R男 :はい。

X先生:ね。

Z先生:ちゃんと. 2年生になりましたって。

X先生:1年生から 3年生までまじった.しかも全体の集りで.すごく頑張りまして，何を言った

か中味はおぼえていないけど，とにかく. i私l士H ・H ・」何っていったつけ(一同笑う)ち

ょっと，待って，今に出てくるつ出てくるまでにち主ヨと時聞がかかる……。

「私は H ・H ・」何と言ったかな。

Z先生:次郎物語のとと言ったね。
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X先生:次良助語のこと言ったっけ。

ZJi改:論語のことも言ったし。

X先生:論語.論語。

R男 :はずかしいの

X先生:とにかく頑張って.パーツと言って，ものすごいデビ且ーだったのをおぼえている。

R男 :はずかしい o

X先生:その後も頑張っていたしね。だから僕にみえる，そういう意味では， R男っていうのはガ

ンパリ屋で. その上にクソがついていい程クソ真面白で，そのへんのところは. ものすご

くはっきりしたイメ，ージがある。

Z先生 :R男1:1，もうひとり。

R労 (]子を指しながら)去年のグループカウンセリングに来ていて， J RCに入ョていて.

僕のあこがれていた人で.相当シゴかれて。

J子 :うそ/

X先生:だれがだれに?

R男 まあ，いろいろο いろんな意味で.精神的にも。

Z先生:J子さん，なにか言わない?

R男 :ポチヤタとした平安美人的なカワイイ子やし(一同笑う)それで勉強の方もわりかしでき

るし。彼女は各地転々としていて.鎌倉出身なのね。

X先生:ほんとか，それ知らなかった。

R男

J子

R男

J子

R男

J子

R男

J子

:鎌倉の話させると，一日中止むところがないくらい.それに H ・H ・。

:あのね。出身じゃない。

:出身どとやったけ.神戸ゃった?

:生まれたの，横浜。

:アッ，横浜。

:それから.いろいろ， どこ行ったかわからない。

:僕もあちこち行ったし，変なところで共通性あって，北陸は嫌いだって話で。

:ァ，.~Ijに嫌いだって言ってないよ。

R男 :でも，あまり好きになれんって言ョた/(一同笑う)

Z先生:それで僕が同感したわけや G

R男 :第一，前からそう思ってた。

Z先生:J子さんは?

J子 (K子を指しながら) 2年生になって同じクラスにな";Jたんだけど，教室ではすごく真面

目で。

X先生:教室では? (一同笑う)

R男 :助詞の使い方。
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J子 :ほんとに一番真面目かもしれない。こうみていてね。真面白そうでね。話をきいていると.

自分の心にきびしいというのか，潔白でね。私も.もうちょっと小さい時.そんなことあ

ったんだけど.大きくなるにつれて.だんだんあま〈なってきて， K子さんみていると，

昔のことがなつかしくなってきて.うらやましいなあと思う O

X先生:う~ん。

K子 :ちがいます。みんな.なんか友だちのお母さんなんかから.真面目だと言われるけれど，

ほんとはすごく内弁慶なんかもしれんけど，外に行ったら殺かぶってるようになるし。そ

んなにみえるだけあって 末ッ子だし，お父さんやお母さんに言いたいとと言うし，あん

まりいいことない。みんなが誤解してるだけや。

X先生:さっき S男君もなんやらちょっと似たようなこと言ってたね.他の奴はそんなこと言うけ

ど，わしは H ・H ・0

K子 :そしたら，私， Q男君。 Q男君とは 1年で一緒だったし，今も同じクラスにいますけど.

男の子だからあまり話したことないんだけど.私のイメージからすると，おとなしくて

(一同笑う)ピリッとしている感じ 要所のところでつそれでテニスやってる。テニスや

ョていて，弘はスポーツゃれないから.人がスポーツやれると素晴らしいなぁと思うから

おとなし〈て男らしい人だなあと思うてたんだけど，それだけのイメージしか。

Q男 :なんか，ぽんとは運動神経鈍いくせに……親しい友だちだったら. ワ←ツとしゃべるけど，

あんまりしゃべらん人だョたら……。

Z先生:そのまんまになってしまろ。

Q男 :うん。

X先生:あれ，名前なんていうんだョけ?

Z先生 :Q男君。

X先生 :Q男君.ありがとう。

Z先生:なんかきっかけがあったらQ男君話すみたいやね H ・H ・Q男君，だれか知 vてる?

Q男 :ううん。

Z先生:1年生，やっぱりわからんね O

X先生:あれ， 1年生か，君?

Q男 :ううん。

Z先生 :Q男君は 2年生だけど.あと P男君から， 1子さんだっけ.お互い知ってる? 1子さん.

だれか知ってる?

I子 :はい， P男君知ってる。

Z先生 :P男君を紹介する?

I子 :ええ。 P男君で。

X先生:rで」というのは，こっちゃョたね。

I子 :はい，今，クラス同じなんですけど，後期.ホーム委員長で，私が副委員長でやってるけ
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ど，どっちかというと.私は不真面目な方で.P男君は真面白な方で，やっぱり先生なん

か忘れたり，おくれたり.来ない時は.P男君がよぴに行〈。そういう面で真面目で責任

感がある。それくらい，あんまり，教室では，そんなにし+ぺらないっ

Z先生 :P男君，どうお? 紹介されてみて。

P男 :あんまりしゃべらんって?

I子 :うん。

P男 :しゃべってる。(一同笑う)

I子 :あの. 1男君とは。

X先生 i私とはあんまりしゃべりませんわね」っていう。(一同笑う)

I子 :うん，あんまり，そんなにしゃべらない。

Z先生 :P男君が I子さんを紹介してくれる?

P男 :うん，あんまり知らないけど，結構，物事をはっきりとしゃべる H ・H ・それだけ。

Z先生:それだけ?..・H ・それじゃ，そこ，知ってる?

0男 :全然。

Z先生:それじゃ，自己紹介して。

X先生:どう，他の誰も知らんの? 別に.ダブってやってもいいよ。

Z先生:知っている子.いない?

O男 :だれもいないョ

Z先生:悪いけど，自己紹介して。

O男 :名前は，姓字がSAKATSUで.名前はSHIGETOo 

R男 :どんな字?

O男 : SAKATSUのSAKAは.坂の坂←同笑う)

Z先生:おもしろいのね。

X先生:で?

O男 : SAKAT SUのTSUは津波の津で. SHIGETOっていう字は成人の日の成人。

X先生:ああ。

O男 :別に，自己紹介うていってもいうととない。

Z先生:言うことない，これからボチボチ話せば。

O男 :そうねえ。

Z先生:私に，さっき全部集まって SDやョた時.X先生は「氏名」って書いてあったんだけど，

私は「名前を書いて」って言ったの.そしたら. i名前ったら.名前だけか ?Jって言う

のね。なかなかズッコケた.おもしろいととがあるんだなあと思って。

X先生 :SAKATSUのSAKAは坂の坂って H ・H ・。フーン。

Z先生 (N男に向って)N男君か?

N男 名前はHIROKI。

-84 -



z先生 :HIROKI?

N男 :広〈喜ぶ。

Z先生:広〈喜ぶ?

X先生:広〈喜ぶ。

N男 :担任が00先生だから，だんだん似てきた。

Z先生:似てきたみたい? 00先生に似てきたってよ。 L子さん.00先生って.どんなイメー

ジワ

L子 :~んなイメージかねえ。

X先生 :00官て?

z先生:国語の先生。だれか.N男君は00先生に似てきったいうけど.わかる?

数名 :なあん.わからん。もたれたことない。

X先生:こんな人が00先生Q (一同笑う)

Z先生 :X先生は.私が紹介しておかんと.だれにも紹介してもらってないでし主?

X先生:もう，した@大分。

z先生:いう必要ない?

R男 :いや，一応.形式上。

Z先生:形式上? やっぱりつるしあげんならんかねえ H ・H ・なんでも好きなこと言う人(皆笑う〉

X先生:言えんとともあるのに。

Z先生:いや.それは言いたくないから言えんので.

X先生:ハ日日僕 う)

Z先生:やさしいところとつめたいところとある.きっと，みんなにはやさしいよ。まあ，つつつ

〈と，なかなかおもしろい人です。

X先生:なんか，みんな参加したのは.それぞれ，とういうことをやってみようとか.なんかあっ

たんではないかなあと思うんだけど.さっきからの話で，チョピチョピ出ているような気

もするんだけど.まだ，はっきりしないような気もするんで・H ・どんな気持でいるかき

きたいんだけど.返事してもらえないかな......よびかけの文，僕は一応プリントはみせて

もらったんだけど，だれか，君は?

N男 :先生から。

X先生;先生が?

例男はY先生を指さす)

z先生 :Y先生?

N男 :はい。

Y先生:ぽ<? (自分を指さしながら不思議そうな表情。一同.Y先生の大声と表情に笑う)

Z先生 :R先生でし主? 顔.似てるもの。

Y先生:ああ，目がさめた。ぴっくりした。
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Z先生:そういえば，そんなセーター着てたら似てる(一同笑う)

Y先生:ぽ<. 1年で知ってるのは 12ホームか剣道部だから・…・・びっくりした/ いや.案外.

言っていて，ぽ<.記憶がなくなったかもしれんし. (一同笑う) ああ.そんなんか。

Z先生 :R先生，教室へ行って H ・H ・どんないいことあるって，思った?

N男 :別に思わなルだ。

Z先生:別に思わなんだ?

N男 : うん 0 ・・・・・・

X先生 rみんなはどうか?Jってきいたけど.もうちょっとさきばしると. rここで，どんなと

とがやりたいか」ってことが.お互い少しずつでも，チョピチ冒ビ出してもらうと，どう

やったらいいのか.わかると思うし.また.やっているうちに.とんなことやりたいって

思ったら，どんどん言ってもらったらいいし.何というかな，こんなことを是非やろうと

いう目標があらかじめないのなら，あいまいなところからスタートして，お互い好きなこ

とやろう 9 て，言いたかったんでね。 zさんは.なんか.とんなことやりたいってこと.

あったのつ

Z先生:うん，やっぱり，教室の中でやれないこと，やりたいってのがひとつあるね。

X先生:ハハン。

Z先生:教室の中でやれんことってのはねJ私は英語の教師だからね.英語を媒介として，何かと

う機械的に授業を，パタパヲパッと，いきやすいというか.たとえば.Q男君の教室に出

てるけど.ひとつ英語という垣根があるって感じがしてる。 K子さんも J子さんも.同じ

ホームだけど，そんなものをとっぱらってね。そんなものをとっぱらって話ができるとい

いなあと思ってるんだけど。

Q男 :みんな予習してこんし.僕をふくめて。それだから話ができん(一同笑う)

X先生:ここじゃ予習いらんもんね。

Z先生:そうや，そうや O

J子 :予習してこんとね。先生と限が合っちゃう。わたし。(一同笑う)

Z先生 rどうですか」って言われる。

K子 :でも.z先生と仲いい生徒は，たとえばF子さんとか00さんとか，親しいというか.一

応，もう垣根を入ってしまった人たちというか，そういう人たちは，もう先生の良さがわ

かっているというか，はいっているけど.そのなんというか。

X先生:うん。

K子 :そのなんというか.英語を通してしか見とらん生徒とすると.というか，ちょっとこわい

というか，先生のところに入っていくには，すごく勇気がいると思うんや。

Z先生:うんo

k子 :だから，もちろん.生徒の方から入っていかんならんのだけれど 生徒なんて.わたし.

自分の体験からいうと.なんか.すねてしまう時があるんや.なんか，たとえば，だれか

-86-



特別な生徒.特別な生徒って.そんなんでなくても，だれかある一部の生徒と仲いいとし

たら.なんかすごくねたみとか.そんなものが手伝って。

X先生:うん.うん。

K子 :すご<.逆に，親し〈なりたいと思う気持があるのに，逆になる。先生なんか/ こうい

うふうな気持があると思う。

Z先生:そうねえ。

X先生:そうだろうね。

R男 :00さんなんか，去年ことに来て.急に。

Z先生:そうね。

R男 :急にモタモタになった。

Z先生:モタモタ?

R男 :うん，今でも。

Z先生:今でもつづいているのかもね。

R男 :で，このチャンスを，/ (K子に向ョて)

(沈黙 10秒)

Z先生:なんか.K子さんでもそうなんかなあって気がする。やっぱり.なんかわりと前の方に坐

っているから.バカパカと声をかけちゃってるけど.K子さんの中では.F子さんや00

さんとは.自分はちょっと何かちがうみたいな気があったのね。

K子 :あると思います。

Z先生:この機会に，とつばらわなきゃならないね@お互いにね。 (K子に向って)

K子 :うん。

X先生:なるほどね。

R男 :00さんなんか.去年， リーダーの点数が悪いからってo

Z先生:そう言ってたね。

ctt黙 2分 15秒)

L子 :せっかく.テープまわっているし，なにか話しせん?

X先生:ふん。

Q男 :なにか，漠然としている。テーマ決めた方がいい。

Z先生:テーマ決めた方がいい? Q男君，なにか.こんな話したいってのある?

(沈黙 1分)

Z先生 :S男君，なにかある?

S男 : .8IJにテーマあるわけじゃないけど，だれか，なんか.なんかキヲカケをつくれば.そこか

らだんだんずっと出てくるんじゃないかと思うけど，今..8IJに言うととない。

Z先生:なにか，キヲカケがあればね。

(沈黙 50秒)
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R男. s男.Q男， 0男.z先生が. J子の表情をみて爆笑。 J子は毛布で身体をスッポ

リ包んでいたが，その毛布の中にある顔が，突然動き始めた。つまり.限と口と鼻が.同

時に庁話し始めた，感じがしたので.それを見た 5名が.思わず大声で笑ったのである。

X先生:なに?

Z先生:顔あげてなければ駄目や，やっぱり。

O男 :特別ゃったね。今のね。

X先生:なんやら。

Y先生:なんやったん? (Y先生のトボケた表情に，一同笑う)

R男 :限とロでね。

X先生:J子さんか?

R男 :うん。

X先生:もういっぺん，やってみ。

Z先生:なにか言い出しにくい雰囲気ある? (}子に向って)• 

J子 :なんか，ちょっと言い出しにくい。どんなことしゃべったらいいのか.あんまり自分のこ

とばかりしゃべったら悪いし。

X先生:なあん，悪くない，悪くない。

この後. J子は「特にひとつの事柄ばかりに専念することが，必ずしも効果的でないこと

を，人生を楽しみながら偉大な学説をつくったダーウィンから学んだ」と話し始めた。

第3セyション (11/3 (日) 19:00-22:00) 

次の逐語記録は，第 3セッシ習 γのはじめの部分である。グループのプロセスからいえば

P男批判カミらP男理解へと，メンパー全員が頑張り始めたととろである。つまり.第 2セ

ッションでは，独裁制を主張するP男に対して，かなりきびしい(言葉はやわらかいが)

場面があったが，との第 3セタショシでは，メンパーのP男に対する気持は，何とかわか

りたいという一生懸命なアプローチに現われているように，暖かかった。

Z先生 :P男君は.R男君に. r同じだ，同じだ」と言われてるみたいだけど H ・H ・なんで.そんな

ことをきいたかっていったら，私あんまり.人から市Jじだ.同じだ」と言われると，気

分を害するところがあるものだからね。 P男君に.R男君が「同じだ」というのが，何か

とうあんまり同じだと思えていないんだったら，そのへん，はョきりした方がいいんじゃ
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ないかなうて思ったの。 CP男に向って発言したが.応答がないので.R男に向って)R 

男君は，肩の力がぬけてないってことが同じだということ?

R男 :ウン。

Z先生:それでわかる? p男君。

P男 :わからん，でも.昨日言ったような漢文とかとは別に.もーと詳し<.肩の力をぬくって

とと，説明してもらえば......

(枕黙 1分間。みんな考えとむ)

X先生:何か.R男君から出るのを待 qてる。

R男 :いや，別に。

X先生:とにかく， R男君からすれば.P男君がやってる，何か頑張ろうってしているととろが.

みえるわけね。

R男 :それは，ものすごく H ・H ・。だからね，わからないけど.肩のカをぬ〈というのはね。たと

えば，野球なんかでいうとね。目的というのは.それをポールにたとえてさ，ピタチャー

が投げた球を，それを打とう打とうとしてさ，初心者というのは，みんなりきむわけ，も

のすご〈打とうというととばかりに精力がいってね。よくある話でね。それが，だんだん

すぎていくと，ポールが瞬間的に止まってしまうまで待つという，それがすなわち，円を

描いて，要するに円を消す，打とうというんじゃなくて，あてようというんか，というよ

うな簡単な気持になる。だから，目的というそれを，打とう打とうと，りきんでいると，

打てなくて，かえって.アタザリ考えた方が H ・H ・やはり，考えながらも自分では，りきま

ないっていうか。

Z先生 :R男君からみると，りきんでいるようにみえるわけねo

R男 :ウン。

P男 :どういう点がつ

R男 :たとえば，今の 3年生が，新聞部の 3年生 2年生は全然なってない。

P男 :全部じ+ない。

R男 :全部とは言ってないけど.新聞部というのは，どういうのかわからないけど，僕は一応ど

んな先輩でも.一目おくととを.何か常識というか，経験をつんでいる目上の人に敬意を

表するところがあるから，僕はどんな先輩にも立派というか，タダメシというか決して悪

くても.自分の中にいれていこうという，ものの見方でやっている。だから大人の人が自

分の経験したことをさ，子供なんかに. r，あれはこうなんだ/Jとか頭ごなしに言ってる

と，ちょっとと思うんだけど.要するに経験というのは，あくまで経験で，人聞は大体経

験で生きてるんで，だから，その経験というのは一応大事でね。それを自分なりにどうく

みいれていこうかというところが大切なんで.先輩にあ〈まで対抗していとうという意識

がみえてくると H ・H ・。

P男 :別に対抗していこうとは思っていない。僕は新聞部の役に立たないから.と言っているだ
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けで，たとえば，僕らと先輩は同じ知識のととろから始まっていて，先輩という感じをう

けないから.なんか。

R男 :一緒に向調してやっていけばH ・H ・。

p男 :先輩というのは，年がはなれているから先輩というのではなくて，さきにものごとをや 9

ていることを先輩という感じ。

R男 :だから，先輩.うん，新聞というものに.あまりこだわりすぎている。だからね，新聞と

いうものをつくるにも，総合的判断力というもの.ものすごくいるでし主。ものごとする

のには。

(中略 3分間)

X先生:僕の中ではね。 R男君のいうととは.まあよくきいていたんだけどね。 P男君は「俺の本

当にやりたいことは言わない」って言ってね。 r言わない」って言ったのかな? r言え

ない」って言ったのかな?

R男 r言わない」って。

X先生:その上で.言っているわけでね。何をやろうとしてるか てととを.まだわからない段階

で，今.言える範囲だけのととを言ってるでしょ。

R男 :でもね。

X先生:ウシ。

R男 :彼の言い方からすると，何かもう，新聞部. 1年生.何人?

P男 : 7人か8人。

R男 :そうでしょ o あなたは.もう来年は自分が部長になって。

P男 :部長にはならない。

R男 :何かそういう言い方じ+ない? 他人からきくと，ものすごくそんなふうにきこえるよ。

P男 :先識に言わせると，絶対に部長にならん方がいい。

R男 :そう oそれは別として，ものすごくそういうものを強調しているような感じにきこえるつ

第三者的になって考えると.俺がとの企画をもっている。他の 6人や 7人の考えを全く無

視して，考えないというか，考慮していない，自分の考えひとつ，それは大切だけど.あ

まりにも強すぎる。

P男 :反対できる人物がいないと思うからo

R男 :だから.そこが問題なんで.反対できる人物がいないというんじゃなくてさ，反対できる

人物がいなくてもさ.みんなの意見をきいて，もう一度自分を考えてみるという.そういう

謙虚なというか，考え方がもっと必要だなって H ・H ・君を責めてるみたいだけど.とてもス

テキだと思うんだ。自分のやりたいことがスーツとできるのは。

(中略 8分間)
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P男 :ち主唱と.部長さんは.今の新聞部は僕が言ったとおり崩壊しているから.僕にひとりで

突走 qて〈れと言われたもんで，僕はしているO

R男 :それは.わかるんや。ものすど〈頑張っているのだけど，それがとうパーと言ってしまっ

たら駄目なんでないのか，それはあくまで.心の底.底.底.ぽんとは，そんなこと思っ

たらいけないんじ+ないかな。部長さんから言われても.自分にそんな才能ないから.み

んなと一応協議してみようという.とういうね。自分を後から客観的にとらえるというか.

自分をいったんな〈して考えるというかH ・H ・先輩から「お前，実力ある/Jと仮に言われ

てもですよ.それを H ・H ・倒撚 14秒)

P男 :それはよ〈わかるけど，それは時と場合に応じて。このし+べったととは。

R男 :いや.との場でし+べったととはいいんや。でも.そういうふうな態度がみられるってと

と。ととでし+ぺらなかったら，話にならないH ・H ・だから，肩に力がはいっているつての

はね.自分には才能があõ~ね.少くともとう思 9て.頑張ってみよう，頑張ってみよう

と思って，力がはいっている。

P男 :あの. r自分で才能があると思っていoJと言っていますけど，僕が.今やろうとしてい

るのは，才能があるかないかを試すためにやっている。

R男 :ウシ。だから.才能があるかないかを試すためにやっているのなら.尚更のとと，先輩か

らそんなこと言われても，ホヤホヤしてもいけないしさ.みんなと協力してみるのが，ほ・

んとうでないのか.あくまで新聞っていうのは，みんなのものでしょう。二水の新聞。

P男 :企画はo

R男 :みんなと協議して。 P男新聞をつ〈るなら話は別だけど，二水新聞というこ水という公の

ものをつ〈る時は，あんたひとりだけのものではない。

P男 :なんか，僕が言 q てることが.わかってもらえんというかo

(沈黙 40秒 Z先生は.黙司てはいるが，発言したい様子のs男に.眼でうながす)

s男 :なんていったらいいか(沈黙 10秒)僕もいいのに，はっきりわからないんですけど

わからないというか，まだそこまでい q ていないという気がするんだけど，今.きいてい

た限りでは.やっぱり，自分というものは H ・H ・絶対というか.そんなものでもないし，み

んなの考え，みんながそこにいるというととは.やっぱり，助け合っていくという感じが

するけど，それに，もし今の場合だとしたら，何か新聞はできあがるかもしれないけど，

それをつくっているみんなの気持までというか.そういうもの.自発的研究，それがない

から.僕はほんとうの新聞ではないと思う H ・H ・やっぱり.新聞をつくるってととは.みん

なでつくってとそ意味があるのだから.やっぱり.みんなをそうしむけていくってことが

大切なんじ+ないかな H ・H ・

との後，再び.P男はナポレオンの生き方なrを，みんなに話し，独裁f艇に !;'t.}，民主主義

よりも，この世の中をより良くすると，主張した。 I子7 J子.K子， L寸:. JVI男は.p 
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男の考え方が理解できなくて，自分の反対意見を述べた。 X先生が. p男のことを心配して

みんなが発言しているというととを，メンバー全員に明確にした時点から，みんなの気持が

ほぐれ始めた。またY先生が. rp男はP男なりにや・9ていく方がいい」と発言。その発言

によって. p男は e はじめて笑顔をみせた。そして， X先生の「われわれは，みんな教育兄

妹なんだなあ」という言葉で，全員が笑官て. r授業」についてなど.身近かな話にうつつ

ていった。

第4セyション (11/4 (月) 9:00-12:00) 

最後のセクシ oY。第 3セッシ oY終了後.それぞれP男アプローチをしたらしく.このセ

タションのはじめは，その話で賑わったが.その後，2分間の沈黙が訪れ， L子が「こんな

空白の時間.大好き」とポタリと言い 更に 沈黙が 11分間つづいた。メンバーは自由な i

静かな時間の中で， r自分のととをJrみんなと一緒」に考えているようであった。次の逐|

語記録は，セヲションが始まって， 40分くらい経ったあたりのものである c

J子 :親友がいないって思うとね。(大変，小さい声で)

Z先生:ゥ γ。

J子 :なんか.自分のことを，ぽんとに何でもかくさずに話せる人が，やっぱり自分の近くにい

てもいいって気がするんだけど。

X先生:ウンo

J子 :あんまり考えないようにはしているんだけど， (声が小さくて.録音テープからは.きき

とれない)ふと考えちゃう H ・H ・。

K子 :私なんか学校の友だちとでは，あんまり話さないけど，幼な友だちというか，小さい時か

らまわりに恥る.そんな友だちには，ダラな乙馬鹿な)ことも言えるし，気をつかうこと

もないし，なんか，その点，よ〈感じる。ちょっと遠〈へ行った子.その子は夏休みや冬

休み，帰ってくるでしょ。いろんな話が出て，向うへ行ったら.ほんと.転校するってこ

とは.やっぱり悲しいことでしょ。(J子は転校生なので)その子は転校生ではなくて.

自分から好きで行ョたけど，それでもなかなかほんとの友だちって.できなくて，自分の

小さい時のとととか a 考え方とか話ができないって。私らだったら，その子はこんな考え

方するんだって，小さい時からみてきているから.何かそれをわざわざロに出して言わな

くても，わかるんだけど，もし学校の友だちとかそういう人たちとだったら，も..>と自分

を語らい合わなくてはいけないと思いますね。でも語るってことは.ねえ，話すること自

体，もう，友だちになろうというところから始まって.だんだん深めていくっていう過程

で起ってくるでしょ。だから，何か結論的に言うと，なかなかほんとうの友だちっていう

のは.ほんとに，何ていうのか，また，こんなとと言ったら，観念的だと，言われるかも
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しれないけど.男の人と女の人との場合，すごくちがうと思うのっ男の人なんか，友情が

あっいというか，一生つき合う人が何人もいる人あるけど.女の人なんて，結婚したら.

すぐとわれてしまうような友情が多くて，ねえ，自分では.ほんとの友情だと思ったとし

ても.何か自然と，そういう感じになると思って.悲しいなあと思うととがある。

R男 :本質的にちがうんじゃない? 女の子の友情というのと男の子の友情というのはちがうん

じ+ないかな。どっちかというと男の子の友情は，理性的，それに対して女の子の友情は

感情的というのかな。しかし，君らが言ってるのはどョち? 男のと対比させて言ってた

けどさ.僕なんか.はっきり言って両方とも別々なものでないかなと思ってるo女の子の

友情に男の子は入ることできないし.男の子の友情に女の子が入ることはできないし.ち

がうかね。

K子 :それは「ちがう」と思うけど， rちがう」から惰れる。女の子は，考え方，友情というも

のについての考え方がもう感情的だというんでし主?

R男 :ああ。

K子 :だから，何か感情的。

R男 :感情的が悪いというんじ+ないんだよ。

K子 :ウシ，悪いとか良いとかじ+なくて.もうちょっと。

R男 :君らが求めてるのは.どっちかというと男ぽい友情という方?

K子 :ああ?

R男 :よく，ホラ.テレピ・ドラマなんかで，お風呂に入って，背中ながし合ったり，気軽るに

肩くんで， rオイ /Jって言ってさ。

(女の子たちが笑う)

I子 :そんな。

R男 :そんなようなの.テレビ・ドラマに出てくるでしょo

X先生:J子さんのいうのは，何でも話し合える友情。

R男 :でも，感情的に話し合える場合と.理性的に話し合える場合と。

Z先生:そんなことまで，分けて考えてないよ。

J子 :ウシ。

R男 :考えてないのか，僕ら，どョちかといったら理性的な方。

Z先生:なあに? あまえん幼のくせに。

(みんな笑う)

R男 :でも，僕，友だちいるけど，でも.ほんとうのことなんて絶対言えんよ。ああ，友だちお

っても， rなんだ，てめえ」なんて，よく言うじゃないoほんとに好きな女の子がいると

さ，そのそばに近よりにくい.ほんとうに立派な男の子だったら.かえって「友だちにな

ろう」なんて言えなくて，どっちかというと冗談ばかり言ってさ，ね。

Z先生:それはもっともだけどさ，今， X先生が言ったみたいに， J子さんは.そんなところまで
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たずねているんじゃなくて， r友だちがいないよ」って言ってるんで.友達論を言ってる

んじ+ないよ。

J子 ::私ね。中学校の時は，仲良かった友だちがいたのね。その時はそれを重要に考えていなか

ったというか，気がつかなかったのね。で，大切にするとともなくて，転校するととにな

って，わ沿えままかもしれないけど.何というか，いつも自分のそばにいてくれて，自分の

気持をとって〈れて.で.相談した時に，それを一生けん命考えてくれるっていう。

R男 :何だって?

J子 :その予とは，今でも文通つづいているけどo

R男 :二水では，満足していないってこと?

J子 :ウシ。なんか，私の場合，そういう人がいるから幸せだとは思うんだけど，考えてみたら.

この学校には，何というか.私の.ほんとうに私のとと思ってくれてるって思う友だちが

いないってとと.悲しいなあって思う。

R男 :ゥ-:/..・H ・でも.やっぱり.きびしいよ o自分の思っているとと，パヲとわかる人なんて。

X先生 :R男君は，むずかしい.むずかしい?

R男 :フブフン。僕なんか もうほぼ諦めかけてるっていうかねえ。

X先生:あら.また冷たい。

R男 :だって，自分で自分のことさえわからんのに，ねえ.他人が僕のことわかるはずがないな

あって O

X先生:自分でわからんから，友だち。

R男 :友だちの方がわかるって? そんなととあるかもしれん。 俣いながら)

X先生:いや，いや，それはわからんよ。むずかしい，むずかしいっていうけど H ・H ・。

R男 :僕だったら，ちょっと馬鹿にされながら.それでも結構，親友つくれる.そんなのかえっ

て。

Z先生:とれ，解釈みたいになるけど. J子さんは，ボロを出せるような相手がほしいんでしょ。

らくな気で O

J子 :そんな，いつでも，私，ポロ出してる使いながら)

Z先生:ボロ出してるみたい?

J子 :ウン。

Z先生:じゃ，それをスーツと うけとってくれる人がいないの?

J子 :なんか，よくわからないけどね. 2年生の人同志，結構たのしんでいても.何かあった時，

寂しいなあって。

K子 :ウン。

Z先生:いくつになっても寂しいよ。

R男 :ウン 3 友だちって，学校とは関係ないでしょ o

X先生:ウン
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R男 :でも.寂しいってのね，なんか，頑張らなくっちゃ。 J子さんには. r僕で，できること

があれば」って言うのが最高，他にち主っと，何も言えない。

J子 :自分で自分をみていると.ほんとだったら，人にいっぱいいろんなとと話してね.それが

気持ョてものだろうと思うんだけど.そういう努力とか，いろんなことわかろうとする何

かが，自分に欠けているように思う。

K子 :ウン，みんな，お互いに思ってるのにね，どうして.うまくいかんのやろ

Z先生:ほんとね。

K子 :ほんとの友だちほしいと思っているのにね。

(中略 2分間)

K子 :なんか. J子さんの言ったとととはなれるかもしれんけど，私で，自分で自分の燥なこと

を話す時に. rそうじゃないんだ。自分にもそんなととろがあるんだJって，他人に言っ

てもらいたい気持があるんや。そんな時.自分で，ああいやらしいなあって，思ラんや。

自分が。なんでこんなこというんやろ.ああ，あんなとと言わなければよかったって，そ

の時の後悔がたまらん時があるんや.なんか.そんなととないですか?

Z先生:ある，あるー

K子 :なんか.他人に求めて，自分の仕かけのために，いやあになる。

J子 :私は. rわたし，こんななのよ」って言ったら，その心のうちに「そんなことないわよ~

って言ってほしから。

K子 : r自分もそうだ」とか。

J子 :言ってほしいから.そう言う o

K子 :やっぱり，言ってほしいという気持があるもんだから・・・…すごく感じる。自分は嫌な人間

だな.なんて思ったりして。

Z先生:そう O

K子 :先生，そんなことない?

Z先生:ウン。ある。そんないやらしい自分だと思って，かわいいと思うよ o

k子:俣う)

Z先生:それや，ふんばれればいいけどね。やっぱり，ボトボトとしてね。

(沈黙 20秒)

K子 :こんなゆっくりして.自分のこと考えたりする時間って，学校ではない。日常生活におわ

れてしまって.汽車にのって，帰って.食べて寝て，明日また学校行って，何となく勉

強して，また帰って……今，すごく有意義に過したような気持。

この後.無口なQ男が「何か解けたような気分だ」といって.最近の自分を語った。そして，

L子は(すすり泣きながら)伯父と伯母の死.友だちの死について，自分の哀しみを話したる
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みんなL子と共に 3.0分〈らいの時間を過した。そして，終りの 30分は， との合宿に参加

した感想を述べ合ったが，参加者全員がお互いの中に何かを見出した様子で.和かな雰囲気

の中で，との小グループの話し合いは終了した。

<第1セヲションの最初の部分(18分"'30分)を資料としての検討〉

3つのグループの共通性 l 

1 初対面の挨拶

グループAとグループBは，自己紹介という方法で.グループCは，他人紹介という方法で。

2 テーマを決めていない

グループBでは rテーマを決めないのですか」という質問が出ているが. 3つのグループとも

r"，についてのディスカッシ g ン」という形ではない。

3 参加者の暗中模索

テーマが決まっていないので.何を.どんなふうに話せばよいのか.わからない状態で始まって

いる。

4 参加者会員の発言

参加者全員が 11音声グを発している。

5 11場かの確認

参加者は. rほんとうに.安全な場であろうかJという気持で，用心深〈発言している。

6 グループ経験者の活躍

各グループに，昨年のグループ・カウンセリング参加者が，ひとりか 2人いて，その生徒は自分

の気持を自由に話したり.他の参加者を激励したり.その活躍が目立つ。

7 自分の周辺を語る

自分の気持を語ることよりも，自分の周辺について語ることが多い。

8 沈黙の場面が少い

H 自分の周辺。を語るととに.ファッシ Pティターがストヲプをかけないので.重苦しい長い沈

黙は比較的少い。

9 生徒中心の動き

ファッシリティターは，生徒の発言を大切にし.生徒の動きについていく姿勢である。
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3つ の グ ル ー プの相違点

グループAの特色

1. 非常に快活で，賑やかな雰聞気。 R先生が生徒ひとりひとりに強い関心をもって発言している

のが目立つ。

2. 自己紹介のテンポが.かなりはやい。

3. 生徒同志の言葉のやりとり心心情的ではないが)が，目立つ。

4. E男の発言が.他の生徒よりも非常に多い。

グループBの特色

1. 生徒たちは， r先生が，なにかしてくれるべきだJと期待していたため， U先生は不本意なが

ら. iひとりひとり言いたいことを話してください」という応じ方をした。教師の方から，生徒

の方へ.あまり積極的にかかわっていとうとする発言がない。

2. 自己紹介が，スピーチ風。

3. 生徒同志のやりとりが.比較的少い。

4. V先生は.生徒の発言に対して.感情レベルで反応しているが.全体の流れとしては. rテー

マさがし」の感じがするご

グループCの特色

1. X先生と Z先生が.生徒の発言の一言一言に，反応して，声(ウシウシとかェー?とか)を発

するのが目立つ。また.Y先生も，大声で驚きを表明する場面もあり，教師3人が，積極的に生

徒にかかわっている。

2. 他人紹介という方法であったため，生徒同志.生徒と教師の聞での言葉のやりとりが多い。

3. 言葉以外の伝達方法舗きの叫ぴ声や限や鼻を動かしてそドカシサを表現する)が，グループ

を刺戟し，新しい局面をひらいた。

4. 沈黙が 3回あり，一番長いのは，他人紹介が終った後の 2分15秒である o一方，笑いも多い。
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Itfiす 録

円高-11 

調査記入についてのお願い

相談室昭和49年 10月1日

いよいよ 10月，文化祭などの行事も多<.準備などで 忙しい毎日ではない

でしょうか? さて相談室では.例年.生徒諸君の H 話 し 合 い 合 宿 よ を 実 施 し

てまいりました。今年ぢ 11月 2日(土) '" 4日(月) (二泊三日)の予定で

計画を進めております。

今年は.皆さんの中で.どのようなことが問題となっているか調べたうえで，

それを基にして 合宿をもちたいものと思っております 0- それで下記項目につ

いて 思っていること，考えているとと.感じているとと を簡単でいいです
一一 一

から，記入して下さいませんか。

氏名は脅かなくてけっとうです。まろし〈お願いします。

1. 学業成績について ( 

2 学習について ( 

3 進路について ( 

4 附の性格 問て(

5. 友人について ( 

6. 学校の規則や教師 〆

について | 

7 タラスの役員を L ノ

てみて又はクラス

の役員をみて

8 家庭生活について ( 

9. この頃すごく腹だ

たしく思っている | 
とと

‘、

10. その他なんでも

-・ー...ーーー・ー ・・.....・・・・・・・・..............ーーーーー ー ーー マーー・ーーーー._.. . . . .・.....ー ・・ ー・・・・.......
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日両2-¥

一年生のみなさんへ

(相談室より)

パス旅行.陸上競技大会.文化祭と行事がつづきました。高校生になって六

ヶ月が過ぎてみて，みなさんは現在 Eんなふうに感じていますか。

とのアンケートは無記名です。正直に答えてください。私たち教師の反省資料

にしたいからです。自分の気持ちに近いものに O印を。

A 学校へ来るのは 1.たのしい 2.嫌だ 3.別に・・

B 友だちは 1.いる 2.いない

C 授業は大体 1.わかる 2.わからない

D 先生方の多くは 1.親切 2.つめたい 3.関係ない

kとろで，相談室では，次のような目的と計画で「話し合い合宿」をしよう

と考えていますので 参加して下さい。参加希望者は.との用紙の下の氏名欄

に記入して下さい。

(目的)相談室の浦田.山口.横川.北島は，特に一年生の人々と話し合う機

会が少いのを残念に思っています。そこで. 12名くらいを 1グループとして

主主主旦，できるだけ正直に話し合い，心と心を触れ合わす「安全な場」をも

ちたいと考えています。自己を語 9.仲間に耳を傾けて.人間らしいグループ

にしたいと願っています。

(日時.所，費用〉

(1) 1 1月 2日(土) 2: 0 0 'pm - 1 1月 4日(月) 2: 00 pm 

(2) 金沢大学研修セシター(能美郡辰口)

(3) 費用 4.000円以内 (2泊3日の食事.宿泊.果物，菓子，飲物.交通など一切の

費用をふくむ)

合宿参加希望者はホームと氏名を書いてください

ホーム 氏名 '74.1 O. 11 
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日堅三」

グループに参加するみなさんと父兄のみなさんへ

1974年 10月11臼

石川県立金沢二水高等学校相談室

1 1月 2日(土)から 4日(月)まで 2泊 3日.相談室主催の

合宿を行います。

高校生活に かけた夢と現実の生活とがかけ離れているように思えたり.なん

の 気 な し に 過 している毎日をふと思い返えして. rこれは いったいどうなっ

ているのか Jとか. r自分はこれで いいのかしら。 J と感じている人も多い

と思います。とのように現在の自分の状態に疑いや不安を持ち それを 明か

にしていくととは すぼらしいと kです。しかし 自分ひとりで 自分を見究

めていくことは とてもむずかしいことです。そこでこの 2泊 3日は 勇気を

ふるい起して H 偽りのない自分市をみつけ出し.他の人の心がわかるように努

めたいと思います。

この 2泊 3日.ぉ互の心と心がしっかり通い合うようにがんばりましょう。

そのためには，自分が感じるとと.思うこと，考えることを.そのまま仲間に

伝えるように努めましょう。気取らず.飾らず.ありのままの自分を，みんな

に.わかってもらうように精一杯努力しましょう。また 他の人の心に触れる

ように.耳を傾けましょう。表面的にならないようにお互いを尊重し，助け合

う 2泊 3日にしたいと思います。
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話し 合 い 合 宿について

(時) 昭和 49年 11月 2日(土) - 1 1月 4日〈月)

〈所) 金沢大学共同研修セシター(石川県能美郡辰口町下徳山)

TE L.076151 -4000 

(責任者) 金沢二水高校教諭

浦田肇，山口浩洋，横川紘一，北島杢

(参加費) 4.000円以内(宿泊，食事，間食，変通などすべてをふくむ)

(用意すべきもの)

洗面用具.運動のしやすい服装，ねまき

(時間割)

1 1月2日(土) 1 1月3日(日) 1 1月4日(月)

7:00 起床，朝 の 運 動 起床，朝の運動
.-

8:00 朝 食 朝 食

9:00 

A寸時・ 校 第 3セ タシ，ン 第 6セ タ シ 習 ン

12:00 

ー
12:30 c1 3 : 30)学校出発 昼 食 昼 食

14:00 (14:00)解 散

第 lセタシ 2 シ 第 4セ クション

17:00 

17:30 夕食，入浴 夕食， 入浴

19:00 

第 2セタシ冨 γ 第 5セタシ， γ

22:00 

ーー

23:00 消燈.就寝 消燈，就寝

セッシ冨ンの内容は.主として「話し合い」ですが. iやりたいこと」の提

案をどんどんして， グ ル ー プ の 人 々 と の 深いつながりをもちまし zう。
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局瓦訂

話し食い合宿参加申しこみぐ74.10.17)

A )計 画 (1) 昭和 49年 11月 2日(土)...... 1 1月 4日(月〉

(2) 金沢大学共同研修センター (τ'EL.076151-4000)

(能美郡辰口町下徳山)

(3) 費用 約 4.000円(宿泊費.食費.交通費その他すべて)

(4) 責任者 浦田議.山口浩洋.横川紘一.北島歪

(金沢二水高校教諭)

(5) 助言者 多国治夫先生(金沢大学教養部)

(6) 所持品 洗面具.ねまき，運動のしやすい服装。

B )白 的 (1) 日常の高校生活の中では経験しにくい「人間関係」 (自

己理解と他者理解)の場を.教師は.参加者と協力して

っくり出す。

(2) 「人間信頼」を体験によって知る。

c )申し込み

上 記の合宿に を参加させ

たいと思いますので， 4. 000円 を そ え て 申 し 込 み ま す O

石川県立金沢二水高校長 蓮 池 進 暢 殿

保護者名 ⑩ 
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l互~5J

話し合い合宿について ('74 . 1 0 . 1 8 ) 

金沢二水高校相談室

「合宿に参加する」と申し出てくださヲて，相談室の私たちは，大へん よろ

こんでいます。時間をかけて.お互い心と心が，かよい合うよラに 努力しま

し主う。

1 0月 18日(金〉現在. 参加希望者は 36名です。男子 18人， 女子 18 

人です。ととろで .12名ずつのグループに分けたいと考えていますが2::"ん

な話をしてみたいか.あるいは，どんなことをやってみたいかを書いてくださ

u、。

また 1年生 2年生 3年生の混合のグループがよいか.学年別の方がよい

かな Eも書いて下さい。

~J 1. テーマを決めないで，自由に話したい。

例 2. r男女交際 Jというテーマで話したい。

例 3. 歌をうた q たり，ゲームをして.あそびたい。

例 4. 1年生だけで話したい。

例 5. 先生が機械的にグループ分けをすればよい。

例 6. 先輩や先生方 k話したい。

(翁 参加費を未納の人は .10月 24日(木)までに，相談室の山口先生か浦

回先生に，あるいは校務室の北島先生に参加申し込み書にそえておさめて下

さい。

グループ分けについての希望

(何でも自由に書いてください〉

ホーム 氏名
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円孫子l
話し合い合宿に参加するみなさんへ '74.10.31

金沢二水高校

相談室

此の聞は，アンケートに答えてくださって，ありがとうございました。アシ

ケートの結果，男女混合.学年もまじったグループにするととになりました。

1年生の中で r1年生だけで……」という人もありましたが 1年生だけで，

グループをくみたい人の数が少なすぎて，御期待に応えられませんでした。も

しよかったら「何故 1年生だけになりたかったか Jを話してもらえたら，そ

の気持ちにみんなで，応えることが，できるのではないかと思います。歌やゲ

ームやクイズやフォークダンスな E楽しい時を過したいという意見も沢山あり

ましたし.全員で集りたいという希望もありました。これらは，時間割の中に組

みいれたいと思っています。また話し合いのテーマは「何でも思ったことを話

したい」ということで. r友情.恋愛，今.自分に関心のあるととを話したい」

というふうになって，アンケートに表われていますので.各グル プの自由に

まかせたいと思います。

「話し合い合宿」と他の合宿の違いにつと三
たしかに，ゲーム.歌.フォークダシスなどで，お互い仲良くなれますが.

もうひとつ「お互いを深く理解し合える」ように努力するのが，この合宿の目

標です。そのためには，できるだけ 自分のことを卒直に話すように，また他

の人に関心をもって，耳を傾けるように努力しまし主う。そして だれにでも

弱いところ，かなしく思うところ，つまらなく思うところなど「自分の内側」

をのぞくとあるものです。普通の学校生活では，お互いそらぞらしい闘係とい

うか，自分が居ても屈なくても大して闘係のない感じというか.先生ともクラ

スメートとも.それほど深い友情は感じられていないのではないでしょうか。

この合宿で，楽しくあたたかい敏囲気の中で自己に限を向けたり，相手のこと

を理解しようと努めたり，みんなで一緒にいることの意味があるように努めま

しょう。

次に合宿についての連絡事項をあげておきます。

O 集合時刻 1 1月 2日(土)午後 1時 相談室前

O 所持 品 筆記用具，洗面用具，運動ぐっ，ねまき，スラヲクス

。合宿場所は，金沢大学共同研修センターですから (tel.076 15 1 -4 0 00) 

かならず 家の人に連絡先を知らせておくこと。

O ギターなど，楽器のある人は，もって来て下さい。
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一町一

Questionnaire (1974. 11. 8)氏名

1. r合宿を終えて」と題して.何んでも自由に感想を述べて下さい。

2. 話し合いの中での先生の言葉や態度で，理解できなかったことがあったら，

遠慮なく書いて下さい。

3. 同じグループの人で，あなたが かなりよく理解できた人があれば.その

人の名前をあげて，その人をどのように理 解 し た か も 述 べ て 下 き い 。 何 ん

でもいいです。

4. グループの中で言いのこしたことがあったら，ととに書いて下さい。

5. 上記以外の点で.気付いたこと.述べてお き た い こ と が あ れ ば ， 何 で も 書

いて下さい。(たとえば，もう一度 集まって話し合ってみたい……)

-105ー



| 別紙8 I 

S D法 に 使用した用紙

J貴i 氏名

(例)気が長い @ー→ 気が短い

ヨド 泊ミ 少 中 少 地通 ヨド
常 な

く。
な 常

り し
ら

し りu、

個性的な トー 個性のない

敏 感 な |--1 鈍 感 な

きびしい ト一一+ 一一十 や さ しい

明 る u、 暗 u、

暖 地ミ u、 l 一一→ 冷 た u、

満足した 不 満 な

地 味 な ト一一+一一←一一→-- 斗一一一→ 派 手 な

ふまじめな ← ま じめ な

とまカ為し、 大ま カミ な

強 気 な 弱 企λ~ な

せっかち な のんびりした

臆 病 な .， 勇 敢 な

感 情 的 理 性 的

孝 福 な 不 幸 な

積 極 的 '斗 消 極 的

不誠実な ト 誠 実 な

軽そつな 慎 重 な

不 安 な 安定 し た

意 欲 的 無 気 力

たより ない トーー l たのもしい
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あ と 治ミ き
d

この「高校生のためのグループ・カウンセリング」が.今回出版の運びに至りましたのは.畠瀬

稔，村山正治両先生をはじめとする人間関係研究会の御支援と御協力によるものと.深〈感謝して

います。最初，との記録は私たちの反省資料として，ガリ刷りにして関係者にお送りしたのですが，

畠瀬先生から印刷にしてみては，というお言葉をいただきました。更に.人間関係研究会の皆様か

ら激励のお言葉をいただきました。地方に住む高校教師にと qて.自分たちの実蹟記録に.このよ

うに関心をよせ，御助言いただけるととは 何にもましてありがたいことだと感謝しています。

はじめて，本校の生徒を対象にグループ・カウ γセリシグを実施したのは.今から 4年前の 19

7 1年でした。この私たちの新しい試みを.教育活動の中に採択してくださり，御指導いただいた

のは.当時の校長であった古道正進先生と，中村外治教頭先生でした。そして今回のレポートに報

告した第 5回グループ・カウンセリングが，フ 7 '!J1シリティター確保や生徒課・ホーム担任・相談

室の連携のもとで，それなりの成果をあげ得たのは，前校長の蓮池進暢先生と現教頭の高島誠一先

生の御理解と御配慮によるものです。今年度は.新たに現校長大高彰八先生のもとで，新入生のた

めのグループを，主として小規模中学出身者を対象に行いました。私たちがとの 4年間に 7回にわ

たって学校行事としてグループ・カウ Yセり γグを実施できたのは とれら歴代の校長先生と諸先

生方の生徒への暖かい思いやりが背景となっており.ひとえに教師聞の共通理解と協力の賜物だと

感謝しています。また，さかのぼ官て考えますと.本校の相談室活動が今日のように定着できたの

は. 1 960年代において.数年にわたり.独創的なカウンセ Pシグ・ルーム運営をされた花山勝

道先生に負うととろが甚大であると思うのですが 今回のレポート作成に際しても.自ら筆をいれ

てくださるなど，格別の御協力をいただき感謝しています。

金沢大学の多国治夫先生には.第 1回から第 7固まで.毎回全日程グループに参加してくださっ

ただけでなく.グループ・カウシセリングの効果測定法などについても御指導いただきました。多

国先生の熱心で適切なスーパーピジ習ンがなければ.私たちの力だけでは，到底ゃれなかっただろ

うと思います。多国先生はじめ.この「高校生のためのグループ・カウンセリング」に.フ 7'"シ

リティターとして御協力くださった児童生活指導センターの海野保男先生.本校の西谷隆，村田進.

中谷元子L山口浩洋，浦回肇，綾川紘一の先生方には.とのように印刷するととがきまりましてか

らも，原稿整理などで大変お世話になりました。

とのようにして.とのレポートは数々の先生方の暖かい御配慮と御協力によってできあがったも

のです。とこに深〈感謝申しあげます。

1 9 7 6年 2月 11日
石川県立金沢二水高校教諭 北 島 歪

著者略歴 193 1年

1 954年

現職

鳥取市に生まれる。

金沢大学法文学部英米文学科卒業

石川県立金沢二水高等学校教諭
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-人間関係研究 会 に つ い て

人間関係研究会は，エンカウンター・グループを中心とした人間関係の改善と促進の方法につい

ての研究と実践を目的として， 1970年春に発足しました。この研究会は，人間関係の分野に関心

をもっ研究者と実践家が閉鎖性をうち破り，新しい人間関係をもとに組織と集団や個人生活のあり

方に，より真実で創造的・建設的なものを求めることを課題としています。人間関係こそは，私た

ち人間の生き続ける限り，世界・国家・社会を通じての大きな課題であり，障壁・闘争・破滅につ

ながると同時に，成長・建設・福祉への道でもあります，。この新しい分野に関心をもたれる方々が，

この研究会を利用し，経験と知識を交換しあうことを希望しています。

この研究会は.年間二十数回のワークショ yプやセミナーを開催し，文献資料の配布を行なって

おり，機関誌の発行も計画中です。希望者は，人間関係研究会の各地区事務局へお問い合わせ下さ

U、。

人 間 関 係 研 究 会 刊 行 資 料

人間関係研究会では，グループ活動に関連する資料を刊行しています。自分のグループ体験

を掘りさげて見つめるためにも，一読をお勧めします。また. “こんなことに関する資料がほ

しい"という様な御希望もお知らせいただけると幸いです。

No.l 畠瀬 稔 :身体接触を伴う人間関係促進のー技法(改訂増補)， 1972 
(価 200円〒 120門…40g) 

No.2 小野 修 :自分がよみがえったーーエンカウ γ声ー・グループへの
参加経験一τ1971 価200円 〒 120円…40g) 

ぬ 3 ロジャーズ， 1967(小野修訳自己指示的教育組織の変革のための計画， 1971 
(価 200円〒 120円…45g) 

ぬ 4 畠瀬 稔 :エンカウンター・グループについて一戸来談者中'U療法の行動
科学的発展ー(1教育の医学J18巻1号より転載)

(価 200円〒 120円…30g ) 

ぬ 5 ジエンドリン&ピーピー， 1968 (小野修訳):体験グループーグループのための
インストラクションー-(:増補改題)， 1972 (価 200円 〒120円…40g ) 

ぬ 6 北畠 <E高校生のためのグループ・カウンセリングt 1976 
(価 800円 〒240円…180g) 

肱 7 増田実，東山紘久，清水信介;ラ・ホイヤ・プログラムへの参加経験， 1977 
(価 200円〒 120門…40g) 

ぬ 8 畠 瀬 稔 :企業における人間関係の改善についてーーエYカウン声ー・
グループの導入一一， 1979 価 200円 〒120門…30g ) 

O 清水信介編:エンカウンター・グJレープ文献リスト， 1975 (価 200円 〒120円…40g ) 

これらの文献資料の購入申し込み，またはお問い合わせは，各プログラムの「問い合わせ先J，

または下記までどうぞ。

一冊以上ほしい方は.重さを参考にして計算の上.郵送料をお送り下さい。 250gまでは240

円， 500 gまでは 350円です。

人 間 関 係 研 究 会 事 務 局

干145東京都大田区上池台 1-34 - 26 
渡 辺 協 子 方

ご送金は郵便振替 東京9-37428まで
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